
2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

必修

選択
必修 年次 1年次

担当教員

実務経験

古森 喬

O
科目名
(英 )

病院前医療概論 I

IntroductiOn tO Prehospital Care I

ヨース

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30時間

(2単位)

開講区分

Ⅱ翌日・時限 火曜、卜2時限目

前期

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

メディカルコシ
は暁前医療概論で 体制救急医療 災堂 医療体制 病院前 体制医療 ホスピ(プレ ルタ 関 I消防機 おけ

'舌

る救急 動 ■)し て救急救 士 の必須のスキ レとしびます 病院前 はで医療概論 トローリレ(MC) や現場活動 選 定医療機関 通信体制と搬送 急活動の救 記録 関係 関との機 連携につし して理解 本授 々了業修 に は時 各 の説明 ようになる。ができる

に至 4年～災害看護学・国際看護学
ACLSプロバイダー取得、AHA

BLSイン

たヽ。

99995年 3月 取得看護師免許 年 4月 2003年 ICU所属月 2003年 ～20月 0年 月0 201属ER所 0年 201月 5年 2月 循環器 病棟外科 20 5年月 形成外科、泌尿器科病棟 る現在 福岡県施設病隣協会看護学校 20 講師
口 ′ミィダ 取得、 ロ」PTECプ ヾ ダイ ―取 堂徳洲会災得 録支援ナース登 AHA ‐EPプACLS ロ ダ 取得ィヽ AHAファースドプロ イダ 取得、AHA ストラクター取得

業務はICUで のは術後 管理、集 中治療やER初期診療 E後の全身管理、 Rでは救急初 診療期 BLS・ICLS活 動 害教育災 院内移植コーデイネーターをイ子つて

てヽ学び消防機関における救急活動を熟知し傷病者を安全に救急搬送できるようになる。

救急医療体制について説明できる。
災害医療体制について説明できる。

電鰍繁然β怪黒逸雪髪聾諦:呪岳峯昔剥 丁
きる。

【到達目標】

目

目

目

目

標①・
標②・
標③・
標④

・災害・病院前医療体制につし
的目標〉

1回 目
に こお1ナ

ムにつ 第二 ・第二

【到達 救標】 医療体制急 t)し て説明できる ①・救急搬送 る統計 ド体制 クターヘ ドリ クターカー・救急
ステ医療シ てヽ 初期(救急告示病院 次 次医療体制) 周産期 小児精神 医療体制につ て

2回 目 体制につし
(救急告示

救急搬送にお
二次 三次医療体 に

到達 標】目 ・救急医療 る。てヽ説明でき ② ける統計・ ドクターヘ体制 プ ドクターカ 救急
ス医療シ ムア につして 第初期病院 常J第 周 ・精神産期 児Jヽ t)し て医療体制

3回 目
医療体制につい
て。大規模災害Iに

目【到達 標 堂災 て説明できる。 災害の① 念概 分類(定義 ,事例) 多数傷病者対応
リト ― ジア つ し おけ 害医る災 につして 災特殊療体制 (CBRN堂

につE) てヽ

4回 目 と堺審禦選1雲騒棄冥篇 に

達【到 標】目 の概念 義(定 事例分類 数多 傷病者対応トリアージI つ し て C害・特殊災 BRNE) ■)し て

5回 目
にお につ

到達 標】目 災害医療体制につ てヽ説明 ③できる。 災害の概念 定義 分類 事例) 応多数傷病者対
トリアージにつして ける菫大規模災 災害医療体制につ てヽ 堂特殊災 E)(CBRN てヽ

6回 目
に

に に

【到達 災標】 医療体制害 ■)し て説明できる ④・ (定義災害の概念 類分 事例 多数傷病者対応
ト ア ~ン ■)し てヽ 大規模 害 ! おける災災 堂 療体制医 ■)し て 害特殊災 につし(CBRNE) て

7回目
達【到 病暁前医療体制 プレホスピ ル つ標】 タ できる。てヽ説明 ① LS救命の連鎖 ACLS 応急手MCにつ てヽ M問直接MC 接 PC・協議会 DCA サ イ ルク

8回 目
に

到達 標目 病院前医療体制 (プレホスピタル に つ て 明できる説 救命の②・ (BLS連鎖 ACLS 応急手当CM
=)し
てヽ (直接MC 間接MC 協議会 クPDCAサイ ル

9回 目
【到達目標】・病院前医療体制(プレ
・MCについて(直接MC・間接MC・権憲銘E斥与デ∵冗甲

できる。③救命の連鎖(BLS・ ACLS・ 応急手当)

10回 目 に つ

MCに
至げ達 目 ・病院前医標】 療体制 ピプレホス タ レ て説明できる 救④ (BLS命の連鎖 ACLS 応急手当

=)し
て 問(直接MC C接 M P協議会 サ イDCA ルク

11回 目 麟最雷基遇躙 樫郡最琶認観爛 穣
きる。①・119番
機関との連携

受信と通信体制・出動・現場活動

12回 目
【到達目標】・消防機関
・医療機関選定と搬送

における救急活動について説明できる
・通信体制・救急活動の記録・関係機関ぜ許蓬堪豪

受信と通信体制`出動・現場活動

13回 目
【到達目標】・消防機関における救急活動に
・医療機関選定と搬送・通信体制・救急活動

ついて説明できる。③・119番
の記録・関係機関との連携

受信と通信体制・出動・現場活動

14回 目

15回 目 終講試験対策②

準備学習
時間外学習

救急救命士とし
救急救命士とし

目 士救急救命 とし標①)
標②)目

標③)目

目標④)救急救命士とし
必要です

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

ることで士救力 急救命 と てし 医療体制を理解す し かに迅速に 的の 病院へ搬送する は患と その者や 家族の不安を和らげます看護 し白師と て今ま しでの経験を活か が 興皆さん て味をも 容る授業内 て しで進め たきヽ とヽ思 まヽす
救命士は専門性救急 しで難 イ があメージ ると思します のが授業 で中 し少 ずつ過去の国家試験問題を解き学んで きたし 思しと まヽす

【使用教科書・教材・参考害】

改訂第 11版救急救命士テキスト ヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

病院前医療概論Ⅱ

Introduction to Prehosp tal Care Ⅱ

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 深梅 亜紀子

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30時間

(2単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 月曜、1・ 2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

「救急医療」は突発的に発生し緊急に適切な処置を行わないと症状が悪化する。生命そのものが危険な状態にある傷病者の診療である。
傷病者の救命率の向上と予後の改善は病院前枚護活動に大きく左右される。
救急救命士の専門性である病院前救護活動の役割や責任について
「整合性がとれる」ように繰り返し改善・向上しながら「効果」「効率」「魅力」を高めるインストラクショナルデザインの実践を行い本授業修了時には各々の説明ができ
るようになる。

実務経験 11998年 3月 看護師免許取得 1998年 4月 ～2011年 3月 ICU所属・2011年 4月 ～2015年 5月までER所属する
」NTECプロバイダー取得、JTAS緊急度・重症度判定プロバイダー取得 福岡看護協会災害支援ナース登録、日本救急医学会認定ICLSインストラクター取得
主業務はlCUではROSC後 の集中治療やER初期診療後の全身管理、ERでは救急初期診療・BLS・ ICLS活動・災害教育を行つていた

【到達目標】

病院前救護活動における救急救命士の役割と責任について学び、救急救命士として法令及び安全管理を連守した現場活動ができるようになる。
く具体的目標〉
①救急救命士の役割について説明できる
②救急救命士と傷病者の関係について説明できる
③救急救命士に関する法令について説明できる
④救急救命士の養成と生涯教育について説明できる
⑤安全管理・感染対策について説明できる
⑥ストレスに対するマネージメントについて説明できる

1回 目 (目標①)救急医療における救急救命士の役割(傷病者・医療機関とのかかわり・連携)について説明ができる

2回 目 (目標①)医療職種としての責任(守秘義務・救急救命処置録・自己研鎖)について説明ができる

3回 目 (目標②)ICとコミュニケーション・対象に応じたコミュニケーション(高齢者・′卜児・関係者・医師・MIST・隊員)が出来る

4回 目 (目標②)救急活動におけるコミュニケーション(DNAR)が出来る

5回 目 (目標③)・法令について・救急救命士法について説明が出来る(目的・資格・業務・救急救命処置の定義・4寺定行為)

6回 目
(目標③)・法令について・救急救命士法について説明が出来る
医師法・保健師助産師看護師法→肖防法(法令による救急業務について)・医療法。その他の法令

7回 目 (目標④)救急救命士の養成について説明が出来る

8回 目 (目標④)救急救命士の生涯教育・病院実習について説明が出来る

(目標⑤)・安全管理・リスクマネージメント(インシデントアクシデント)について説明ができる

10回 目
(目標⑤)傷病者の事故について(転倒・転落・チュープ類事故・誤味・感染)・救急救命士の事故(感染・活動中の事故・暴言暴力)
・活動における事故報告と対応が出来る

11回 目
(目標⑤)・感染予防策と感染防御(スタンダードプリコーション・感染経路)・救急活動での感染防御(手洗い。防護具)・ 洗浄と消毒
・感染事故と事故後の対応(感染事故・針刺し事故・結核への対応・インフルエンザヘの対応)・ 感染症法について説明できる

12回 目
(目標⑥)救急活動でのストレス(ストレスの概念・ストレス反応・ストレス障害)
・救急活動でのストレスヘの対応(ストレス耐性・デフュージング・デブリーフィング)について説明ができる

13回 日 終講試験対策①

14回 目 終講試験対策②

15回 目 終講試験対策③

準備学習
時間外学習

(目標①)「救急救命士」という専門職であり役割を理解する事で病院前救護活動できるようになるので講義の復習が必要です。
(目標②)コミュニケーションでは必要なコミュニケーション技法について予習が必要です。
(目標③)国家資格が必要な職業はそれぞれの法令において義務が明文化されているため講義の復習が必要です。
(日標④)救急救命士の養成と生涯教育は継続が必要になるので講義の復習が必要です。
(目標⑤)安全・感染では自己防衛・傷病者を守る観点から講義の復習が必要です。
(目標⑥)救急救命士のストレスに関する概要の復習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う

受講生への
メッセージ

魅力 :救急救命士の専門性である「病院前救護活動」こより傷病者の救命率や予後は大きく改善されます。
まずは基本である病院前救護活動について学びを深める事が今後の現場活動に活かされます。
授業計画 :看護師として今まで経験した事をみなさんにお話ししながら授業を進めていきたいと思います。
講義終盤には終講試験対策で国家試験過去問題 (選択問題)を行い国家試験に備え少しずつ慣れていきたいと思います。

訂第11版救急救命士テキストヘるす出版
急救命士標準テキスト追補板 へるす出版 わかりやすい救急救命士法 へるす出版

科
考
教
参

【使用教科書・教材・参考書】
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2025年度 授業概要
学 科 !救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急救命処置概論 I

Introduction to Emergency Care I

窪紫 : 必修 年次 1年次
担当教員

i

実務経験 |

深梅 亜紀子

O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30時間

(2単位)

開講区分

曜日・時

後期

木曜、1・ 2時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

「救急救命処置」とは「その症状が著しく悪化する恐れがあり、又はその生命が危険な状態にある傷病者が病院又は診療所に搬送されるまでの間に、当該傷病者に対
して行われる気道の確保、心拍の回復その他の処置であつて、当該傷病者の症状の著しい悪化を防止し、又はその生命の危険を回避するために必要なものをいう」と
定義されている。救急救命士は「救急救命処置」を反復継続して行うことを業としている。国家資格を受けた医療職であり医事法制の全体の枠組みの中で他の医療職
との業務の整合性を保ちながらその業の範囲が定められている。その定められた範囲で行う「救急救命処置活動」や傷病者の適切な観察と迅速な緊急度・重症度の
判断は救急救命士の必須のスキルとして「整合性がとれる」ように繰り返し改善・向上しながら「効果」「効率」「魅力」を高めるインストラクショナルデザインの実践を行
い本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

実務経験 :1998年 3月 看護師免許取得 1998年4月 ～2011年 3月 ICU所属・2011年 4月 ～2015年 5月までER所属する
」NTECプロバイダー取得、JTAS緊急度・重症度判定プロバイダー取得 福岡看護協会災害支援ナース登録、日本救急医学会認定ICLSインストラクター取得
主業務はICUではROSC後の集中治療やER初期診療後の全身管理、ERでは救急初期診療・BLS・ ICLS'舌動・災害教育を行つていた

【到達目標】

病態・疾病によつて全身や局所に認める特徴的な症状について学び、救急現場において傷病者の適切は観察と緊急度。重症度判別ができるようになる。
(具体的目標〉
0観察について説明できる。
②現場活動の基本について説明できる。
③全身状態の観察について説明できる。
④局所の観察について説明できる。

1回 目 (目標①)観察について説明できる。 観察の目的と意義・バイタルサインの正常値・観察の方法

2回 目 (目標①)観察について説明できる。 問診、視診、聴診、触診

3回 目 (目標②)現場活動の基本について説明できる。 状況評価・初期評価・全身観察と重点観察・緊急度、重症度、医療機関選定・搬送、車内活動

4回 目 (目標②)現場活動の基本について説明できる。 全身観察と重点観察・緊急度、重症度、医療機関選定・搬送、車内活動

5回 目 (目標③)全身状態の観察について説明できる。 外見の観察体位、顔貌、顔色、表情、旺吐、喀血、吐血、四破の変形、外出血

6回 目 (目標③)全身状態の観察について説明できる。 外見の観察皮膚、失禁、疸攣、栄養会話、態度、歩行、行動

7回 目
(目 標③ )全身状態の観界について説明できる。 気運に関する観界気逼開通、気逼閉墨呼吸の石無、性状 ・循環に関する観界脈相の有無、性状、様
式、血圧

8回 目 (目標③)全身状態の観察について説明できる。 神経に関する観察」CS、 GCS、 特殊型、神経学的所見異常CPSS、 KPSS

9回 目 (目標④)局所の観察について説明できる。   皮膚の観察色調、温度、乾燥、発汗、出血班、発疹、浮腫

10回 目
(目標④)局所の観察について説明できる。
位

頭部・顔面・頸部顔面左右差、瞳孔、眼位、眼球・日艮瞼結膜、呼気臭、項部硬直、外頸静脈怒張、気管偏

11回 目 (目標④)局所の観察について説明できる。   頭部・顔画・“額部皮下気腫、腫脹、変形、髄腋漏、視覚、聴覚胸郭運動、呼吸音、心音

12回 目 (目標④)局所の観察について説明できる。   腹部腹部Л影隆、腹膜刺激徴候、腸虫需動音、腹壁静脈怒張、腹部腫瘤腹部動脈拍動

13回 目 (目標④)局所の観察について説明できる。   鼠頸部・会陰部・骨盤・四肢運動障害、知覚障害、浮腫、腫脹、変形、短縮、動脈拍動関節可動域

14回 目
(目 標(4D)局 所の観察について説明できる。
準

手指、足趾、爪変形、腫脹、色調、潰〕易、爪床圧迫テスト・各種アルゴリズム・緊急度と重症度・判別の基

15回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

(目標①)観察の目的と意義について理解を深める事で傷病者の状況や病気に気付く事ができるので復習が必要です。
(目標②)救急救命士の活動内容について予習が必要です。
救急救命士の専門性である「病院前救護活動」での適切な観察や重症度・緊急度判断の学びを深め、適切な迅速な病院搬送ができるため復習が必要で
す。
(目標③)日 標②を達成させるために全身観察の重点をしつかり押さえるために復習が必要です。
(目標④)日 標③を達成するために全身観察について復習・予習が必要です。目標③を踏まえ局所観察について理解を深めるため復習が必要です

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力:救急救命士の専門性である「病院前枚護救護活動」での救命率の向上や予後の改善には観察能力、緊急度・重症度判断は非常に大きな役割とな
ります。観察するスキルを持つ事で迅速・適切な緊急度・重症度を判断する事に繋がり今後の現場活動に活かされます。
授業計画:看護師として今まで経験した事をみなさんにお話ししながら授業を進めていきたいと思います。
講義終盤には終講試験対策で国家試験過去問題(選択問題)を行い国家試験に備え少しずつ慣れていきたいと思います。

教科書 :改訂第11版救急救命士標準テキスト ヘるす出版
参考書 :救急救命士標準テキスト追補板 へるす出版 わかりやすい救急救命士法 へるす出版
アセスメントカを高めるパイタルサイン 医学書院 日野原重明編集 フィジカルアセスメント 医学書院

【使用教科書・教材・参考書】



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急救命処置概論 Ⅱ

Introduction to Emergency Care Ⅱ

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 :

実務経験 :

古森 喬

O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

45時間

(3単位 )

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命処置概論は救急救命士と活動する上で基礎となる資機材・外傷処置・一時救命処置・在宅医療を網羅し適切かつ迅速に実施しなければなりません。救急
救命処置を実施するに当たり気管挿管や一時救命処置を実施し院内でどのような止血法など行つているかなど病院内での活動も学び本授業修了時には各々の説
明ができるよう1こなる。

実務経験 :1995年 3月 看護師免許取得 1997年 4月 ～2003年 11月 ICU所属'2003年 11月 ～2010年 10月 ER所属・2010年 11月 ～2015年 2月 循環器、
外科病棟・2015年3月 ～形成外科、泌尿器科病棟  現在に至る  福岡県施設病院協会看護学校 :2014年 ～災害看護学・国際看護学 講師
」NTECプ ロバイダー取得、JPTECプロバイダー取得、徳洲会災害支援ナース登録、AHA ACLSプロバイダー取得、AHA ACLS― EPプロバイダー取得、
AHAファーストエイドプロバイダー取得、AHA BLSインストラクター取得
主業務はlCUで は術後の管理、集中治療やER初期診療後の全身管理、ERでは救急初期診療・BLS,ICLS活動・災害教育、院内移植ヨーデイネーターを行つていた。

病院前救護活動における救急救命士の基礎となる資機材や外傷処置を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるよう1こなる。
<具体的な目標>
目標①資基材による観察、目的について説明できる。
日標②外傷処置に対する観察、目的について説明できる。
日標③司次救命処置の目的について説明できる。
日標④在宅医療の目的について説明できる。

1回 目
【到運目標】
義

る観察、目的について説明できる。①観察の目的と意義・酸素投与方法とその意義・酸素投与時の注意点・SP02測定とその意

2回 目
【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。①観察の目的と意義・酸素投与方法とその意義・酸素投与時の注意点・SP02測定とその意
義

3回 目 【到達日標】資基材による観察、目的について説明できる。②観察の目的と意義・血圧測定とその意義・血圧測定の注意点・聴診器の使い方とその意義

4回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。②観察の目的と意義・血圧測定とその意義・血圧測定の注意点・聴診器の使い方とその意義

5回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。③・気管内挿管とは・気管内挿管の適応・気管内挿管の手順・気管内挿管の合併症

6回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。③.気管内挿管とは・気管内挿管の適応・気管内挿管の手順・気管内挿管の合併症

7回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。③・気管内挿管とは,気管内挿管の適応・気管内挿管の手順・気管内挿管の合併症

8回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。③・気管内挿管とは・気管内挿管の適応・気管内挿管の手順・気管内挿管の合併症

9回 目
【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。(4D・ 閉鎖式エアウエイの気道確保器具について・ラリシゲルマスク・アイジェル・ラリンケ

・
,レチュー

ブ・コンビチューブ

10回 目
【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。④ 閉鎖式エアウエイの気道確保器具について・ラリンゲルマスク・アイジェル・ラリシゲルチュー
ブ・コンビチューブ

11回 目
【到達目標】外傷処置に対する観察、目的について説明できる。①・止血方の目的と適応・止血点止血法・SBチューブ・永久止血法・内視鏡による止血
法

12回 目
【到達目標】外傷処置に対する観票、目的について説明できる。① 止血方の目的と適応・止血点止血法・SBチューブ・永久止血法・内視鏡による止血
法

13回 目
【到達目標】外傷処置に対する観寮、目的について説明できる。②・固定処置の目的とその意義・ネックカラー、バツクボード・包帯、三角巾・シーネ・陰圧ギ
ブス

14回 目
【到達目標】外傷処置に対する観察、目的について説明できる。②・固定処置の目的とその意義・ネックカラー、バツクボード・包帯、三角巾・シーネ・陰圧ギ
ブス

15回 目 【到連目標】1次救命処置の目的について説明できる。・司次救命処置の目的とその意義・除細動器とその意義・除細動器使用時の合併症

準備学習
時間外学習

(目標①)救急救命士としての資基材による観察、目的について復習が必要です。
(目標②)救急救命士として外傷処置に対する観察、目的について予習が必要です。
(目標③)救急救命士として1次救命処置の目的について復習が必要です。
(目標④)救急救命士として在宅医療の目的について復習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力:救急救命士として基礎的処置を習得することは救命率の向上にに繁がります。
授業計画 :看護師として今までの経験を活かし皆さんが興味をもてる授業内容で進めていきたいと思います。
救急救命士は専門性で難しいイメージがあると思いますが授業の中で少しずつ過去の国家試験問題を解き学んでいきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :改訂第11版救急救命士標準テキストヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急救命処置概論 Ⅱ

Introduction to Emergency Care 江

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 古森 喬

O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

45時間

(3単位 )

開講区分

曜日・時限

後期

火曜、12時限目]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命処置概論は救急救命士と活動する上で基礎となる資機材・タト傷処置・一時救命処置・在宅医療を網羅し適切かつ迅速に実施しなければなりません。救急
救命処置を実施するに当たり気管挿管や一時救命処置を実施し院内でどのような止血法など行つているかなど病院内での活動も学び本授業修了時には各々の説
明ができるようになる。

実務経験 :1995年 3月 看護師免許取得 1997年 4月 ～2003年 11月 ICU所属・2003年 11月 ～2010年 10月 ER所属・2010年 11月 ～2015年2月循環器、
外科病棟・2015年 3月 ～形成外科、泌尿器科病棟 現在に至る  福岡県施設病院協会看護学校 :2014年 ～災害看護学・国際看護学 講師
」NTECプロバイダー取得、JPTECプロバイダー取得、徳洲会災害支援ナース登録、AHA ACLSプロバイダー取得、AHA ACLS― EPプロバイダー取得、
AHAファーストエイドプロバイダー取得、AHA BLSインストラクター取得
主業務はICUでは術後の管理、集中治療やER初期診療後の全身管理、ERでは救急初期診療・BLS・ ICLS活動・災害教育、院内移植ヨーテ

・
イネーターを行つていた。

病院前救護活動における救急救命士の基礎となる資機材や外傷処置を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるよう1こなる。
<具体的な目標>
目標①資基材による観察、目的について説明できる。
日標②外傷処置に対する観察、目的について説明できる。
目標③司次救命処置の目的について説明できる。
目標④在宅医療の目的について説明できる。

16回 目 【到達目標】刊次救命処置の目的について説明できる。・刊次救命処置の目的とその意義・除細動器とその意義・除細動器使用時の合併症

17回 目 【到達目標】刊次救命処置の目的について説明できる。・刊次救命処置の目的とその意義・除細動器とその意義・除細動器使用時の合併症

18回 目 【到達目標】司次救命処置の目的について説明できる。・刊次救命処置の目的とその意義・除細動器とその意義・除細動器使用時の合併症

19回 目 【到達目標】在宅医療の目的について説明できる。・在宅療養とは・在宅療法の種類・酸素療法、自己注射、経管栄養、気管切開、自己導尿など

20回 目 【到達目標】在宅医療の目的について説明できる。・在宅療養とは,在宅療法の種類・酸素療法、自己注射、経管栄養、気管切開、自己導尿など

21回 目 終講試験対策①

22回 目 終講試験対策②

23回 目 終講試験対策③

準備学習
時間外学習

(目標①)救急救命士としての資基材による観察、目的について復習が必要です。
標②)
標③)
標④)

救急救命士として外傷処置に対する観察、目的について予習が必要です。
救急救命士として司次救命処置の目的について復習が必要です。
救急救命士として在宅医療の目的について復習が必要です。

(目

(目

(目

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力:救急救命士として基礎的処置を習得することは救命率の向上にに繋がります。
授業計画 :看護師として今までの経験を活かし皆さんが興味をもてる授業内容で進めていきたいと思います。
救急救命士は専門性で難しいイメージがあると思いますが授業の中で少しずつ過去の国家試験問題を解き学んでいきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :改訂第11版救急救命士標準テキスト ヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救命 員科

科目名
(英 )

救急病態生理学 Ⅱ

Emergency Pathophysiology Ⅱ

必修

選択
必修 年次 2年次

担当教員 石橋 操大

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

45時間

(3単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 金曜、1・ 2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急病態生理学 Iで習得した内容からさらに各症候・病態生理を深める事で救命の連鎖である「二次救命処置と自己心拍再開後の集中治療」について説明できるよ
うになる。枚急救命士は一次救命処置 (BLS)と平行して「救急救命処置」の「特定行為」である薬剤投与や気道確保器具などを利用した二次救命処置を行う事でより
多くの傷病者の救命率の向上と予後の改善に繋がります。最終的にAHA―ACLSプロバイダー受講取得をする事で本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

実務経験 :救急隊・救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務

【到達目標】

神経系に関わる疾患の症候・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるようになる。
<具体的な目標>
目標①重症脳障害について説明できる
目標②意識障害について説明できる
目標③頭痛について説明できる
目標④痙攣について説明できる
目標⑤運動麻痺について説明できる
目標⑥めまいについて説明できる
目標⑥失神について説明できる

1回 目
(目 標①)重症Л凶障害について説明できる
,概念・発生機序

2回 目
(目 標①)重症脳障害について説明できる
,一次性脳病変、二次性脳病変

3回 目
(目 標①)重症脳障害について説明できる
。頭蓋内圧克進・脳ヘルニア

4回 目
(目 標①)重症脳障害について説明できる
・特殊な意識障害

5回 目
(目標①)重症脳障害について説明できる
・脳障害まとめ・脳障害振り返り

6回 目
(目標②)意識障害につて説明できる
・原因1 -次性脳病変2二次性脳病変・随伴症状

7回 目
(目裸②)意識障害について説明できる
・随伴症状 1バイタル異常2-般症候3神経所見

8回 目
(目標②)意識障害につて説明できる
。判別を要する病態

9回 目
(目 標②)意識障害につて説明できる
。緊急度、重症度判別・現場活動

10回 目
(目

・発
標③)頭痛について説明できる
症機序・分類1 -次性頭痛2二次性頭痛

11回 目
(目標③)頭痛について説明できる
・原因疾患

12回 目
(目標③)頭痛について説明できる
・発症の状況・性状

13回 目
(目 標③)頭痛について説明できる
・随伴症状・緊急度重症度の判断・現場活動

14回 目
(目 標④)痙攣について説明できる
・定義、概念・病態

15回 目
(目 標④)痙攣について説明できる
種類1局所性2全身性

準備学習
時間外学習

前提:この授業を受けるには、臨床医学脳神経疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、Л凶神経・血液生理学、運動学について予習が必要です。
(目 標①～⑥)各症候の振り返りと復習が必要です
最終的にAHA―BLSプロバイダー受講するので事前学習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力:二次救命処置は「特定行為」であり医師との連携が必須で特定行為指示要請が必要となります。傷病者の状態を迅速に的確に伝えるためには各
症候に関する知識が必要です。また具体的な指示を得るためには日常から自己研鎖が必要です。AHA―ACLSプロパイダー受講する事で実際に活動内
容を体験・学ぷ事で理解が深まり今後の現場活動に活かされます。
授業計画 :最終的にAHA―ACLSプロバイダー受講します。その必要な理論(知言鋭)は、前半の授業で行いますので体調管理には、気をつけて欠席をしな
い様にしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :改訂第11版救急救命士テキストヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急病態生理学Ⅱ

Emergency Pathophysiology Ⅱ

必修

選択
必修 年次 2年次

担当教員 石橋 操大

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

45時間

(3単位)

開講区分

曜日・時限

前期

コース 金曜、卜2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急病態生理学 Iで習得した内容からさらに各症候・病態生理を深める事で救命の連鎖である「二次救命処置と自己心拍再開後の集中治療」こついて説明できる
ようになる。救急救命士は一次救命処置(BLS)と 平行して薬剤投与や気道確保器具などを利用した二次救命処置を行う事でより多くの傷病者の救命率の向上と予
後の改善に繋がります。
最終的にAHA―ACLSプロバイダー受講取得をする事で本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

実務経験:救急隊・救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務

【到達目標】

神経系に関わる疾患の症候・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるようになる。
<具体的な目標>
目標①重症脳障害について説明できる
目標②意識障害について説明できる
日標③頭痛について説明できる
目標④痙攣について説明できる
目標⑤運動麻痺について説明できる
目標⑥めまいについて説明できる
目標⑥失神について説明できる

16回 目
(目 標④)痙攣について説明できる
。原因疾患・随伴症状

17回 目
(目標④)痙攣について説明できる
。判別を要する病態・緊急度、重症度の判断・現場活動

18回 目
(目標⑥)運動麻痺について説明できる
。定義、概念。発症機序

19回 目
(目標⑤)運動麻痺について説明できる
。分類1 単麻痺 2片麻痺3対麻痺4四月支麻痺 5交又性片麻痺

20回 目
(目標⑤)運動麻痺について説明できる
。原因疾患・随伴症状

21回 目
(目標⑤)運動麻痺について説明できる
。判別を要する病態・緊急度、重症度の判断・現場活動

22回 目 終講試験対策①

23回 目 終講試験対策②

準備学習
時間外学習

前提 :この授業を受けるには、臨床医学脳神経疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、脳神経・血液生理学、運動学について予習が必要です。
(目標①～⑥)各症候の振り返りと復習が必要です
最終的にAHA―BLSプロバイダー受講するので事前学習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

力 :二次救命処置は「特定行為」であり医師との連携が必須で特定行為指示要請が必要となります。傷病者の状態を迅速に的確に伝えるためには各
症候に関する知識が必要です。また具体的な指示を得るためには日常から自己研鎖が必要です。AHA― ACLSプロバイゲー受講する事で実際に活動
内容を体験・学ぷ事で理解が深まり今後の現場活動に活かされます。
授業計画 :最終的にAHA一 ACLSプロバイダー受講します。その必要な理論(知識)は、前半の授業で行いますので体調管理には、気をつけて欠席をしな
い様にしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :改訂第11版救急救命士テキスト ヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

疾病救急医学 I

Emergency Medicine I

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員

実 経験

深梅 亜紀子

O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

45時間

(3単位 )

開講区分 前期

曜日・ 火曜、Ⅲ2時限目]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

神経系疾患 :Π凶血管疾患は日本人の死因第4位を占めるものであり、後遺症もきたす疾患である。急性期はもとより慢性的な障害を患う傷病者もいるため、
救急現場では適切な判断や処置を必要とする。

呼吸系疾患:呼吸系は生体に必要な酸素需要に関与する重要な器官である。緊急性を有する病態が多く、また高齢社会の進展により、肺炎等の呼吸系疾患
で死亡する傷病者も増加傾向にあるため、疾患の理解が必要となる。

循環系疾患:心疾患は近年増加にあり、急激に病態が変化し、致死的となる。突然死の原因でもあり、死因第2位と救急救命士に求められる迅速な対応が
必要となり、特定行為(静脈路確保・薬剤投与)の判断を含め、医療機関との連携も大切となる疾患群である。

上記3疾患の症状、病態、処置・対応をしつかりと理解し、授業修了時には説明できるようになる。

実務経験:1998年 3月看護師免許取得 1998年 4月 ～2011年 3月 ICU所属・2011年 4月 ～2015年 5月 までER所属する
」NTECプロバイダー取得、JTAS緊 急度・重症度判定プロバイダー取得 福岡看護協会災害支援ナース登録、日本救急医学会認定ICLSインストラクター取得
主業務はICUではROSC後の集中治療やER初期診療後の全身管理、ERでは救急初期診療・BLS・ ICLS,舌動・災害教育を行つていた

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

神経・呼吸・循環器系の主な疾患の発生機序、症状、救急処置等について理解することができるようになる。
<具体的な目標>
目標①神経系疾患の症状、病態、処置・対応について説明できる。
日標②呼吸系疾患の症状、病態、処置・対応について説明できる。
日標③循環系疾患の症状、病態、処置・対応について説明できる。

1回 目 (目標①)脳梗塞について説明できる。

2回 目 (目 標①)脳梗塞、一過性脳虚血発作について説明できる。

3回 目 (目 標①)くもЛ莫下出血について説明できる。

4回 目 (目 標①)脳動静脈奇形、もやもや病について説明できる。

5回 目 (目 標①)脳出血について説明できる。

(目 標①)髄膜炎、脳炎・R凶症、脳膿瘍について説明できる。6回 目

7回 目 (目 標①)ギランツヾ レー症候群、糖尿病性ニューロパチ_てんかん、脳腫瘍、変性疾患について説明できる。

8回 目 (目 標②)呼吸系疾患の主要症候、基本的対応について説明できる。

9回 目 (目 標②)呼吸不全、急性喉頭蓋炎について説明できる。

10回 目 (目 標②)痛桃周囲膿瘍、気管支喘息について説明できる。

11回 目 (目 標②)慢性閉塞性肺疾患、無気肺、気管支拡張について説明できる。

(目 標②)肺炎、肺結核について説明できる。12回 目

13回 目 (目 標②)急性上気道炎、気胸、胸膜炎について説明できる。

14回 目 (目標②)肺血栓塞栓症、過換気症候群について説明できる。

15回 目 (目標②)肺癌、急性呼吸促迫症候群、間質性肺炎について説明できる。

(目標①)神経系の解剖生理の予習、救急救命処置、神経系
(目標②)呼吸系の解割生理の予習、救急救命処置、神経系
(目標③)循環系の解剖生理の予習、救急救命処置、神経系

患
患
患

疾
疾
疾

使用する薬剤等の事前学習が必要です。
使用する薬剤等の事前学習が必要です。
使用する薬剤等の事前学習が必要です。

一
】

一
」

一
】

準備学習
時間外学習

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

神経系疾患(死因第4位 )、 呼吸系疾患(死因第3位 )、 循環系疾患(死因第2位 )と 日本人の死因の上位を占める病態のため、救急救命士となり現場で即戦
力となるためには不可欠な分野である。しつかりとした知識と緊急性の高い疾患への判断力を身につけるために、予習・復習をし、理解を深めてくださ
い 。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士 標準テキスト 改訂第11版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

疾病救急医学 I

Emergency Medicine I

鐘禁 : 必修 年次 2年次
担当教員

実務経験

深梅 亜紀子

O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

45時間

(3単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

ヨース 火曜、Ⅲ2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

神経系疾患!脳血管疾患は日本人の死因第4位を占めるものであり、後遺症もきたす疾患である。急性期はもとより慢性的な障害を患う傷病者もいるため、
救急現場では適切な判断や処置を必要とする。

呼吸系疾患:呼吸系は生体に必要な酸素需要に関与する重要な器官である。緊急性を有する病態が多く、また高齢社会の進展により、肺炎等の呼吸系疾患
で死亡する傷病者も増加傾向にあるため、疾患の理解が必要となる。

循環系疾患:心疾患は近年増加にあり、急激に病態が変化し、致死的となる。突然死の原因でもあり、死因第2位と救急救命士に求められる迅速な対応が
必要となり、特定行為(静脈路確保・薬剤投与)の判断を含め、医療機関との連携も大切となる疾患群である。

上記3疾患の症状、病態、処置・対応をしつかりと理解し、摂業修了時には説明できるよう1こなる。

実務経験:1998年 3月看護師免許取得 1998年 4月 ～2011年 3月 ICU所属・2011年4月 ～2015年 5月 までER所属する
」NTECプロバイダー取得、JTAS緊 急度・重症度判定プロバイダー取得 福岡看護協会災害支援ナース登録、日本救急医学会認定ICLSインストラクター取得
主業務はICUではROSC後の集中治療やER初期診療後の全身管理、ERでは救急初期診療・BLS・ ICLS'舌動・災害教育を行つていた

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

神経・呼吸・循環器系の主な疾患の発生機序、症状、救急処置等について理解することができるよう1こなる。
<具体的な目標>
目標①神経系疾患の症状、病態、処置・対応について説明できる。
日標②呼吸系疾患の症状、病態、処置・対応について説明できる。
日標③循環系疾患の症状、病態、処置・対応について説明できる。

16回 目 (目標③)循環系疾患の主要症候、基本的対応について説明できる。

17回 目 (目標③)動脈硬化、うつ血性心不全、急性心筋梗塞について説明できる。

18回 目 (目標③)不安定狭心症、安定狭心症について説明できる。

19回 目 (目標③)心筋症、心筋炎、心タンポナーデ、急性心膜炎について説明できる。

20回 目 (目標③)心臓弁膜症、感染性心内膜炎、先天性心疾患について説明できる。

21回 日 (目標③)急性大動脈、大動脈瘤について説明できる。

22回 目 (目標③)急性四肢動脈閉塞症、閉塞性動脈硬化症、深部静脈血栓症、高血圧症、高血圧緊急症について説明できる。

23回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

(目標①)神経系の解剖生理の予習、救急救命処置、神経系疾患に使用する薬剤等の事前学習が必要です。
(目 標②)呼吸系の解剖生理の予習、救急救命処置、神経系疾患に使用する薬剤等の事前学習が必要です。
(目 標③)循環系の解剖生理の予習、救急救命処置、神経系疾患に使用する薬剤等の事前学習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

神経系疾患(死因第4位 )、 呼吸系疾患(死因第3位 )、 循環系疾患(死因第2位 )と日本人の死因の上位を占める病態のため、救急救命士となり現場で即戦
力となるためには不可欠な分野である。しっかりとした知識と緊急性の高い疾患への判断力を身につけるために、予習・復習をし、理解を深めてくださ
い 。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士 標準テキスト 改訂第11版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

急性中毒学

Acute Poisoning

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 高橋 龍

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

15時間

(1単位)

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 水曜、3時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

中毒物質による急性中毒患者は中毒物質の把握、状況評価、傷病者の観察が重要になります。また、近年では乱用薬物の多様化となつており、それに応じた対応
や観察も必要となつています。中毒物質については一般的に使用される薬物及び医療薬品として扱われている薬品の種類や効果について、家庭用品での問い合わ
せ・誤飲等の発生した場合での対応も含めて講義を通じて理解する必要があります。また、中毒患者の対応では様々な関係者 (警察や保健所)と関わる事例が多い
為、連携の手法としてどのような情報が必要かをディスカッションします。本講義終了後、中毒物資についての種類、特性、症状、処置等が説明できるようになる。

実務経験 :社会医療法人 陽明会 Jヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要請時のドクターカーの運用業務に携わる。また救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

中毒物質による障害について発生機序、病態、症状、予後などを学び、中毒物質が原因となる救急活動において観察,評価,処置及び搬送方法について適切な対
応ができるよう1こなる。

1回目 問題となる・問い合わせの多い中毒物質の種類、小児と高齢者に多い中毒の特徴、ADMEの特徴について説明できる。

2回目 中毒物質に特有な臭気と随伴症状、中毒傷病者の観察・処置の要点について説明できる。

3回 目 急性中毒を起こしやすい医薬品の中毒症状と処置・観察の概要を説明できる。

4回 目 農薬中毒・工業用品中毒の症状と処置・観察の概要を説明できる。

5回 目 ガス中毒・アルコール中毒の症状と処置・観察の概要を説明できる。

6回 目 自然毒中毒・家庭用品中毒の症状と処置・観察の概要を説明できる。

7回 目 乱用薬物中毒の症状と処置・観察の概要を説明できる。

8回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

中毒を学習するにあたり、薬物の代謝経路を復習する必要があります。また、代謝に関わる臓器についても機能を含めて再確認が必要です。
さらに、中毒については近年、特殊な中毒物質も増えている為、ネットやニュース等にも関心を持つことが大事です。講義内のノートの振り返りや各中毒
物質ごとにまとめると理解ができやすいと思います。
●薬理学 代謝経路
●解剖学
●ノート振り返り

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

ネットやニュースで近年、中毒物質による関心が高まつています。また、救急救命士としても一般的な中毒物質の種類や薬理作用、急性中毒による徴
候等も含めてしっかり理解することが重要です。また、傷病者に対する対応や他の機関と連携して対応する活動も含めて理解が必要です。救急救命士
として中毒による傷病者を適切に観察し、医療機関に判定できるようになつてい頂きたいです。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

臨床心理学

ClinicaI Psychology

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 池田 桂子

実務経験 O

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

15時間

(1単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

月曜、3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

人間は何らかの外的な要因で身体が傷つくと同様に、精神的にも様々な傷を負う可能性がある。大災害や悲惨な災害現場、犯罪などの要因により、とくに精神的に
大きなダメージを受けやすい。悲惨な災害現場では、救助・救急活動に従事する消防職員も被災者と同様な体験を受け、また職業的責任から精神的影響が大きく、
ストレスを受けやすいため心理学的な基礎的知識や様々なストレス反応について理解する必要がある。集団ディスカッションやグループワーク等の授業により心理
学的な基礎知識と臨床的心理学を理解し、本授業終了時には救急救命士としてストレスに対するマネージメントや救急現場での適切な対応ができるようになる。

※実務者経験 ,貝オ団法人メンタルケア協会認定精神対話士、口本メンタルヘルス協会公認心理カウンセラー、メンタルヘルスマネジメントⅡ種
医療法人の事務長として25年間、面接を行い、医療スタッフのマナー接遇教育等を行つてきたc
長崎大学のキャリア相談員として、学生の就職支援を行つている。
大学・短大にてキャリア授業を担当している。心理カウンセラーとに″ても活動中ぐ

【到達目標】

心理学の基礎的知識や臨床的知識を学び、救急救命士として現場で適切な対応ができるようになる。

授業計画Ⅲ内容

1回 目 心の問題と現代社会 (ストレス社会)について説明できる

2回 目 急性ストレス反応の概要 (心身相関の生理と病気)について説明できる

3回 目 救急救命士に業務上発生するストレス(救急活動でのストレス)の種類を列挙できる

4回 目 心的外傷後ストレス障害の疫学、症候、対応について説明できる

5回 目 惨事ストレスによる障害発生防止の方法について説明できる

6回 目 不安状態の患者カウンセリング的対応や救急活動でのストレス対応について説明できる

7回 目 ストレス耐性を高めるための職場の工夫 (セルフコントロールの大切さ)について説明できる

8回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

授業で学んだことを常に心掛けて日常生活を送るようにしてください !

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命 員科

科目名
(英 )

]―ス

コミュニケーション論

Communication Theory

窪紫 i 必修 年次 1年次
担当教員

実務経験

授業
形態

演 習
総時間
(単位)

30時 間

(2単位 )

開講区分

曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

社会人として必要なコミュニケーションスキルを、様々な状況に対応できるように具体的学ぶ。大きな視野で物事をとらえ、臨機応変に状況判断が
できるように実践的な内容で指導する。

実務経験 :医療法人の事務長として25年間、面接を行い、医療スタッフのマナー接遇教育等を行つてきた。
長崎大学のキャリア相談員として、学生の就職支援を行つている。
大学・短大にてキャリア授業を担当している。心理カウンセラーとしても活動中。

【到達目標】

状況判断を素早く行い、相手の立場を理解しながらも、自分の意見を分かりやすく伝えることができるようになる。

(具体的な目標〉
目標① コミュニケーション・スキルアップ検定試験に合格する
目標② 社会人として基本的なマナーを身につける
目標③ 論理的に話をすることに慣れ、話す内容に説得力を持たせることができる
目標④ 現場で役立つ実践的なコミュニケーションスキルを身につける

1回 目 コミュニケーションの定義・領域・種類。3年間で学ぷ自分の目標を明確にし、言葉にして伝える

2回 目 対話の基本的スキル。オープン・クエッションとクローズド・クエッションを使い分ける。ノンバーバルコミュニケーションの大切さ。

3回 目 グループでの会話の基本。グループディスカッション実践。時事問題に関心を持ち自分の意見を述べる。

4回 目 人間関係を円滑にするための伝え方の基本と表現手段。自己主張・上手な頼み方・上手な断り方。

5回 目 仕事で必要とされる伝え方の基本と表現手段。報告・連絡・本目談の必要性。互いに納得する交渉・説得とは。

6回 目 アンガーマネジメント。トラブルのもととなる感情への対処方法。実践練習。

7回 目 対人行動スキルの基本と実践。敬語の使い方。電話対応の練習。

8回 目 社会人としての文書作成の基本。社内文書・社外文書、手紙、メール。

9回 目 コミュニケーションスキル実践。医療現場において、高齢者・障がい者。子どもに対する対応の基本。

10回 目 コミュニケーションスキル実践。救急現場で気を付けること、信頼を得る言動。

11回 目 自己PRの基本。自分の特性・求められている資質を具体例をあげ、説得力のある内容で語る。質問に対して、好感を持たれるように答える。

12回 目 コミュニケーションスキルアップ検定対策。テキスト全般のまとめと、最終章サービスの基本要素を理解する。

13回 目 コミュニケーションスキルアップ検定

14回 目 グループディスカッション実践。テーマに沿つて、自分の意見を論理的に述べ、コンセンサスを得る

15回 目 終講試験対策

授業で学んだ特殊な用語などは、その日のうちに覚えること
常に実践することで、身につけるよう1こ心がけること
社会問題などに関心を持ち、自分なりの意見を持つようにすること
積極的に人と関わるようにすること

準備学習
習

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

コミュニケーションとは単に伝えるだけではなく、話す・聴く・場の空気を読む、交渉する、自己主張をする、信頼を得る、など人間力をあげ
ることに繋がる大切なスキルです。この授業では、基本から応用まで学び、実践まで行うことで、社会に出て役立つ内容にしています。ま
た、面接に向けて、人前で話すことに慣れ、自分の伝えたいことが、相手にきちんと伝わるようにようになることを目指します。

【使用教科書・教材・参考書】

コミュニケーションスキルアップ検定テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

解剖学・生理学

Anatomy Phys ology

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 高橋 青目

実務経験 O

授業
形態

請義
総時間
(単位 )

90時間

(6単位)

開講区分

曜日・時限

前期

火曜、3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容引 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

医療従事者として最も重要な分野である。人体の正常を理解しないとその変化である病態、外傷における対応、傷病者の観察、救急救命処置、全てにおいて必要
不可欠な知識として必要です。
解剖学・生理学については構造や各臓器の働き、部位、生命維持、生体反応を説明できるようになることが重要です。

実務経験 :社会医療法人 陽明会 おヽ波瀬病院にて2年フヶ月勤務
l矢師要請時のドクターカーの運用業務に携わる。また救急外来にて救急患者に対する款急激命処置を行つていた。

【到達目標】

人体を構成する要素や人体の各器官の構造と、その機能について系統的に理解できるようになる。
<具体的な目標>
目標①人体の構造、機能、部位を理解し説明できるようになる。
日標②人体の構造における神経系の構造と機能が説明できるようになる。

1回 目 (目標①)人体を構成する要素について説明できる。

2回 目 (目標①)人体を構成する要素について説明できる。

3回 目 (目標①)体表からみる人体の構造

4回 目 (目標①)体表からみる人体の構造

5回 目 (目標①)体表からみる人体の構造

6回 目 (目標①)呼吸系について説明ができる。

7回 目 (目 標①)呼吸系について説明ができる。

8回 目 (目 標①)呼吸系について説明ができる。

9回 目 (目 標①)呼吸系について説明ができる。

10回 目 (目標①)循環系について説明ができる。

11回 目 (目標①)循環系について説明ができる。

12回 目 (目 標①)循環系について説明ができる。

13回 目 (目 標①)循環系について説明ができる。

14回 目 (目標①)消化系について説明ができる。

15回 目 (目標①)消化系について説明ができる。

準備学習
時間外学習

(目標①②)準備学習として、使用教科書である救急救命士標準テキストとからだの地図帳の熟読が必要です。

評価方法 定期試験・終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

解剖学では難しい漢字を使用し、内容や範囲が広いため、理解をするまでに非常に時間を必要とする。医療従事者として共通する知識で、この分野を
理解しておけなければ救急救命士として人命に携わることができない。自分の目標を叶えるために挫折せずに、少しずつでも構わないので、予習・復習
をするようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂 11版 救急救命士 標準テキスト
からだの地図帳



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

解剖学・生理学

Anatomy Physiology

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 高橋 龍

実務経験 O

授業
態

講義
形

総時間
(単位)

90時間

(6単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

火曜、3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

医療従事者として最も重要な分野である。人体の正常を理解しないとその変化である病態、外うにおける対応、傷病者の観察、救急救命処置、全てにおいて必要
不可欠な知識として必要です。
解剖学・生理学については構造や各臓器の働き、部位、生命維持、生体反応を説明できるようになることが重要です。

実務経験 1社会医療法人 陽明会 4ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要請時のドクターカーの運用業務に携わる。また救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた,

【到達目標】

人体を構成する要素や人体の各器官の構造と、その機能について系統的に理解できるようになる。
<具体的な目標>
目標①人体の構造、機能、部位を理解し説明できるようになる。
目標②人体の構造における神経系の構造と機能が説明できるようになる。

16回 目 (目標①)消化系について説明ができる。

17回 目 (目標①)消化系について説明ができる。

18回 目 (目標①)泌尿系について説明ができる。

19回 目 (目標①)生殖系について説明ができる。

20回 目 定期試験 (人体の構造から生殖系まで)

21回 目 (目標①)内分泌系について説明ができる。

22回 目 (目標①)内分泌系について説明ができる。

23回 目 (目標①)内分泌系について説明ができる。

24回 目 (目標①)内分泌系について説明ができる。

25回 目 (目 標①)血液・免疫系について説明ができる。

26回 目 (目 標①)血液・免疫系について説明ができる。

27回 目 (目 標①)血液・免疫系について説明ができる。

23回 目 (目標①)血液・免疫系について説明ができる。

29回 目 (目 標①)筋・骨格系について説明ができる。

30回 目 (目 標①)筋・骨格系について説明ができる。

準備学習
時間外学習

(目標①②)準備学習として、使用教科書である救急救命士標準テキストとからだの地図帳の熟読が必要です。

評価方法 定期試験・終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

解剖学では難しい漢字を使用し、内容や範囲が広いため、理解をするまでに非常に時間を必要とする。医療従事者として共通する知識で、この分野を
理解しておけなければ救急救命士として人命に携わることができない。自分の目標を叶えるために挫折せずに、少しずつでも構わないので、予習・復習
をするようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂11版 救急救命士 標準テキスト
からだの地図帳



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

解剖学・生理学

AnatOmy Physiology

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 高橋 龍

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

90時間

(6単位 )

開講区分 前期

曜日・ 火曜、3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

医療従事者として最も重要な分野である。人体の正常を理解しないとその変化である病態、外傷における対応、傷病者の観察、救急救命処置、全てにおいて必要
不可欠な知識として必要です。
解剖学・生理学については構造や各臓器の働き、部位、生命維持、生体反応を説明できるようになることが重要です。

実務経験 :社会医療法人 陽明会 1ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要請時のドクターカーの運用業務に携わるtまた救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

人体を構成する要素や人体の各器官の構造と、その機能について系統的に理解できるようになる。
<具体的な目標>
目標①人体の構造、機能、部位を理解し説明できるようになる。
日標②人体の構造における神経系の構造と機能が説明できるようになる。

31回 目 (目 標①)皮膚系について説明ができる。

32回 目 (目 標①)生命の維持について説明ができる。

33回 目 (目 標①)生命の維持について説明ができる。

34回 目 (目標②)神経について説明ができる。(神経系の構成、神経系の役割)

35回 目 (目標②)神経について説明ができる。(大脳、間脳、小脳)

36回 目 (目標②)神経について説明ができる。(脳幹、脊髄、脳室、脳脊髄液)

37回 目 (目標②)神経について説明ができる。(脳神経)

38回 目 (目標②)神経について説明ができる。(脳神経、脊髄神経【デルマトーム】)

39回 目 (目標②)神経について説明ができる。(運動の伝導路【錘体路・錐体外路 知覚の伝導路【脊髄視床路・後索】)

40回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(自律神経【交感神経・副交感神経】)

41回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(脳循環【内頚動脈系・椎骨脳底動脈系・ウイリス動脈輪】)

42回 目 (目標②)神経について説明ができる。(脳循環【代謝・頭蓋内圧・1凶血流】)

43回 目 (目標②)神経について説明ができる。(意識【意識の意味・意識の中枢】)

44回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(反射【角膜反射・Π困頭反射・膝蓋腱反射】)

45回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

(目 標①②)準備学習として、使用教科書である救急救命士標準テキストとからだの地図帳の熟読が必要です。

評価方法 定期試験・終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

解剖学では難しい漢字を使用し、内容や範囲が広いため、理解をするまでに非常に時間を必要とする。医療従事者として共通する知識で、この分野を
理解しておけなければ救急救命士として人命に携わることができない。自分の目標を叶えるために挫折せずに、少しずつでも構わないので、予習・復
習をするようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂11版 救急救命士 標準テキスト
からだの地図帳



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

薬理学

Pharmacology

必修
選択

必修 年次 1年次
高橋 龍

○

担当教員

実務経験

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30時間

(2単位 )

後期

木曜、3時限目

開講区分

曜日・時限ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

平成26年 1月救急救命処置の内容改訂に伴い処置範囲拡大された。救急救命士による「救急救命処置」の中でも特定行為である「薬剤投与」に関しては安全性と有
効性の確認が必要である。それは処置拡大に伴い救命率の向上やショック状態の傷病者に処置を行う事で重篤化を防ぐ事が出来るが反面かえつて慎重な適応の判
断能力が求められるからである。また傷病者の高齢化や治療の高度化に伴い傷病者の使用薬剤も多く適切な観察・重症度緊急度の判断するために傷病者の有用な
情報源として判断出来るは必要なスキルである。検査については医療機関での初期診療・緊急検査を加える事で確定診断に至る。救急救命士として判断した内容が
妥当であったのかを知るためにも理解する必要がある。これらの内容に関して「整合性がとれる」ように繰り返し改善・向上しながら「効果」「効率」「魅力」を高めるイン
ストラクシヨナルデザインの実践を行い本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

実務経験 :社会医療法人陽明会 /1ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医禽F要請時のドクターカーの運用業務に携わる。また救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

各種薬剤の薬理作用や適応、生体に及ぼす影響について学び、救急現場において、傷病者の有用な情報源として判断し、適切な現場活動ができるようになる。
(具体的目標〉
目標①薬剤の作用効果、使用方法などを説明できる
目標②傷病者の使用頻度の高い薬剤を説明できる
目標③検査の方法、正常値などについて説明できる
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1回 目 (目 標①)薬物の概念 薬物の分類 医薬品の種類 菓物の代謝を説明できる

2回 目 (目 標①)薬物の代謝(投与経路)薬物の有害作用 薬物アレルギーを説明できる

3回 目 (目標①)救急救命士が用いる薬剤(アドレナリン・早L酸リンゲル液・ブドウ糖)を説明できる

4回 目 (目標①)救急救命士が用いる薬剤(アドレナリン・乳酸リンゲル液・ブドウ糖)を説明できる

5回 目 (目標②)使用頻度の高い薬剤(経口糖尿病薬・インスリン・亜硝酸薬)を説明できる

6回 目 (目標②)使用頻度の高い菓剤(降圧剤・気管支拡張菓・利尿薬)を説明できる

7回 目 (目標②)使用摂度の高い薬剤(向精神薬・ワルファリン・アスピリン・シルデナフィル)の説明ができる

8回 目 (目標①)輸液、輸血製剤について 保存方法、管理について説明できる

9回 目 案理学まとめ・試験対策

10回 目 (目標③)検査について 基準値 カットオフ値 パニック値について説明できる

11回 目 (目標③)緊急検査、生化学検査、基準値(血液検査、動脈血液検査、尿検査、心電図検査)

12回 目 (目標③)緊急検査、生化学検査、基準値(単純X検査、CT検査、超音波検査、MRI検査)

13回 目 (目標③)緊急検査、生化学検査、基準値(血管造影検査、内視鏡検査)各検査画像検証

14回 目 終講試験対策①

15回 目 終講試験対策②

準備学習
時間外学習

(目標①)(目標②)を達成させるために基本である薬剤の作用効果、使用方法などを説明できる事で重要であるため復習が必要です。
(目標②)使用頻度の高い薬剤を理解する事で傷病者の有効な情報源として判断できるため復習が必要です。
(目標③)検査の内容・正常値について説明出来る事によって「病院前救護活動」での適切な観察・緊急度重症度判断に繋がるため復習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力:特定行為である「薬剤投与」により救命率の向上や予後の改善に大きく関与するため処置拡大されました。しかし、「薬剤投与」に伴うアナフィラキ
シー・副作用などの有害作用や血管外漏出という合併症があるため救急救命士の高度な技術や知識・半1断能力が求められます。
検査に関しても救急救命士の専門性である「検査等環境が整っていない中での緊急度・重症度の判断」ができるスキルを上げるためにも緊急検査につ
いて理解を深める事で今後の現場活動に活かされます。
授業計画 :看護師として今まで経験した事をみなさんにお話ししながら授業を進めていきたいと思います。
講義終盤には終講試験対策で国家試験過去問題 (選択問題)を行い国家試験に備え少しずつ慣れていきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 1改訂第11版救急救命士テキスト ヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

社会保障・社会福祉

SociaI Security Sociat Weifare

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員

:

実務経験 :

石橋 操大

O

授業
形態

講義
総時間
(単位)

15時間

(1単位 )

後期

月 、2時限目

開講区分

曜日・時限ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

「社会保障」とは年をとり、失業するなど、個人の努力だけでは対応に限界がある。国民同士の助け合い、国や地方公共団体による施策により生存権を保障する仕組
みである。また「疾病、負傷、分娩、廃疾、死亡、老齢、失業、多子、その他困窮の原因に対し、保険的な方法または直接公の責任において経済保障の途を講じ、生
活困窮に陥った者に対しては国家扶助によって最低限度の生活を保障するとともに、公衆衛生および社会福祉の向上を図り、もってすべての国民が文化的社会の成
員たるに値する生活を営むことができるようにすることである」と定義している。救急救命士は保険医療従事者としてこのような傷病者に関わる機会は非常に多くいた
め、これらの内容に関して「整合性がとれる」ように繰り返し改善・向上しながら「効果」「効率」「魅力」を高めるインストラクシヨナルデザインの実践を行い本授業修了
時には各々の説明ができるようになる。

実務経験:放急隊・救急救命士として北秋国市消防本部にて2年勤務

【到達目標】

社会保障と社会福祉の理念や医療・介護・年金保険制度、生活保護等について学び、現在の社会保障と社会福祉を支える仕組みについて説明できる。
<具体的な目標>
目標①社会保障と社会福祉を支える仕組みを説明できる

1回 目
(目標①)社会保障と社会福祉を支える仕組みを説明できる
社会保障、社会福祉の仕組み  1社 会保障、社会福祉の理念 2社会保障、社会福祉を担当する行政組織

2回 目
(目標①)社会保障と社会福祉を支える仕組みを説明できる
社会保障、社会福祉の仕組み  1関 連施設 2社会保障の費用

3回 目
(目標①)社会保障と社会福祉を支える仕組みを説明できる
社会保険と制度        1社 会保険制度の理解 2医療保険制度

4回 目
(目標①)社会保障と社会福祉を支える仕組みを説明できる
社会保険と制度        1介 護保険制度 2年金保険制度

5回 目
(目 標①)社会保障と社会福祉を支える仕組みを説明できる
社会福祉と制度        1生 活保護

6回 目
(目 標①)社会保障と社会福祉を支える仕組みを説明できる
社会福祉と制度        1児 童福祉    2高 齢者福祉

7回 目
(目標①)社会保障と社会福祉を支える仕組みを説明できる
社会福祉と制度        1母 子および寡婦福祉 2障害者福祉

8回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

(目標①)社会保障:4つの柱である「社会保険」「公的扶助」「社気福祉」「公衆衛生」は国民の保障制度であり理解しておく内容なので復習が必要です。
社会福祉:社会的に保護や援助を必要とするものに対し各種の福祉法に基づいて施設を整えたリサービスを提供する事であり、高齢者・児童・身体障害
者・知的障害者・母子などが対象であり保健医療従事者として関わりが深いため内容の復習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

これから社会人として社会保険制度や年金制度は理解しておくべき内容であり、保健医療従事者として公的扶助や医療保険制度、介護保険制度、社会
福祉、公衆衛生などの仕組みを説明できる事で傷病者に寄り添つた対応ができ現場活動に活かされます。
授業計画 :看護師として今まで経験した事をみなさんにお話ししながら授業を進めていきたいと思います。
講義終盤には終講試験対策で国家試験過去問題 (選択問題)を行い国家言式験に備え少しずつ慣れていきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 !改訂第11版救急救命士テキスト ヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 1救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急病態生理学 I

Emergency Pathophysiology I

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 石橋 操大

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

30時間

(2単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

金曜、1・ 2時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

救急救命士の専門職である「救急救命処置」の中でも「包括的指示」であるBLS(Basic ttfe Suppon)は 自己研全賛が必須であり、「救命の連鎖」として一般市民への指
導や普及活動を行う事で膀病者の予後に大きく左右する。「心停止の予防」や「心停止の早期認識」に関して迅速で的確な判断が必要とされる。そのため救急病態生
理学を学び病態に関する知識を深める事が重要である。最終的にはAHA― BLSプロバイダー取得をする事で本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

実務経験:救急隊・救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務

【到達目標】

呼吸不全・循環不全(心不全・ショック)・ 心肺停止の症候・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるようになる。
<具体的な目標>
目標①呼吸不全について説明できる
目標②心不全について説明できる
目標③ショックについて説明できる
目標④心肺停止について説明できる

1回 目
(目標④)心肺停止について説明できる
。定義と概念・疫学・ウツタイン様式

2回 目
目標④)心肺停止について説明できる
.心肺停止に至る病態と原因(不整脈、低心拍出量、呼吸不全、その他)

3回 目
目標④)心肺停止について説明できる
.生体酸素状況(不整脈、低心拍出量、呼吸不全、その他)

4回 目
(目標④)心肺停止について説明できる
。主な原因疾患(5H5T)・ 心電図分類

5回 目
(目標④)心肺停止について説明できる
。心肺蘇生中の生理学的動態。心拍再開後(ROSC)の 生理学的動態

6回 目
(目標④)心肺停止について説明できる
・心肺停止についてまとめ・振り返り

7回 目
(目 標①)呼吸不全について説明できる
・定義と概念・基本的病態

8回 目
(目 標①)呼吸不全について説明できる
'閉塞性、拘束性、混合性換気障害・低酸素血症、高二酸化炭素血症・緊急度、重症度判別

9回 目
(目 標①)呼吸不全について説明できる
。呼吸運動障害(発生機序・病態・対応)・ 気道の障害(発生機序・病態・対応)

10回 目
(目標①)呼吸不全について説明できる
・肺胞の障害(発生機序・病態・対応)・肺間質の障害(発生機序・病態・対応)

11回 目
(目標②)心不全について説明できる
・定義と概念・原因疾患・病態生理学(心機能曲線、神経・内分泌反応、循環の変化)

12回 目
(目 標③)ショックについて説明できる
・循環血液量減少性ショック・心原性ショック・心外開塞・拘束性ショック・血液分布異常性ショック

13回 目
(目標③)ショックについて説明できる
・定義と概念・ショックの判断と判別・種類と分類・緊急度、重症度判別・病態

14回 目
(目 標②)心不全について説明できる
・慢性心不全の急性増悪。現場活動・症候(低心拍出量、肺うつ血、体循環うつ血、循環系)・種類(急性・慢性・左心・右心・うっ血)

15回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

目標①呼吸不全について臨床医学呼吸器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、呼吸・血液生理学、運動学について予習が必要です。
目標②心不全について臨床医学循環器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、循環・血液生理学、運動学について予習が必要です
目標③ショックについて目標①②の復習が必要です。
目標④心肺停止について臨床医学循環器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、循環・血液生理学、運動学について予習が必要です。
最終的にAHA― BLSプロバイダー受講するので事前学習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力:一般市民へ指導の立場でもある救急救命士は最終目標のAHA― BLSプ ロバイダー受講する事で実際に活動内容を体験でき本授業の概要の理解
が深まります。さらに自己研鑽する事で「包括的指示Jの中でも迅速に的確に判断・処置することができ今後の現場活動に活かされます。
授業計画〔最終的にAHA-8LSプロバイゲー受講します。その必要な理論(知識)は、前半の授業で行いますので体調管理には、気をつけて欠席をしない
様にしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :改訂第11版救急救命士テキストヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

疾病救急医学Ⅲ

Emergency Medicine Ⅲ

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 高橋 龍

実務経験 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30時間

(2単位 )

開請区分

曜日・時限

前期

水曜、3・ 4時限目コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

筋・骨格系疾患 i本疾患は外傷により生じるもの、内因性疾患が原因で生じるものとがある。緊急度はおおむね低く、救命にかかわる疾患は少ないが、
傷病者のADL(日 常生活動作)に影響を与える。緊急度の高い疾患との鑑別を求められるため、病態の理解が必要となる。

感染症 :感染症には感冒症状から敗血症、感染力の弱いものから強いもの、頻度の高いものから低いものまで多岐にわたり存在する。
傷病者の救命はもちろんのこと、救助者の危機管理も重要不可欠の知識となる。各種の感染症を理解し、説明できるようになることが必要。

実務経舞 社会医療法人 陽明会 4ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要講時のドクターカーの運用業務に携わるっまた救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

筋・骨格系、感染症の主な疾患の発生機序、症状、救急処置等について理解することができるようになる。
<具体的な目標>
目標①筋・骨格系疾患の症候、対応、病態について説明できる。
目標②感染症についての法律、種類、徴l兵、対応、病態について説明できる。

1回 目 (目標①)疫学と救急医療における意義、主要症候、基本的対応について説明できる。

2回 目 (目標①〉急性腰痛症、椎間板ヘルニアについて説明できる。

3回 目 (目標①)後縦靭帯骨化症、脊椎狭窄症について説明できる。

4回 目 (目標①)化膿性関節炎、結晶誘発性問節炎、肘内障について説明できる。

5回 目 (目標①)肩関節周囲炎、肩腱板損傷について説明できる。

6回 目 (目 標①)変形性聞節症、聞節リウマチについて説明できる。

7回 目 (目 標①)進行性筋ジストロフィー、重症筋無力症について説明できる。

8回 目 (目 標①)周期性四肢麻痺、横紋筋融解症について説明できる。

9回 目 (目 標②)疫学と救急医療における意義、感染症法、予防接種、感染症の徴候、基本的対応について説明できる。

10回 目 (目 標②)敗血症、結核について説明できる。

11回 目 (目 標②)インフルエンザ、食中毒について言党明できる。

12回 目 (目 標②)輸入感染症、発疹性感染症①について説明できる。

13回 目 (目標②)発疹性感染症②について説明できる。

14回 目 (目標②)性感染症、その他の感染症について説明できる。

15回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

(目 標①)筋・骨格系疾患を理解するために、予習として解剖生理、年齢・性別による生体変化等の知識が必要である。
(目標②)感染症の分類、予防接種の種類、感染経路、感染防御に用いる資機材についての予習が必要である。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

筋・骨格系疾患は様々な要因で発症し、病態を理解しないと救急現場で緊急度の高い疾患との鑑別ができない。年齢や性別により生じる病態の特徴
を学び、傷病者の訴えに沿える対応をできるようになってください。
感染症については、小児から高齢者まで発症する。海外からの渡航者も含め、さまざまな種類が存在するため、各種感染症の特徴を理解する必要が
ある。また、感染症が拡大しないための対応も求められる。傷病者だけではなく、身の安全を守るための知識を習得してください。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂 11版 救急救命士 標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

疾病救急医学Ⅳ

Emergency Medicine S′

必修
選択

必 修 年次 2年次
担当教員 深梅 亜紀子

実務経験 O

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

45時間

(3単位)

開講区分

曜日'時限

後期

ヨース 火曜、1・ 2時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

小児・高齢者・周産期の傷病者は災害弱者 (災害時要配慮者)であり災害時のみならず「病院前救護活動」ではそれぞれの特徴を考慮した対応が必要である。それは、それぞ
れが通常よりも,自分の身に危険が差し迫った時、それを察知しても適切な行動をとることができない、または困難な者であるからである。加えて重要な症状を見逃す危険性が高
い。そのため救急救命士が「病院前救護活動」行う中でそれぞれの傷病者とのコミュニケーション'IC・ 観察・柔軟な対応を行う事や緊急度・重症度判断・迅速な病院搬送ができ
る事が重要である。これらの内容に関して「整合性がとれる」ように繰り返し改善・向上しながら「効果」「効率」「魅力」を高めるインストラクショナルデザインの実践を行い本授業
修了時には各々の説明ができるようになる。

実務経験:1998年 3月 看護師角許取縄 1998年 4月 ～2911年 3月 ICU所属・2011年 4月 ～2015年 3月 までER所属する
JNTECプロバイダー取得、JTAS緊急度・重症度判定ブロバイダー取得 福岡看護協会災害支援ナース欝銀、日本救急医学会認定ICLSイ ンストラクター取得
主業務はICUではROSC後の集中治療やER初期診環後の全身管理、ERては枚急初期診奈・8とS'ICLS活動・災書教育を行つていた

【到達目標】

小児,高齢者・同産期の特殊性とその発生機序、症状を学び、救急現場において必要な救急処置や適切な対応ができるようになる。
<具体的な目標>
目標①小児救急疾患 (発生機序、症状、救急処置法)について説明できる
目標②高齢者枚急 (発生機序、症状、救急処置法)について説明できる
目標③周産期救急疾患 (その発生機序、症状、救急処置法)について説明できる

1回 目
(目標①)スキャモン発育型、小児の発育、バイタルサイン、特徴、発達による救急疾患の変化が説明できる
生理学的特徴 ・手根骨・成長、発達、発育,BMI生理的体重減少(平均出生体重、身長、頭囲)'新生児黄疸・パーセンタイル・スキャモン発育型

2回 目
(目標①)代表的疾患の好発年齢 病歴聴取の要点 観察と判断 4ヽ児に特有な症状が説明できる
・内因性疾患・予防接種歴・不慮の事故・CTAS PAT GCG SD値 Jヽ児傷病者・バイタル評価・流行性疾患 ・トリアージ分類・感染症サーベイランス

3回 目
(目標①)新生児搬送途上の注意点 緊急度・重症度判別 医療機関選定の説明ができる
。応急処置・′卜児専門医・高次医療機関

4回 目
(目標①)熱性痙た掌 痙攣の判別 細菌性髄膜炎とウイルス性髄膜炎 Л凶炎について説明できる
・複雑性熱性痙攣 ・β群溶血性連鎖球菌・不程症状・痙峯重積発作・エンテロウイルス・てんかん・ムンプスウイルス・Hb・髄膜炎・大腸菌・インフルエンザ

5回 目

(目標①)上気道狭窄をきたす急性感染症 気管支喘息 陽重積急性腹症について説明できる
。ジフテリア感染症・抗原抗体反応・ステロイド・真性、仮性クループ・呼気性呼吸困難・腸管婦動'犬吠様咳l欺・交感神経、副交感神経 ・間欠性腹痛・痙攣性ク
ループ・喘鳴 ・非観血的整復・低酸素血症 .喘息性気管支喘息・腹膜刺激症状・RSウ イルス・運動誘発性喘息・アレルギー体質・β遮断薬

6回 目
(目標①)HUS血管炎 動脈瘤 イチゴ舌 ヒトヘルペスウイルス 不顕性感染 SIDS ALTE児 童虐待について説明できる
。HUS・ 突発性発疹・サ11崎病 ・流行性耳下腺炎・SIDS'溶 連菌感染症・被虐待児症候群

7回 目 (目標②)1カ日齢と老化2高齢者疾患の特徴3高齢者の置かれた状況について説明できる

8回 目 (目標②)4高齢者疾患の症候5高齢傷病者への対応について説明できる

(目標②)主な疾患について説明できる
1認知症 2高齢者虐待 3せん妄 4誤囀性肺炎

10回 目
(目標②)主な疾患について説明できる
5肺気腫 6脱水 7骨粗慈症 8前立腺肥大 9廃用症候群

11回 目
(目標③)正常妊娠について説明できる
・受精と着床・月台児・胎児付属器・妊娠週数・母体の変化・分娩第1期・分娩第2期・分娩第3期

12回 目

(目標③)異常妊娠について説明できる
・妊娠初期の異常…・流産異所性妊娠(子宮外妊娠)胞状奇胎・妊娠中期以降…・切迫早産・前期破水妊)辰高血圧症伝群 子病 HELLP症 候群
前置胎盤 常位胎盤早期剥離 子宮内胎児死亡

13回 目
(目標③)異常分娩について説明できる
早産 前期破水 骨盤位分娩 子宮破裂 弛緩出血 子宮内反 羊水塞栓

14回 目
(目標③)分娩介助について説明できる
・分娩介助方法 臓帯処置 月合盤娩出 褥婦の観察と処置

15回 目
(目標③)妊娠と新生児の観察と処置について説明できる
・問診・観察・妊婦搬送中の注意・新生児の観察と処置気道確保 騰帯切断 新生児仮死 新生児救急搬送 搬送法

準備学習
時間外学習

前提 :講義日数が少ないのでこの授業を受けるには、臨床医学小児・高齢者・周産期の理解が不可欠です。さらにそれぞれの解剖学、特徴について予習が必要で
す。目標①小児救急疾患の発生機序、症状、救急処置法について復習が必要です
目標②高齢者救急の発生機序、症状、救急処置法について復習が必要です
目標③周産期救急疾患その発生機序、症状、救急処置法について復習が必要です
それぞれの復習をしつかり行う事が「病院前救護活動」での適切な観察・緊急度・重症度判断、迅速な病院搬送に繋がります。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力 :「救急医療」の中でも小児・高齢者・周産期の傷病者は通常とは違う症状や病態を呈する事が多くまた、症状のカギとなるコミュニケーションも苦渋する事が
特徴的です。さらに症状の進行は速いため迅速な対応が必要とされます。救急救命士の専門性である「病院前救護活動」ではこれらの学びを深める事で適切な観
察・迅速・適切な緊急度・重症度を判断する事に繁がり今後の現場活動に活かされます。
授業計画 :看護師として今まで経験した事をみなさんにお話ししながら授業を進めていきたいと思います。
講義終盤には終講言式験対策で国家試験過去問題 (選択問題)を行い国家試験に備え少しずつ慣れていきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂11版 救急救命士 標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務 員科

科目名
(英 )

疾病救急医学Ⅳ

Eme「gency Medicine Ⅳ

必修

選択
必修 年次 2年次

授業

形態
講義

総時間
(単位 )

45時間

(3単位 )

後期

火曜、1・ 2時限目

開講区分

曜日・時限ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

小児・高齢者・周産期の傷病者は災害弱者 (災害時要配慮者)であり災害時のみならず「病院前救護活動」ではそれぞれの特徴を考慮した対応が必要である。それは、それぞ
れが通常よりも自分の身に危険が差し迫った時、それを察知しても適切な行動をとることができない、または困難な者であるからである。加えて重要な症状を見逃す危険性が
高い。そのため救急救命士が「病院前救護活動」行う中でそれぞれの傷病者とのコミュニケーション・IC・観察・柔軟な対応を行う事や緊急度・重症度判断・迅速な病院搬送が
できる事が重要である。これらの内容に関して「整合性がとれる」ように繰り返し改善・向上しながら「効果」「効率」「魅力」を高めるインストラクシヨナルデザインの実践を行い本
授業修了時には各々の説明ができるようになる。

実務経験 :1998年 3月 看護師免許取得 1998年 4月 ～20H年 3月 ICU所属・2011年 4月 ～2015年 5月 までER所属する
JNTECプロバイダー取得、JTAS緊急度・重症度判定プロバイダー取得 福岡看護協会災害支援ナース登録、日本救急医学会認定ICと Sインストラクター取得
主業務はlCUではROSC後の集中治療やER初期診療後の金身管理、ERでは救急初期診療・8LS・ ICLS活 動・災害教育を行つていた

【到達目標】

小児・高齢者・周産期の特殊性とその発生機序、症状を学び、救急現場において必要な救急処置や適切な対応ができるようになる。
<具体的な目標>
目標①小児救急疾患(発生機序、症状、救急処置法)について説明できる
目標②高齢者救急(発生機序、症状、救急処置法)について説明できる
目標③周産期救急疾患 (その発生機序、症状、救急処置法)について説明できる

16回 目
(目標③)非妊娠時の不正出血について説明できる
・器質的疾患がある場合 子宮癌 子宮内膜症 子宮筋腫 り円巣嚢腫茎捻転・器質的疾患が無い場合 機能性子宮出血

17回 目 (目 標①)精神障害の分類、疫学、主要症候について説明できる。

18回 目 (目 標②)精神症状への基本的対応について説明できる。

19回 目 (目標③)統合失訓症、気分障害、器質性精神疾患、中毒性障害について説明できる。

20回 目 (目標③)パニック障害、心的外傷後ストレス障害(PTSD)、 解離性(転換性)障害、摂食障害について説明できる。

21回 目 (目標③)パーソナリティー障害、精神遅滞、広汎性発達障害について説明できる。

22回 目 (目標③)悪性症候群、セロトニン症候群について説明できる。

23回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

前提:講義日数が少ないのでこの授業を受けるには、臨床医学小児・高齢者・周産期の理解が不可欠です。さらにそれぞれの解剖学、特徴について予習が必要
です。目標①小児救急疾患の発生機序、症状、救急処置法について復習が必要です
目標②高齢者救急の発生機序、症状、救急処置法について復習が必要です
日標③周産期救急疾患その発生機序、症状、救急処置法について復習が必要です
それぞれの復習をしっかり行う事が「病院前救護活動」での適切な観察・緊急度・重症度判断、迅速な病院搬送に繋がります。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

「救急医療」の中でも小児・高齢者・周産期の傷病者は通常とは違う症状や病態を呈する事が多くまた、症状のカギとなるコミュニケーションも苦渋する事が特徴
的です。さらに症状の進行は速いため迅速な対応が必要とされます。救急救命士の専門性である「病院前救護活動」ではこれらの学びを深める事で適切な観察・
迅速・適切な緊急度・重症度を判断する事に繁がり今後の現場活動に活かされます。
授業計画:看護師として今まで経験した事をみなさんにお話ししながら授業を進めていきたいと思います。講義終盤には終講試験対策で国家試験過去問題(選択
問題)を行い国家試験に備え少しずつ慣れていきたいと思います。

【使用教科書,教材・参考書】

改訂 11版 枚急救命士 標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公 員科

科目名
(英 )

外傷総論

GeneraI Introduction to Trauma

必修
選択

必修 年次 司年次
担当教員 :

験 :

石橋 操大

実務経 ○

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

: 15時間

:(司 単位 )

開講区分 :       後期

曜日・時限i     月曜、Ⅲ2時限目ヨース  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

交通事故などによる外傷傷病者は、近年減少傾向にあるが、若年者における死亡原因の上位を占めている事実は変わりません。外傷の救命率を改善することで防
ぎえた外傷死(PTD)を 減らすことが外傷診療の大きな目的です。日―ドアンドゴーとトラウマバイパスの概念と受傷機転による高エネルギー外傷の要件、それぞれの
外傷による損傷を理解することが必要です。ロードアンドゴーとトラウマバイパスについては外傷システムを、受傷機転による高エネルギー外傷の要件については総務
省消防庁による報告書を、それぞれの外傷による損傷は標準テキストの説明を理解する。本講義終了後、外傷システムと受傷機転による高エネルギー外傷の要件、
それぞれの外傷による損傷ついて説明できるようになる。

実務経験 :救急隊・救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務

【到達目標】

外傷についての傷病者の評価や受傷機転、発生機序、ショックを学び、外傷時の現場活動において必要な救急処置や適切な対応ができるようになる。

授業計画・内容
―
|

1回 目 死亡統計における外傷の位置づけ、外傷傷病者の予測生存率・予測外死亡率・防ぎ得た外傷死、外傷による死亡時期について説明できる。

2回 目 外傷システム・トラウマバイパス・ロードアンドゴーについて説明できる。

3回 目 力学的エネルギーと損傷との関係を説明できる。

4回 目 直達損傷と介達損傷とは何かを説明できる。

5回 目 介達損傷の原因となる外力を4種類列挙し、それぞれについて説明できる。

6回 目 外力による損傷を、成傷器・損傷部位・損傷の数,それぞれの観点から分類できる。

7回 目 四輪車の事故・自動二輪車の事故・墜落・転落などの主な受傷形態について、特徴的な受傷機転や病態について説明できる。

3回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

準備学習として各解剖学的部位の場所、機能をしつかり把握したうえで授業に参加することで、より理解が深まる。また、講義の範囲をしっかり復習する
ことが必要となります。講義で利用した資料やノート、講義内確認小テストの見直しが必要になります。

●解剖生理学復習
●講義振り返り

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急救命士として外傷傷病者、外傷対応については必ず遭遇する事実であり、適確かつ迅速に対応が求められます。また、大規模災害等では多数傷
病者が

発生する可能性があり、複数の対応者や傷病者がいるなかで連携して活動することも考えられます。傷病者を「防ぎ得た外傷死」から一人でも多く救い、
適切な
判断の下、医療機関選定を行える救急救命士として現場で活躍して頂きたいです。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第 11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 I(基本手技 )

Energency Carc Pracdca Tra n ng(Basic Sk s)

必修
選択

必修 年 次 1年次
担当教員 :   岡 優作 /高橋 龍
実務経験 i       O

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分 :       通年
曜日・時限i  水・金曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集回行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :教急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
〇高橋龍 ti社会と夕、療法人 陽明会 ′!ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
籐師要請時のドクターカーの運用業務に鶴わる。また救急外来にて救急患者に対する救急教命処置を行つていた。

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

1回 目 (実習前オリエンテーション)救急処世の重要性を理解し救急救命士としンての使命を説明できる。

2回 目 (規律訓練)節度を持った行動ができる。

3回 目 (規律訓練)節度を持つた行動ができる。

4回 目 (規律訓練)節度を持つた行動ができる。

5回 目 (規律訓練)節度を持つた行動ができる。

6回 目 (規律訓練)節度を持つた行動ができる。

7回 目 (規律訓練)節度を持つた行動ができる。

8回 目 (規律訓練)節度を持つた行動ができる。

9回 目 (ロ ープ結索訓練)各種結びができる。

10回 目 (ロ ープ結索訓練)各種結びができる。

11回 目 (ロ ーブ結索訓練)各 TITi結びができる。

12回 目 (ロ ープ結索訓練)各種結びができる。

13回 目 (ロ ーブ結索訓練)各種結びができる。

14回 目 (ロ ープ結索訓1練)各種結びができる。

15回 目 (ロ ープ結索訓練)各イl.‐結びができる。

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習った項目については時間外復習が必要となります。実技や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
司つ司つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと司年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
独命公務員科

科目名

(英 )

救急処置実習 I(基本手技 )

Emergency Care Pracdcal Tra n ng(Basic Sk‖ Is)

必修

選択
必修 1年次年次

担当教員 :   岡 優作 /高橋 龍
実務経験 :       ○

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分 1       通年
曜日・時限i  水 ,金曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集国行動で必要となる規律訓練やロープ縮索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :教急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○高橋龍 i社会医療法人 陽日月会 増ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要講時のドクターカーの運用業務に犠わる。また救急外来にて救急患者に対する救急救命処督にを行つていたc

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

司6回 目 (救命手当・止巾法他)大出血の上血方法を理解し処置できる。

17回 目 (救命手当・止血法他)大出血の上m方法を理解し処世できる。

18回 目 (救命手当・止而法他)大出血_の止J血方法を理解し処置できる。

¬9回 目 (救命手当・止血法他)大出れの止血方法を理解し処置できる。

20回 目 (救命手当・止血法他)大出rBの上m_方法を理解し処散できる。

21回 目 (体位管理と保温)傷病者の主訴や症状による体位管理・保温ができる。

22回 目 (体位管理と保温)傷病者の主訴や症状による体位管理・保温ができる。

23回 目 (体位管]1甲 と保温)傷病者の主訴や症状による体位管理・保温ができる。

24[ヨ ロ (体位管アl「 と保温)傷病者の主,l卜や症状による体位管理・保温ができる。

25回 目 (体位管Jttlと 保温)傷病者の主訴や症状による体位管理・保温ができる。

26回 目 (体位管■llと 保ィJ日 )傷病者の主訴や症状による体位管IF・ 保温ができる。

27回 目 (V☆送法・各種担架取扱い)徒手及び各種担架での搬送ができる。

28回 目 (搬 i送法・各TTl担架取扱い)|ヒ手及び各種担架での搬送ができる。

29回 目 (搬送法・各種担架取扱い)徒手及び各種担興での鵜送ができる。

30回 目 (服送法・各種担探取扱い)徒手及び各種担架での搬送ができる。

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習つた項目については時間外復習が必要となります。実技や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
司つ1つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと司年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 I(基本手技 )

Emergcncy Carc Pracこ cal Tra n ng(8asc Sk s)

必修
選択

必修 年次 年次1

担当教員 :   岡 優作 /高橋 龍
実務経験 i       O

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

水・金曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ナる孝女員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集団行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○高橋龍 i社会医療法人 陽明会 4ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要語時のドクターカーの運用業務に携わる。また救急夕ヽ来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

31回 目 (バイタル測定)意識を確認 し意識 レベルを評価できる。

32回 目 (バイタル測定)意識を確認 t′意識 レベルを評価できる。

33回 目 (バイタル測定)呼吸 (回数・様式)を確認 し評価できる。

34回 目 (バイタル淑1定)呼吸 (回数・様式)を確認 し評価できる。

35回 目 (バイタル測定)循珠 (脈拍)を確認し評1百できる。

36回 目 (バイタル測定)循環 (脈拍)を確認 し評 llliで きる。

37回 目 (バイタル測定)聴診器を使用し呼吸音・心音を聴取できる。

38回 目 (バイタル測定)聴診器を使用し呼吸音・心音を聴取できる。

39回 目 (バ イタル測定)市 L圧計で m)1:測 定ができる。

40回 目 (バイタル測定)血 圧計で巾サI:測定ができる。

41回 目 (バイタル淑」定)SP02モ ニターで酸素飽和度を沢1定できる。

42回 目 (バイタル測定)SP03モ ニターで醗素飽和度を測定できる。

43回 目 (気道確保)用 手的気道確保法 (頭都後屈あご先ホ上法・下叛拳上法)が 実施できる。

44回 目 (気道確保)用 手的気道確保法 (頭部後屈あご先ホ上法・下顎奉上法)が実施できる。

45回 目 (気道確保)用手的気道確保法 (頭吉卜後屈あご先ホ上法・ド顎沐上法)が実施できる。

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習つた項目については時間外復習が必要となります。実技や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
可つ1つ確実にイ東習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと司年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 I(基本手技 )

Emergency Carc Pracdca Tra ning(Basc Sk s)

必修
選択

必 修 年 次 1年次
担当教員

実務経験

実習
授業
形態

総時間 :360時間
(単位):(8単位 )

開講区分 i       通年
曜日・時限:  水・金曜、Ⅲ2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集回行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
○岡優作 1救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○高橋言E:!社会 Eク、と療法人 陽明会 おヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要講時のドクターカーの運用業務に携わる。また救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた.

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

46回 目 (気道確保)用 手的気道確保法 (頭部後屈あご先拳上法・下顎拳上法)が実施できる。

47回 目 (気道確保)エアウエイを用いた気道確保法 (経 口・経鼻エアウエイ)が実施できる。

48回 目 (気道確保)エアウエイを用いた気道確保法 (経 日・経鼻エアウエイ)が実施できる

49回 目 (気道確保)エアウエイを用いた気道確保法 (経 口・経鼻エアウエイ)方式実施できる。

50回 目 (気道確保)エ アウエイを用いた気道確保法 (経 口・経鼻エアウエイ)が実施できる。

51回 目 (気道確保)エアウエイを用いた気道確保法 (経 口・経鼻エアウエイ)が実施できる。

52回 目 (気道確保)エアウエイを用いた気道確保法 (経 口・経鼻エアウエイ)が実施できる。

53回 目 (気道ll在保・補助呼吸)BVM(バ ッグ・バルブ・マスク)を用いた気道確保法が実施できる。

54回 目 (気道確保・補助呼吸)BVW(バ ング・バルブ・マスク)を用いた気道確保法が実施できる。

55回 目 (気道確保・補助呼吸)BVM(バ ッグ・バルブ・マスク)を用いた気道確保法が実施できる。

56回 目 (気道確保・補助呼吸)BV‖ (バ ッグ・バルブ・マスク)を用いた気道確保法が実施できる。

57回 目 (気道確保・補助呼吸)BVW(バ ッグ・バルブ・マスク)を用いた気述ll在保法が実施できる。

58回 目 (気道確保・補助呼吸)BV‖ (バ ッグ・バルブ・マスク)を用いた気道確保法が実施できる。

59回 目 (胸骨圧迫)胸 ′胃'圧迫 (剛フS)が実施できる。

60回 目 (胸骨圧迫)胸 ′日'圧迫 (BLS)が 実施できる。

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習った項目については時間外復習が必要となります。実技や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
1つ 司つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと¬年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 I(基本手技 )

Emergency Care Pracjcal Tra n ng(Bas c Sk‖ Is)

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 :

実務経験 i

岡 優作 /高橋 龍
○

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

水・金曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する字女員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集団行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手枝を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○高橋龍 ti社会医療法人 陽爾チユ会 4ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要請時のドクターカーの運用業務に携わる。萩た救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

61回 目 (胸骨圧迫)胸 骨圧迫 (BLS)が 実施できる。

62回 目 (胸骨圧迫)胸 骨圧迫 (Bとも)が実施できる。

63回 目 (胸骨圧迫)胸 骨圧迫 (BLS)が 実施できる。

64回 目 (胸骨圧迫)胸 骨圧迫 (BLS)が 実施できる。

65回 目 (A[D)AEDが実施できる。

66回 目 (AED)AEDが実施 で きる。

67回 目 (A[D)AEDが実施できる。

68回 目 (AED)AEDが実施で きる。

69回 目 胸骨川:迪 とAEDの 一連の動作ができる。

70回 目 胸骨川:迫 とAじDの一連の」ll作ができる。

71回 目 胸骨圧迫 とACDの 一連の動作ができる

72回 目 胸骨圧迫とAじDの一連の動作ができる。

73回 目 胸骨,1:迫 とA[Dの 一連の動作ができる。

74回 目 (心肺蘇生法とAED)初州対応からAEDま で一連の行動ができる。

75回 目 (心肺林生法とAED)初 )切井〕応か虫)AEDま で一連の行動ができる。

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習つた項目については時間外復習が必要となります。実技や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
¬つ司つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと1年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

枚急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 I(基本手技 )

Emergency Carc Pracdca Train ng(Basc Sk s)

必修
必修

選択
年次 1年次

担当教員 岡 優作 /高橋 龍
実務経験 〇

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

水 ,金曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集団行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
○岡優作 i救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○高橋龍 t,社会医療法人 陽明会 狙ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要講時のドクターカーの運用業務に続わる。また救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた今

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

授業計画・内容

76回 目 (心肺蘇生法とAED)初期対応からAEDま で一連の行動ができる。

77回 目 (心肺蘇生法とAED)初期対応からAEDまで一連の行動ができる。

78回 目 (心肺蘇生法とAED)初期対応からAEDま で一連の行動ができる。

79回 目 (心肺蘇生法とAED)初期対応からAEDまで一連の行動ができる

80回 目 (心肺蘇生法とAED)初期対応からAEDま で一連の行動ができる。

81回 目 (心肺蘇生法とAED)初期対応からAEDまで一連の行動ができる。

32回 目 (心肺蘇生法とAじD)初期対応からAEDまで一連の行動ができる。

83回 目 (心肺蘇生法とACD)初期対応からAEDま で一連の行動ができる。

84回 目 (心肺蘇生法とA[D)初期対応からAEDま で一連の行動ができる。

85回 目 前期確認試験対策・振り返り

86回 目 前期確認試験対策・振り返り

87回 目 前期確認試験

88回 目 前期確認試験

89回 目 前期確認試験

90回 目 前期確認試験

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習つた項目については時間外復習が必要となります。実技や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
司つ1つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと刊年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 I(基本手技 )

Emcrgcncy Care Pracdca TrD n ng(Basic Sk‖ s)

必修

選択
必 修 1年次年次

担当教員 岡 優作 /高橋 龍
実務経験 O

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通 年

水 ,金曜、1・ 2・ 3・ 4時 限目ヨース  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集団行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :教急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
O高橋龍 ,社会医療法人 陽翔月会 ノト波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要請時のドクターカーの運用業務に携わる。また救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

91回 目 (除細動器)心電図モニター波形を理解し、除細動が実施できる。

92回 目 (除細動器)心電図モニター波形をテ甲解し、除細動が実施できる。

93回 目 (除細動器)心電図モニター波形を理解し、除細動が実施できる。

94回 目 (余細動器)心電図モニター波形を理解し、除細亜力が実施できる。

95回 目 (除細動器)心電図モニター波形を理解し、除細動が実施できる。

96回 目 (除糸Ⅲ動器)心電図モニター波形を理解し、除細動が実施できる。

97回 目 (除細動器)心電図モニター波形を理解し、除細動が実施できる。

98回 目 (除細動器)心電図モニター波形を理解し、除細動が実施できる。

99回 目 (用手的気道具物除去法)対象に応じたハイムリック法が実施できる。

100回 目 (用手的気道具物除去法)対象に応じたハイムリック法が実施できる。

101回 目 (用手的気道異物除去法)対象に応じたハイムリック法が実施できる。

102回 目 (用手的気道異物除去法)対象に応じたハイムリック法が実施できる。

103回 目 (器具による気道具物除去法)喉頭鏡・マギール鉗子が実施できる。

104回 目 (器具による気道異物除去法)喉頭鏡・マギール釘1子が実施できる。

105回 目 (器具による気道異物除去法)喉頭鏡・マギールal子が実施できる。

準備学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習つた項目については時間外復習が必要となります。実技や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

時間外学習

評価方法 定期実枝試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
司つ1つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと司年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 I(基本手技 )

Emergency Care Pracdca Tra n ng(Bas c Sk‖ s)

必修
選択

必修 1年次年次
担当教員 岡 優作 /高橋 青目
実務経験 ○

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通 年

水・金曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ナる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集団行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手枝や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :教急隊'救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
O高橋龍 ti社会医療法人 陽明会 /1ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要講時のドクターカーの運用業務に携わる。また救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

106回 目 (器具による気道異物除去法)喉頭鏡・マギール鉗子が実施できる。

107回 目 (器具による気道異物除去法)喉頭鏡 ,マ ギール鉗子が実施できる。

108回 目 (器具による気道異物除去法)喉頭鏡・マギール鉗子が実施できる。

109回 目 (口 1空内吸引)日 的に応 じた吸引器が実施できる。

110回 目 (日 腔内吸引)日 的に応 じた吸引器が実施できる。

111回 目 (口 腔内吸引)日 的に応 じた吸引器が実施できる。

112回 目 (口腔内吸引)目 的に応 じた吸引器が実施できる。

113回 目 (声門上デバイス)ラ リングアルマスクが実施できる。

114回 目 (声門上デバイス)ラ リングアルマスクが実施できる。

115回 目 (声門上デバイス)ラ リングアルマスクが実施できる。

116回 目 (声門上デバイス)ラ リングアルマスクが実施できる。

117回 目 (声門上デバイス)ラ リングアルチューブが実施できる。

118回 目 (声門上デバイス)ラ リングアルチューブが実施できる。

119回 目 (声門上デバイス)ラ リンゲアルチューブが実施できる。

120回 目 (声門上デバイス)ラ リングアルチューブが実施できる。

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習つた項目については時間外復習が必要となります。実枝や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
コつ1つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと1年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科 目名

(英 )

救急処署L実習 I(基本手技 )

Emergency Carc Pracdcal Tra ning(Basic Sk‖ Is)

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 岡 優作 /高橋 龍
実務経験 ○

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通 年

水・金曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施サるのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集国行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
○岡優作 :教急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○高構言E■ 社会医療法人 陽日月会 月ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要請時のドクターカーの運用業務に携わる。また救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

121回 目 (声門 にデバイス)ラ リングアルチューブが実施できる。

122回 目 (声門「 デ
バイス)ラ リングアルチューブが実施できる。

123回 目 (酸素投与)日 的・状態の応じた酸素投与が実施できる。

124回 目 (酉た素投与)日 的・状態の応じた酸素投与が実施できる。

125回 目 (酸素投与)日 的・状態の応じた酸素投与が実施できる。

126回 目 (酸素投与)目 的・状態の応 じた酸素投与が実施できる。

127回 目 (醗素投ラ)目 的・状態の応じた酸素投与が実施できる。

128回 目 (酸素投 |)目 的・状態の応じた駿素投与が実施できる。

129回 目 (気管内挿管)ブ ロト珀―ルに応じた気管内挿管が実施できる

130回 目 (気管内F帝管)ブ ロトコールに応じた気管内挿管が実施できる。

131回 目 (気管内li〒管)ブロトコールに応じた気管内IT管が実施できる。

132回 目 (気管内挿管)プ ロトコールに応じた気管内挿管が実施できる。

133回 目 (気管内ITl管 )プ ロトコールに応じた気管内挿管が実施できる。

134回 目 (気管内挿管)プ ロト却―ルに応じた気管内挿管が実施できる。

135回 目 (気管内l市管)プ ロトコールに応じた気管内挿管が実施できる。

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習つた項目については時間外復習が必要となります。実技や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実枝試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
1つ刊つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと¬年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
救命公務員科

科目名
(英 )

ヨース

救急処置実習 I(基本手技 )

Emergency Carc Pracdca Tra n ng(Bas c Sktts)

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 :

実務経験 :

岡 優作 /高橋 青目
O

授業
形態

実 習
総時間

(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分 i       通年
曜日・時限i  水・金曜、1・ 2・ 3・ 4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集団行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○蔑構龍Ⅲ社会医療法人 陽明会 4ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
饉師要請時のドクターカーの運用業務に鶴わる。また水女急外来にて欺急思者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

136回 目 (気管内挿管)プ ロトコールに応じた気管内挿管が実施できる。

137回 目 (MCLS)多数傷病者発41時のトリアージ (SlART変法)が実施できる。

138回 目 (MCLS)多数傷病者発イに時のトリアージ (START変法)が実施できる。

139回 目 (MCLS)多数傷病者発rli時のトリアージ (Sl｀ART変法)が実施できる。

140回 目 (HCLS)多数傷病者発Ji時のトリアージ (START変法)が実施できる。

141回 目 (MCLS)多数傷病者発生時のトリアージ (START変法)が実施できる。

142回 目 (MCLS)多数傷病者発生時のトリアージ (START変法)が実施できる。

143回 目 (MCLS)多数傷病者5ё生時のトリアージ (START変法)が実施できる。

144回 目 (MCLS)多数傷病者発生時のトリアージ (START変法)が実施できる。

145回 目 (MCLS)多数傷病者発生時のトリアージ (START変法)が実施できる。

146回 目 (NCLS)多数傷病者発生時のトリアージ (START変法)が実施できる。

147回 目 (httLS)多 歩文傷病者5ё生時の トリアージ (START蛮法)が 実施できる。

148回 目 (MCLS)多 lr文傷病者発生時のトリアージ (START姿法)が実施できる。

149回 目 (静WR路確保)ブ ロトコールに応 じた静脈路確保が実施できる。

150回 目 (静脈路確保)プ ロトコールに応 じた静脈路確保が実施できる。

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習つた項目については時間外復習が必要となります。実技や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習,練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
1つ 1つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと1年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト改訂11版 (へるす出版)



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 I(基本手技 )

Emergcncy Carc Practica Tra ning(Basc Sk‖ s)

必修

選択
必修 年次 年次1

担当教員
i

実務経験 :

岡 優作 /高橋 龍
O

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通 年

水・金曜、1'2・ 3・ 4時限目ヨース  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集団行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
O岡優作:救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○高橋龍・ 社会医療法人 陽明会 4ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要請時のドクターカーの運用業務に携わるもまた救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

151回 目 (静脈路確保)プロトコールに応じた静脈路確保が実施できる。

152回 目 (静脈路確保)プ ロトコールに応じた静脈路確保が実施できる。

153回 目 (静脈路確保)プ ロトコールに応 じた静脈路確保が実施できる。

154回 目 (静脈路確保)プ ロトコールに応 じた静脈路確保が実施できる。

155回 目 (静脈路確保)プロトコールに応 じた静脈路確保が実施できる。

156回 目 (静脈路確保)プ ロトコールに応じた静脈路確保が実施できる。

157回 目 (静脈路確保)プ ロトコールに応じた静脈路確保が実施できる。

158回 目 (静脈路確保)プロトコールに応じた静脈路確保が実施できる。

159回 目 (静脈路ll在保)プ ロトコールに応じた静脈路確保が実施できる。

160回 目 (静DR路確保)プ ロトコールに応 じた静脈路確保が実施できる。

161回 目 各種振り返り・復習 (前期・後期 )

162回 目 各種振り返り・復習 (前期・後期)

163回 目 各種振り返り・復習 (前期・後期 )

164回 目 各種振り返り・復習 (前期・後期)

165回 目 各種振り返り。復習 (前期 ,後期)

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習つた項目については時間外復習が必要となります。実枝や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・イ東習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
司つ司つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと¬年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 I(基本手技 )

Emergcncy Care Pracdcat Train ng(Basic Sk s)

必修

選択
必 修 1年次年次

担当教員 岡 優作 /高橋 龍
○実務経験

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通 年

水・金曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士としてまず基本を身につけることが重要です。集団行動で必要となる規律訓練やロープ結索、一次救命処置(AED&CPR)等の基本手技を
身につけることが必要となります。個人手技や班、グループとして実習を行い、規律訓練やそれぞれの手技の意味、目的、内容を理解し本授業修了時には習得した
基本手技が実施できるようになる。

実務経験
○岡優作 :救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○高橋龍・ 社会医療法人 陽明会 4ヽ波瀬病院にて2年 7ヶ月勤務
医師要講時のドクターカーの運用業務に携わるもまた救急外来にて救急患者に対する救急救命処置を行つていた。

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

166回 目 各種振り返り。復習 (前期・後期 )

167回 目 各種振り返り。復習 (前期・後期 )

168回 目 各種振り返り・復習 (前期・後期 )

169回 目 学年末試験 (前翔・後翔で習得 したことができる)

170回 目 学年末試験 (前期・後期で習得 したことができる)

171回 目 学年末試験 (前期・後期で習得 したことができる)

172回 目 学年末試験 (前期・後剃で習得したことができる)

173回 目 学年末試験 (前期・後剤で習イ坪したことができる)

174回 目 学年末試隙 (前刺・後剃で習↑手したことができる)

175回 目 学年末試験 (前剃・後却〕で習41し たことができる)

176回 目 学年末試験 (前期・後剣で習イ‖したことができる)

177回 目 学年末試験 (前剣・後期で習得 したことができる)

178回 目 学年末試験 (前期・後期で習イ号=し たことができる)

179回 目 学年末試験 (前チ切・後州で習得したことができる)

180回 目 学年末試験 (前別・後力Iで習得 したことができる)

準備学習
時間外学習

事前学習は必要ありませんが、実習で習つた項目については時間外復習が必要となります。実技や手技については難しいものもありまりますが、時
間外に反復して復習・練習することで必ず出来るようになります。
●復習
●反復練習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

消防官及び救急救命士として必要となる基本動作・基本手技については必ず必要になります。また、初めて習う内容なので難しいかもしれませんが、
1つ 1つ確実に練習し、繰り返し行うことで出来るようになります。また、習うことに興味を持ち、取り組むことが大事となります。しっかりと¬年次に基礎を
身につけましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

:  救急処置実習Ⅱ(応用手技 )

:Emergency Care Pract ca Tra n ng(Appred sk‖ s)

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 :  灘辺 正信 /石橋 操大
実務経験 i       O

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時 間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

月・木曜、1・ 2・ 3,4時限目]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や惨病者 (患者)の状態、
情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各
処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
○灘辺 正信 :宗像地区消防本部にて42年勤務 救勘隊`救急隊→旨採隊を経て草↑部職員である消防長となる。
○石橋 擦大 I救急隊・救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 数急隊・救急救命士

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

1回 目 (オリエンテーション)救急処置の重要性を理解し救急救命士としての使命を説明できる。

2回 目 (規律訓練)節度を持つた行動ができる。

3回 目 (規律訓練)節度を持つた行動ができる。

4回 目 (規律訓練)節度を持つた行動ができる。

5回 目 (心肺蘇生法)適切な心肺蘇生法(BLS)が 出来る。～1年次の理解及び習得度確認～

6回 目 (心肺蘇生法)適切な心肺蘇生法(BLS)が出来る。～1年次の理解及び習得度確認～

7回 目 (心肺蘇生法)適切な心肺蘇生法(BLS)が 出来る。～1年次の理解及び習得度確認～

8回 目 (心肺蘇生法)適切な心肺蘇生法(BLS)が 出来る。～1年次の理解及び習得度確認～

9回 目 (心肺蘇生法)心肺停止患者の対応として救急隊の活動ができる。(デモ活動DVD)

10回 目 (心肺蘇生法)心肺停止患者の対応として救急隊の活動ができる。(デモ活動DVD)

11回 目 (心肺蘇生法)心肺停止患者の対応として救急隊の活動ができる。(デモ活動DVD)

12回 目 (心肺蘇生法)心肺停止患者の対応として救急隊の活動ができる。(デモ活動DVD)

13回 目 (心肺蘇生法)心肺停止患者の対応として救急隊の活動ができる。(デモ活動DVD)

14回 目 (心肺蘇生法)心肺停止患者の対応として救急隊の活動ができる。(デモ活動DVD)

15回 目 (心肺蘇生法)心肺停止患者の対応として救急隊の活動ができる。(デモ活動DVD)

準備学習
時間外学習

準備学習 1年次で習った手技を復習することσまた、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実
なスキルになるように頑張りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を
目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救 員科

科目名
(英 )

救急処置実習 Ⅱ(応用手技 )

Emergcnoy Care Pract cal Training(Apphed Skls)

必修

選択
必修 年次 2年次

担当教員 灘辺 正信 /石橋 操大
実務経験 O

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(3単位 )

開講区分

曜日・時限

通 年

月・木曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状態、
情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各
処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
○灘辺 正信 :宗像地区消防本部にて42年動務 救助隊・救急隊→旨揮隊を経て幹部職員である消防長となる。
O石補 操大 :救急隊・救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 救急隊・救急救命士

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

16回 目 (心肺蘇生法)心肺停止患者の対応として救急隊の活動ができる。(デモ活動DVD)

17回 目 (器具を使用した気道確保)ラリンゲアルチューブ(LT)が実施できる。(基本手技・DVD)

18回 目 (器具を使用した気道確保)ラリンゲアルチューブ(LT)が実施できる。(基本手技・DVD)

19回 目 (器具を使用した気道確保)ラリンゲアルチューブ(LT)が実施できる。(基本手技・DVD)

20回 目 (器具を使用した気道確保)ラリンゲアルチューブ(LT)が実施できる。(基本手技・DVD)

21回 目 (器具を使用した気道確保)ラリンゲアルチューブ(LT)が実施できる。(基本手技・DVD)

22回 目 (器具を使用した気道確保)ラリンゲアルチューブ(LT)が実施できる。(基本手技・DVD)

23回 目 (器具を使用した気道確保)ラリンゲアルチューブ(LT)が実施できる。(基本手技・DVD)

24回 目 (器具を使用した気道確保)ラリンゲアルチューブ(LT)が実施できる。(基本手技・DVD)

25回 目 (器具を使用した気道確保)心肺停止患者の対応として救急隊の活動及びラリンゲアルチューブが実施できる。(デモ活動DVD)

26回 目 (器具を使用した気道確保)心肺停止患者の対応として救急隊の活動及びラリンゲアルチューブが実施できる。(デモ活動DVD)

27回 目 (器具を使用した気道確保)心肺停止患者の対応として救急隊の活動及びラリンゲアルチューブが実施できる。(デモ活動DVD)

28回 目 (器具を使用した気道確保)心肺停止患者の対応として救急隊の活動及びラリンゲアルチューブが実施できる。(デモ活動DVD)

29回 目 (器具を使用した気道確保)心肺停止患者の対応として救急隊の活動及びラリンゲアルチューブが実施できる。(デモ活動DVD)

30回 目 (器具を使用した気道確保)心肺停止患者の対応として救急隊の活動及びラリンゲアルチューブが実施できる。(デモ活動DVD)

準備学習
時間外学習

準備学習 :1年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実
なスキルになるように瀬 3長 りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を
目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
′ム`務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅱ(応用手技 )

Emergency Care Pract co Training(Apphed Sk‖ s)

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 灘辺 正信 /石橋 操大
実務経験 O

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時 間

(8単位 )

開講区分 通年

曜日・時 月・木曜、1'2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状態、
情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各
処置の精度を高め、傷病者(患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
O灘辺 正信 :宗像地区消防本部にて42年勤務 救助隊・救急隊・指揮隊を経て幹部戦員である消防長となる。
O石精 操大 t救急隊,救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 救急隊・救急救命士

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

31回 目 (器具を使用した気道確保)心肺停止患者の対応として救急隊の活動及びラリンゲアルチューブが実施できる。(デモ活動DVD)

32回 目 (器具を使用した気道確保)心肺停止患者の対応として救急隊の活動及びラリンゲアルチューブが実施できる。(デモ活動DVD)

33回 目 (器具による気道異物除去)異物による窒息患者に対して器具を用いた異物除去法が実施できる。(喉頭鏡・マギール鉗子・DVD)

34回 目 (器具による気道異物除去)異物による窒息患者に対して器具を用いた異物除去法が実施できる。(喉頭鏡・マギール鉗子・DVD)

35回 目 (器具による気道異物除去)異物による窒息患者に対して器具を用いた異物除去法が実施できる。(喉頭鏡,マギール鉗子・DVD)

36回 目 (器具による気道異物除去)異物による窒息患者に対して器具を用いた異物除去法が実施できる。(喉頭鏡・マギール鉗子・DVD)

37回 目 (器具による気道異物除去)異物による窒息患者に対して器具を用いた異物除去法が実施できる。(喉頭鏡 ,マギール鉗子・DVD)

38回 目 (器具による気道異物除去)異物による窒息患者に対して器具を用いた異物除去法が実施できる。(喉頭鏡・マギール鉗子・DVD)

39回 目 (器具による気道異物除去)異物による窒息患者に対して器具を用いた異物除去法が実施できる。(喉頭鏡・マギール鉗子・DVD)

40回 目 (器具による気道異物除去)異物による窒息患者に対して器具を用いた異物除去法が実施できる。(喉頭鏡・マギール鉗子・DVD)

41回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。(基本手技・DVD)

42回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。(基本手技・DVD)

43回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。(基本手技・DVD)

44回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。(基本手技・DVD)

45回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。(基本手技・DVD)

準備学習
時間外学習

準備学習 :1年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実
なスキルになるように瀬張りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を
目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅱ(応用手技 )

Emergency Carc Pract ca Tra n ng(Apphed Sk‖ s)

]―ス  :

必修
選択

必修 年次 2年次
辺 正信 /石橋 操大
O1餐

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

:       通年
:  月・木曜、Ⅲ2'3・ 4時限目

360時間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状
態、情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解
し、各処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
○灘辺 王信 f宗像地区消防本部にて42年勤務 救助隊・救急隊→旨揮隊を経て幹部職員である,肖防長となる。
O石橋 操大 1救急隊・救急救命士として北秋欝市消防本部にて2年勤務 救急隊・救急救命士

【到連目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

46回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。 (基本手技・DVD)

47回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。 (基本手技・DVD)

48回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。 (基本手技・DVD)

49回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。 (基本手技・DVD)

50回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。 (基本手技・DVD)

51回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。 (基本手技・DVD)

52回 目 (気管内挿管)気管挿管が実施できる。 (基本手技・DVD)

53回 目 (気管内挿管)果物による窒′臼、で心肺停止忠者の対応として救急隊活動、具物除去法、気管椰管が実施できる。 (デモ活動DVD)

54回 目 (気管内l弔管)異物による窒包、で心肺停止忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管挿管が実施できる。 (デモ活動DVD)

55回 目 (気管内挿管)果物による窒 e、で心肺停止恩者の対応として救急隊活こl」、呉物除去法、気管挿管が実施できる。 (デモ活動DVD)

56回 目 (気管内拝管)異物による空虐、で心肺停止忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管l.F管 が実施できる。 (デモ活動DVD)

57回 目 (気管内ll獨管)果物による窒′e、で心肺停 IL忠者の対応として救急隊活動、具物除去法、気管挿管が実施できる。 (デモ活動DVD)

(気管内挿管)具物による窒虐、で心肺停 IL忠者の対応として救急隊活動、具物除去法、気管lT管が実施できる。 (デモ活動DVD)

59回 目 (気管内11管)異物による窒′e、で心肺仁止息者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管11管 が実施できる。 (デモ活動DVD)

60回 目 (気管内l司 管)異物による窒虐、で心肺停止忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管11管 が実施できる。 (デモ活動DVD)

準備学習
時間外学習

準備学習 :1年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際のう病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確
実なスキルになるように瀬張りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士
を目芋旨しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命 員科

科目名
(英 )

救急処置実習 E(応用手技 )

Emergency Carc Pract cal Train ng(Appled Sk‖ s)

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 灘辺 正信 /石橋 操大
実務経験 ○

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

開講区分 通年

曜日・時 月・木 1・ 2,3」時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状態、
情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各
処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
O灘辺 五信 :宗像地区消防本部にて42年勤務 救Bノ]隊・救急隊■旨揮隊を経て幹部戦員である消防長となるっ
○石橋 操大 :救急隊・救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 救急隊・教急救命士

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

61回 目 (気管内挿管)異物による空′日、で心肺停止忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管挿管が実施できる。 (デモ活動DVD)

62回 目 (気管内挿管)異物による空′日、で心肺停止忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管挿管が実施できる。 (デモ活動DVD)

63回 目 (気管内挿管)異物による空′g、で心肺停 ll忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管挿管が実施できる。 (デモ活千力DVD)

64回 目 (気管内1帝管)呉物による空′色、で心肺停止忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管挿管が実施できる。 (デモ活動DVD)

65回 目 (気管内挿管)異物による空′g、で心肺停止忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管挿管が実施できる。 (デモ活動DVD)

66回 目 (気管内挿管)呉物による空息で心肺停止忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管挿管が実施できる。 (デモ活動DVD)

67回 目 (気管内}〒管)異物による空′留、で心肺仁 IL忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管l司 管が実施できる。 (デモ活動DVD)

68回 目 (気管内挿管)異物による生′g、で心川i停 Iに忠者の対応として救急隊活動、異物除去法、気管挿管が実施できる。 (デモ活動DVD)

69回 目 (1次病院実習前)看護令1実習室で行 うナーシングケアができる。 (看護科へ依頼)

70回 目 (1次病院実習前)看謹利実習室で行 うナーシングケアができる。 (看護科へ依頼 )

71回 目 (1次り丙院実習前)看誰冷1実習室で行 うナーシングケアができる。 (看護科へ依頼)

72回 目 (1次

"j院

実習前)看護浴1実習室で行 うサーシングケアができる。 (看護科へ依頼 )

73回 目 (1次病院実
l ll前 )看護利実コl室で行 うナーシングケアができる。 (看護季|へ依頼 )

74回 目 (1次病院実コl前)看護科実習室で行 うナーシングケアができる。 (看護科へ依頼 )

75回 目 (1次病院実習前)看護牟1実習室で行 うナーシングケアができる。 (看護科へ依頼 )

準備学習 :1年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

準備学習
時間外学習

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実
なスキルになるように頑張りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を
目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 Ⅱ(応用手技 )

Emcrgency Carc Pract oЭ I Training(Apphed Sk‖ s)

必修
選択

必修 年次 2年次
当教員 灘辺 正信 /石橋 操大
務経験 ○

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時間

(8単位 )

通年

月・木曜、1・ 2・ 3・ 4時限目

開講区分

曜日・時限ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価(発症機序)や傷病者 (患者)の状態、
情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各
処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
○灘辺 正信 :宗像地区消防本部にて42年勤務 救助隊・救急隊・指揮隊を経て幹部職員である消防長となる。
○石箔 操大 :救急隊・救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 救急隊'救急救命士

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識,技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

=■
||■■|||||||1坪非1帯甲|い容   |■■■●■|■■■■■■■|||||||||||=|=||||=|=|||

76回 目 (1次病院実習前)看護科実習室で行 うナーシングケアができる。 (希誰乍|へ依頼)

77回 目 (1次病院実習前)1次病院実習オリエンテーションを行 う。 (履歴書・誓約害等記入 )

78回 目 (1次病院実習前)1次病院実習オリエンテーションを行 う。 (履歴書・誓約書等記入)

79回 目 (1次病院実習前)1次病院実習オリエンテーションを行 う。 (日 程表 。「l,院割り振 り・タイムスケジュール等)

80回 目 (1次病院実習前)1次病院実習オリエンテーションを行 う。 (レ ポー ト関連)

81回 目 中間試験 【LT・ 器具を用いた気道確保・気管挿管,

82回 目 中間試験 【LT・ 器具を用いた気道確保・気管挿管】

83回 目 中間試験 【LT・ 器具を用いた気道確保・気管挿管】

84回 目 中間試験 【とT・ 器具を用いた気道確保・気管|〒管】

85回 目 (外傷)JPTECプ ロバイダーコースタスクを実施する。

86回 目 (外傷)JPTECプ ロバイダーコースタスクを実施する。

87回 目 (外傷)JPTECプ ロバイダーコースタスクを実施する。

88回 目 (外傷)JPTECプ ロバイダーコースタスクを実施する。

89回 目 (1次病院実習前)1次病院実習オリエンテーションを行 う。 (IRfl会 ・フィー ド′ヽック)

90回 目 (1次病院実習前)1次病院実習オリエンテーションを行 う。 (辛R告会・フィー ドバック)

準備学習 :1年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。
準備学習
時間外学習 時間外学習:隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。

個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実
なスキルになるように頑張りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を
目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版)



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科  _

科目名
(英 )

救急処置実』Ⅱ(応用手技 )

Emergency Care Pract ca Training(Apphed Sk‖ Is)

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 灘辺 正信 /石橋 操大
実務経験 O

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

360時 間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

月・木曜、Ⅲ2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状態、
情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各
処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
○灘辺 正信 i宗像増区消防本部にて42年勤務 教助隊・救急隊・指揮隊を経て幹部職員である消防長となる。
○石橋 操大 i救急隊・救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 救急隊・救急救命士

【到違目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

91回 目 (静脈T各確保)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

92回 目 (静脈路確保)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

93回 目 (静脈路確保)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

94回 目 (静脈路確保)静脈T各確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

95回 目 (静脈路確保)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

96回 目 (静脈Tttllt保 )静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

97回 目 (静脈路確保)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

98回 目 (静脈路確保)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

99回 目 (静 DRttllFli保 )静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

100回 目 (静脈路確保)占争脈路確保が実施できる。 (来本手技・DVD)

101回 目 (静脈路確保)怖脈路確保が実施できる。 (来本手技・DVD)

102回 目 (静脈路確保)静脈路確保が実施できる。 (基本手技 ,DVD)

103回 目 (帝

'脈

路碓保及び某斉1投 与)静脈路市t保が実施できる。 (基本手技・DVD)

104回 目 (静脈路石t保及び某斉」投 |)静脈路確保が実施できる。 (基本手技 ,DVD)

105回 目 (静DR路碓保及び翼剤投ケ)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

準備学習
時間外学習

準備学習 :1年次で習つた手枝を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実
なスキルになるように几獨張りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を
目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅱ(応用手技 )

Emergency Care Practica Training(Apptted Sk‖ s)

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 灘辺 正信 /石橋 操大
実務経験 ○

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時 間

(8単位 )

開講区分 通年

曜日・時 月・木曜、1・ 2・ 3・ 4時限目]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状態、
情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各
処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
O灘辺 正信 :宗像地区消防本部にて42年勤務 救助隊・救急隊。指標隊を経て幹部戦員である消防長となる。
O石橋 操大 :救急隊'救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 救急隊・救急救命士

【到1達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

106回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

107回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

108回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

109回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

110回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

111回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

112回 目 (静脈ょイ欠確保及び薬剤投与)静脈路確物tが実施できる。 (基本手技・DVD)

113回 目 (静脈 V欠確保及び薬剤投与)静脈 |イ

女確保が実施できる。 ('→ 木手技・DVD)

114回 目 (静脈ょイ女確保及び薬剤投与)静脈路確保が実施できる。 (基本手技・DVD)

115回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)心肺停止忠者の対応として救急隊活動、静脈 V各確保、薬剤投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

116回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)心肺停 IL忠者の対応として救急隊活動、静脈ょЧ欠確保、薬剤投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

117回 目 (静脈路確保及び某剤投与)心肺停止忠著 lン )対応として救急隊活動、静脈路確保、薬斉1投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

118回 目 (静 lllk路確保及び薬剤投与)心肺停 IL患者の対応として救急隊活動、静》R路確保、来剤投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

119回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)心肺停 L患者の対応として救急隊活動、静脈路確保、某剤投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

120回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)′悴肺停 IL患者の対応として救急隊活動、静llく路確保、某剤投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

準備学習
時間外学習

準備学習 :1年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動のイ1東習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実
なスキルになるように頑張りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を
目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版)



2025年度 授業概要
学 科 :触魚救 命公務 員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅱ(応用手技 )

Emergency Care PracticD Training(App‖ ed Ski‖ s)

窪紫 : 必修 年次 2年次
担当教員 灘辺 正信 /石橋 操大
実務経験 O

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

360時 間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

月・木曜、Ⅲ2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状態、
情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各
処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修7時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
○灘辺 正信 i宗像地区消防本部にて42年勤務 救助隊・救急隊 '指揮隊を経て草↑部職員である消防長となる。
O石精 操大 :救急隊・救急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 救急隊・救急救命士

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

121回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)心肺停止患者の対応として救急隊活動、静脈路確保、薬剤投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

122回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)心肺停止患者の対応として救急隊活動、静脈路確保、薬斉u投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

123回 目 (静脈路確保及び栗剤投与)心肺停止患者の対応として救急隊活動、静脈路確保、薬斉」投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

124回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)心肺停止患者の対応として救急隊活動、静脈路確保、薬剤投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

125回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)心肺件Jと患者の対応として救急隊活動、静脈路確保、薬剤投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

126回 目 (静脈路確保及び薬剤投与)心肺停止患者の対応として救急隊活動、静脈路確保、薬剤投与が実施できる。 (デモ活
=)JOVD)

127回 目 (血材淑」定)血糖測定が実施できる。 (基本手技・DVD)

128回 目 (血糖淑」定)山 llir淑」定が実施できる。 (基本手技・DVD)

129回 目 (血締測定)巾 lfl淑」定が実施できる。 (基本手技・DVO)

130回 目 (山 lダ
よ:測定)ml,・測定が実施できる。 (基本手技・DVD)

131回 目 (血 llよ∫測定及びブドウ糖投与)血糖測定及びブ ドウ糖投与が実施できる。 (基本手技・DVD)

132回 目 (ょれ締測定及びブ ドウ糖投与)∫m精測定及びブ ドウ糖投与が実施できる。 (基本手技・DVD)

133回 目 (血糖測定及びブ ドウ糖投与)血糖測定及びブ ドウ糖投与が実施できる。 (基本手技・DVD)

134回 目 (血糖測定及びブ ドウ糖投与)血糖測定及びブ ドウ糖投与が実施できる。 (基本手上支・DVD)

135回 目 (血糖測定及びブ ドウ糖投与)血糖淑」定及びブ ドウ糖投与が実施できる。 (基本手技・DVD)

準備学習
時間外学習

準備学習 :1年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実
なスキルになるように頑3長りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を
目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト改訂11版 (へるす出版)



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習巨(応用手技 )

Emergency Care practica Training(Apphed Sk‖ s)

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 :  灘辺 正信 /石橋 操大
実務経験 i       O

授
形
業
態

実 習
総時間
(単位 )

360時 間

(3単位 )

開講区分 通年

日・時限 月・木曜、1・ 2・ 3・ 4時限目コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価(発症機序)や傷病者 (患者)の状態、
情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各
処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
O灘辺 正信 1宗像地隠消防本部にて42年勤務 救助隊・枚急隊・指揮隊を経て幹部職員である消防長となる3
0石橋 操大 :救急隊・教急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 救急隊'数急救命士

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

136回 目 (血 糖測定及びブ ドウ糖投与)m糖測定及びブ ドウ糖投与が実施できる。 (基本手技・DVD)

137回 目 (れ 糖測定及びブ ドウ糖投与)hL糖測定及びブ ドウ糖投与が実施できる。 (基本手技・DVD)

138回 目 (m糖測定及びブ ドウ糖投与)巾 糖測定及びブ ドウ糖投与が実施できる。 (基本手技・DVD)

139回 目 (11L糖測定及び静脈路確保、ブ ドウ粘投 lザ )1(血 糖が疑われる芯者の対応として救急隊活gりl、 血糖測定、静肘R路確保、ブドウ糖投与が実施できる。 (デモ活醗りJDVD)

140回 目 (血糖測定及び静脈路確保、ブドウ粘投与),(山と粘が死われる忠者の対応として救急隊活動、hI糖測定、静脈路llt保、ブドウ糖投与が実施できる。 (デモ′舌ф),DVD)

141回 目 |れと糖漑1定及び静脈路確保、ブドウ糖投′サ)ll(血構が疑われる忠者の対応として救急隊活動、市l糖測定、静脈路確保、ブドウ糖投与が実施できる。 (デモ活f)JDVD)

142回 目 (11糖洪J定及び静ll(路 確保、ブドウ精投与)低市[糖が疑われる患者の対応として救急隊活動、血と糖か1定、静脈路llL保、ブドウ糖投与が実施できる。 (デモ活TIJDV,)

143回 目 (ml糖測定及び静脈路確保、ブドウ精投′サ)|(血 精が疑わオRる 忠者の対応として救急隊活r)l、 市l糖測定、静脈路確保、ブドウ精投与が実施できる。 (デモ活チlJOⅥ≫

144回 目 (mと糖測定及び静lり k路確保、ブドウ糖機与),(血 糖が疑われる忠著の対応として救急隊活動、血精コ1定、静脈路確保、ブドウ祐投与が実施できる。 (デモ活動,VD)

145回 目 (血糖双1定及び静脈ぽ41と 掏t、 ブドウ糖投 t)低 血竹が疑われる忠者の対応として1文急隊活a)J、 市[糖測定、静ll、 ,4確保、ブドウ柄投与が実 llしできる。 (デモ活千11DⅥ》

146回 目 (mと糖必W定及び静〃RJ缶 ,t保、ブドウ精投 t)“ (h[怖 が与とわれる悲者の対応として救急隊活い),、 血祐〕1定、静〃R路碓掏と、ブドウ糖投与が実施できる。 (デモ活動DVD)

147回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷スキル (JPTEC)が 実施できる。 (基本手技・DVD)【状況評価・初期評価】

148回 目 (外傷スキル・丁PTEC)外傷スキル (TPTEC)が 実施できる。 (基本手技・DVD)【状況評価・初期評価】

149回 目 (外傷スキル・丁PTEC)外傷スキル (IPTEC)が 実施できる。 (基本手技・DVD)【状況評価・初期評価】

150回 目 (外傷スキル・IPTEC)外 傷スキル (JPTEC)が 実施できる。 (基本手技・DVD)【状況評価・初期評価】

準備学習
時間外学習

準備学習 :1年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実
なスキルになるように頑張りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を
目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版)



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅱ(応用手技 )

Emergency Care Practical Tra ning(Apphed Sk‖ Is)

必修
必修
選択

年次 2年次
担当教員 灘辺 正信 /石橋 操大
実務経験 ○

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

360時 間

(8単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

月・木曜、Ⅲ2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状態、
情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各
処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。
実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
O灘辺 正信 :宗像地区消防本部にて42年勤務 救助隊・救急隊・指揮隊を経て幹部職員である,肖防長となる。
○石橋 操大 :救急隊 ,救急枚命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 救急隊・救急救命士

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

授業計

151回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷スキル (JPTEC)が 実施できる。 (基本手技・DVD)【 状況評価。初期評価・全身生兄察】

152回 目 (外傷スキル・」PTEC)外傷スキル (JPTEC)が 実施できる。 (基本手技・DVD)【 状況評価・初期評価・全身繊奈】

153回 目 (外傷スキル・」PTEC)外傷スキル (JPTEC)が 実施できる。 (基本手技・DVD)【 状況評価・初期評価・全身観察】

154回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷スキル (JPTEC)が 実施できる。 (基本手技・DVD)【 状況評価・初翔評価・全身lt見奈】

155回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷スキル (JPTEC)が 実施できる。 (基本手技・DVD)【 状況評価・わJ期評価・全身樹案・継統観察・詳細観察 ,車内活動】

156回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷スキル (JPTEC)力 実`施できる。 (基本手技・DVD)【 状況評価・初期評価・全身観察・ll統観察・詳細観察・車内活動】

157回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷スキル (JPTEC)が 実施できる。 (基木手技・DVD)【 状況評価・初期評価・全身ィll家・継続観察・詳細観察・車内活動】

158回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷スキル (JPTEC)力 実`施できる。 (基本手技・,VD)【 状況評価・初lil評価・企身4兄察・率‖続緻祭・詳細祝察・車内活動】

159回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷傷病者に対する救急隊活動、外傷スキル (JPTEC)|こ 永づく活動が実施できる。 (デモ活動DVD)

160回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷傷病者に対する救急隊活動、外傷スキル (JPTEC)|こ 永づく活動が実施できる。 (デモ活動DVD)

161回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷傷病者に対する救急隊活動、外傷スキル (JPTEC)に 来づく活動が実施できる。 (デモ活動DVD)

162回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷傷病者に対する救急隊活動、外傷スキル (JPTEC)に 基づく活動が実施できる。 (デモ活動DVD)

163回 目 (外傷スキル・丁PTRC)外傷傷病者に対する救急隊活動、外傷スキル (丁PTEC)に 基づく活動が実施できる。 (デモ活動DVD)

164回 目 (外傷スキル・丁PTEC)外傷傷病者に対する救急隊活動、外傷スキル (丁PTEC)1こ基づく活動が実施できる。 (デモ活動DVD)

165回 目 (外傷スキル・アPTEC)外傷傷病者に対する救急隊活動、外傷スキル (丁PTEC)に 基づく活動が実施できる。 (デモ活動DVD)

準備学習
時間外学習

準備学習 :1年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実
なスキルになるように頑 B長りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を
目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版)



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習 I(応用手技 )

Emcrgencソ Carc Practical Tra n ng(App ed Sk‖ s)

必修
必修
選択

年次 2年次
担当教員 灘辺 正信 /石橋 操大
実務経験 ○

授業
形態

実 習
総時間 :360時 間
(単位):(8単位 )

開講区分

曜日'時限

通年

月・木曜、1・ 2,3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状態、

情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の目的、適応、手技、評価、合併症及び注意点を理解し、各

処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなければなりません。

実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有していきます。

本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
O灘辺 正信 :宗像地区消防本部にて42年勤務 救助隊・救急隊・指揮隊を工々ぇて幹部職員である消防長となる。
O石橋 操大 :救急隊・枚急救命士として北秋田市消防本部にて2年勤務 救急隊・救急救命士

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

166回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷傷病者に対する教急隊活動、外傷スキル (JPTEC)に 基づく活動が実施できる。 (デモ活動DVD)

167回 目 (外傷スキル・JPTEC)外傷傷 l,]者 に対する救急隊活動、外傷スキル (JPTEC)|こ 基づく活動が実施できる。 (デモ活動DVD)

168回 目 (外傷スキル・チPTEC)外傷傷 lフ ]者 に対する救急隊活動、外傷スキル (JPTEC)に 基づく活動が実施できる。 (デモ活動DVD)

169回 目 (総合演習)学年末試験に向けた練習・復習を行う。

170回 目 (総合演習)学年末試験に向りた練習・復習を行う。

171回 目 (総合演習)学年末試験に向けた練習・復習を行 う。

172回 目 (総合演習)学年末試験に向けた練習・復習を行 う。

173回 目 学年末試験① (静脈路碓物t・ 薬剤投与)

174回 目 学年末試験① (静脈llk碓物t・ 薬剤投与)

175回 目 学年末試験① (静 ll「k)lk碓切t・ 薬剤投与)

176回 目 学年末試験① (静脈路確保・薬剤投与)

177回 目 学年末試験① (静脈ll欠確保・薬剤投与)

178回 目 学年末試験① (静 llヽ路確保・某剤投与)

179回 目 学年末試験① (静脈路確保・業剤投与)

180回 目 学年末試験① (静脈路確保・来剤投与)

準備学習
時間外学習

準備学習:1年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情革限を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復してヤ凍習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 定期実技試験・学年末実技試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりません。1年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実

なスキルになるように頑 B長りましょう。2年次は主に救急救命処置を活用した隊活動になります。一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急救命士を

目芋旨しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士梓準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅲ(総合手技 )

Emergency Carc Pracdcal Tra n ng(Comprehcns vc Sk‖ s)

必修
選択

必 修 年次 3年次
担当教員 :   岡 優作 /佐方 祐貴
実務経験 :       ○

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

225時間

(5単位 )

開講区分

曜日・時限

通 年

火曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状
態、情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなけ
ればなりません。実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有してい
きます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
O佐方祐貴 :救急隊,救急激命士として津久見市消防本部にて2年勤務・熊本市消防局にで11年勤務

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

1回 目 (オ リエンテーション)3年次の到達目標を周知し、実習規則を説明し́、卒業実技試験の救急隊の隊編成を行う。

2回 目 (オ リエンテーション)4年次の到逹 日標を周知し、実習規則を説明し、卒業実技試験の救急隊の隊編成を行 う。

3回 目 (心肺停止状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停止状態忠者の救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブを使用し、実施できる)

4回 目 (心肺停止状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停 |に状態忠者の教急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブを使用し、実施できる)

5回 目 (心肺停止状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停止状態忠者の救急ィ手動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブを使用し、実施できる)

6回 目 (心肺停止状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停 L状態忠者の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブを使用し、実施できる)

7回 目 (心肺停止状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停 I「状態忠音の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブを使用し、実施できる)

8回 目 (心肺停 I卜状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺俸 |に状態芯哲の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブを使用し、実施できる)

9回 目 (心肺停止状態の思者を想定した活動)1文急隊として心川jtt L状態思者の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブを使用し、実施できる)

10回 目 (心肺停止状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停 IL状態忠哲t')救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブを使用し、実施できる)

11回 目 (心肺停止状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停 IL状態思葛の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブを使用し、実施できる)

12回 目 (心肺停止状態の思者を想定した活動)救 急隊として心肺停 L状態忠者の救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブを使用し、実施できる)

13回 目 (心肺停 lli状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停 li状態忠との救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除ホΠ動を使用し、実施できる)

14回 目 (心肺停止状態の忠者を想定した活動)枚 急隊として心肺停止状態忠イ (ア ,救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除和H動を使用し、実施できる)

15回 目 (心肺停止状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停止状態忠イの l(急 l卜 動を行 う。 (ラ リンゲアルチコーブ・除和‖動をl吏用し、実力とできる)

準備学習
時間外学習

準備学習:12年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動のイ東習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 実技認定試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

3年間の集大成を発揮する為に最後まで努力しましょう。救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりませ
ん。12年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実なスキルになるように頑張りましょう。そして一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急
救命士を目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救命 員科

科目名

(英 )

i  救急処置実習Ⅲ (総合手技 )

:Emcrscncy Care Pracuca Train ng(COmprchcns vc Sktts)

必修
選択

必修 年次 3年次
担当教員 :   岡 優作 /佐方 祐貴
実務経験 :       ○

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

225時間

(5単位 )

開講区分 :       通年
曜日・時限:   火曜、1・ 2・ 3・ 4時限目]―ス  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状
態、情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなけ
ればなりません。実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有してい
きます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
O佐方祐貴 i救急隊・救急救命士として津久見市消防本部にて2年勤務・熊本市,肖防局にて11年勤務

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

16回 目 (心肺件 11:状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停止状態忠者の救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細 l市)Jを使用し、実施できる)

17回 目 (心肺停 IL状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停止状態忠者の救急活動を行う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動を使用し、実施できる)

18回 目 (心肺件 11:状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停止状態忠者の救急活動を行う。 (ラ リンゲアルチューブ・除ホH動を使用し、実施できる)

19回 目 (心肺停止状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心月市停止状態忠者の救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動を使用し、実施できる)

20回 目 (心肺停 ||:状態の忠者を想定した活動)救 急隊として心肺停止状態恩者の救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動を使用し、実施できる)

21回 目 (胸痛忠者を想定した活い)l)救急隊として胸痛を訴える忠者 (■体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リンゲアルチューブ・防ミ細1)lを使用し、実施できる)

22回 目 (胸茄芯者を想定した活動)救 急隊として胸席を訴える忠者 (■体～人形)の救急活r')lを 行う。 (ラ リングアルチューブ・除細rllを使用し、実施できる)

23回 目 (胸 l・樹悲者を想定した活1)l)1女 急隊として打句痛を訴える忠者 (生体～人形)の救急活llllを 行う。 (ラ リングアルチューブ・除和‖動をll,用 し、実施できる)

24回 目 (胸サ市忠

`を
想定した澪助)1文急隊として胸痛を訴える息者 (どti体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リングアルチューブ ,除和‖丁llを使用し、実施できる)

25回 目 (1句 llll忠 者を想定したllヽ 動)救 急隊として胸J市を訴える忠者 (ノJ_体～人形)の救急活 l)lを行う。 (ラ リングアルチューブ・除細 lllを li用 し、実施できる)

26回 目 (ll]茄忠缶を想定した活〈ll)lk急隊としてll句痛を訴える忠者 (ノ+体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リングアルチューブ・防ミ細allを使用し、実施できる)

27回 目 (胸姉思 Fを想定した活ill)救急隊としてll匈痛を訴える忠者 (生体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リングアルチューブ・除和‖動をll用 し、実llし
‐
できる)

28回 目 (月句サ市8と を想定した活動)lk急隊として胸J市を91卜 える忠者 (■体～人形)の救急活 lillを 行う。 (ラ リンゲアルチューブ 昧和‖llJを 1'用 し、実施できる)

29回 目 (胸廂息吉を想ケとした活r,l)救急隊として胸llを ,liえ る忠右 (■体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リンゲアルチューブ・除和‖rllを使用し、実施できる)

30回 目 (1旬市患市を想定した活 lill)救急隊として胸llを 訴える息者 (生体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リングアルチューブ・除和‖動を使用し、実施できる)

準備学習
時間外学習

準備学習:12年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 実枝認定試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

3年間の集大成を発揮する為に最後まで努力しましょう。救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりませ
ん。12年次で身につけたスキルを再確言忍し、より正確で確実なスキルになるように頑張りましょう。そして一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急
救命士を目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂 11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
命公務員科

担当教員修
択
必
選

必 修 年次 3年次
実務経験 O

岡 優作 /佐方 祐貴
科目名
(英 )

救急処置実習Ⅲ (総合手技 )

Emcrgcncy Care Pracヽ ca Tra n ng(Comprchcns ve Sktts)

コース

授業
形態

実 習
総時間

(単位 )

225時間

(5単位 )

開講区分

曜日・時限 火曜、1・ 2・ 3・ 4時限目

通年

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価(発症機序)や傷病者(患者)の状
態、情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につ|

りません。実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有してい

授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

O岡優作 :救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○佐方祐貴 :救急隊・救急救命士として津久見市消防本部にて2年勤務・熊本市消防局にで11年勤

務経験

習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

【到達目標】

内容

31回 目 (胸痛忠者を想定した活動)教 急隊として胸痛を訴える忠者 (■体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リングアルチューブ・除細動を使用し、実施できる)

32回 目 (胸痛忠者を想定した活動)枚 急隊として胸痛を訴える忠者 (上に体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動を使用し、実施できる)

33回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた忠者 (■体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動・気管子市管を使用し、実施できる)

34回 目 (総合)救急隊として想定内容に応じた忠者 (41体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動・気管挿管を使用し、実施できる)

35回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた忠者 (■体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動・気管挿管を使用し、実施できる)

36回 目 (総合)救急隊として想定内容に応じた忠者 (4i体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動・気管サT管 を使用し、実施できる)

37回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた忠者 (■体～人形)の救急汚動を行う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動・気管JTl管を使用し、実施できる)

38回 目 (総合)救急隊として想定内容に応じた思者 (生体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動・気管!T管 を使用し、実施できる)

39回 目 (総合)枚 急隊として想定内容に応 じた忠者 (4i体～人形)の 1文急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除細動・気管!T管 を使用し、実施できる)

40回 目 (総合)枚 急隊として想定内容に応じた忠者 (4i休～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除細動・気管子T管を使用し、実施できる)

41回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた忠者 (4i体～人形)の 1女急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動・気管|¬ 管をlt用 し、実施できる)

42回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた忠考 (Ji体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リングアルチューブ・除細動・気管挿管を使用し、実施できる)

43回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応じた忠者 (Ji体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動・気管lT管 をl)_用 し、実施できる)

44回 目 (総合)救急隊として想定内容に応じた忠者 (生体～人形)の 1女急活動を行う。 (ラ リングアルチューブ・除和‖動・気管挿管を使用し、実施できる)

45回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応した想者 (生体～人形)の救急活動を令 う。 (ラ リングアルチューブ・除細動・気管挿管・静脈路碓保を使用し、実施できる)

準備学習
時間外学習

準備学習:12年次で習った手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 実技認定試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

3年間の集大成を発揮する為に最後まで努力しましょう。救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりませ
ん。12年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実なスキルになるように頑張りましょう。そして一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急
救命士を目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト改訂11版 (へるす出版)



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救命公務員科

必修
選択

必修 年 次 3年次
岡 優作 /佐方 祐貴担当教員 :

実務経験 : ○
科目名
(英 )

救急処置実習Ⅲ (総合手技 )

Emergency Carc Practical Tra n市 ig(Comprchens ve Sk‖ s)

ヨース
実 習

授業
形態

225時間

(5単位 )

総時間
(単位 )

通年

火曜、1・ 2・ 3・ 4時限目

開講区分

曜日・時限

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授

修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

を実施するのか、具体的に記載する)
こと

こつ

た ―ド

防,肖 及官 急救び救 と命士 て現場で活し る動す 内容 し1巴 1屋を理解 るす が 重 です要 実際の救 で急活動 要となる必 言平イ面状況 症機序(発 や傷 者病 患者) 状の
報1青 適 な切 応対 処置 適切 医療な 関機 等を選定 すI里角旱 る が必と なり たま要と ます 救急 処救命 の精置 を度 め 傷 (患病者 者 対の 力応 身を けな
りばな せま ん の し実除 救急 を想現場 定 活動を模擬救 し急隊と 練て訓 し 実 した活施 しツク しと て の動をフィ 隊 そ ぞれ れ 害」役 角写しを理 情 共有幸限を てし

○佐方牟右貴 :救急隊 士として津久見市消防本部にて2年勤務・熊本市消防局にて11年勤務

す

実務経験
○闘優作 :救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

【到達目標】

46回 目 (総合)枚 急隊として想定内容に応 じた忠者 (生体～人形)の救急活]力を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除和‖r力・気管「Tl管・静脈路確保を使用し、実施できる)

47回 目 (総合)枚 急隊として想定内容に応 じた忠者 (■体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除和‖」)l・ 気管挿管・静脈路確保を使用し、実施できる)

48回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応じた忠者 (生体～人形)の救急活こうもを行 う。 (ラ リングアルチューブ・除紳f力・気管 |千J皆 ・静VR路確保を使用し、実施できる)

49回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた忠者 (生体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除和‖動・気管挿管・静脈路確保を使用し、実施できる)

50回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた患者 (生体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ 。余細壼力・気管「吊督:。 静牡lk路確保をk用 し、実施できる)

51回 目 (総合)教 急隊として想定内容に応じた忠者 (生体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除細動・気管挿督:・ 静脈ユ焦確保を使用し、実施できる)

52回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた忠若 (生体～人形)の救急希動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除細動 気管挿省'・ 静脈 l文確保を使用し、実施できる)

53回 目 (総 合)救 急隊として想定内容に応 した忠者 (生体～人形)の救急活ll)lを行 う。 (ラ リンゲアルチューブ `除和‖llll・ 気むlT管・静脈 ll焦 確保をイJ用 し、実施できる)

54回 目 (総合)枚 急隊として想定内容に応 じた忠落 (■体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除細動 気省:I巨管 。青年l「、路碇保を使用し、実施できる)

55回 目 (総合)枚 急隊として想定内容に応 じた忠者 (生体～人形)の救急活巨l'Jを行 う。 (ラ リングアルチューブ 除細動・気管椰ど:。 青Ⅲ脈路確保をイ
'用

し、実施できる)

56回 目 (総合)枚 急隊として想定内容に応 じた忠著 (■体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除細 lll 気管)「管 。青Ⅲ脈路に保を使用し、実施できる)

57回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (生体)の救急活動を行う。 (JPTCCブ ロトコールが実施できる)

58回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (■体)の救急活動を行う。 (,PTECプ ロトコールが実施できる)

59回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (生体)lノ)救急活動を行う。 (JPTECプ ロトロールが実施できる)

60回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (生体)の救急活動を行う。 (JPTECブ ロトコールが実施できる)

準備学習:12年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。
準備学習
時間外学習 時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。

個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 実技認定試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

3年間の集大成を発揮する為に最後まで努力しましょう。救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりませ
ん。12年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実なスキルになるように頑張りましょう。そして一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急
救命士を目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅲ (総合手技 )

Emergency Carc PracScal Tra n ng(COmprchcns vc Sk‖ Is)

必修
必修
選択

年次 3年次
担当教員 :   岡 優作 /佐方 祐貴
実務経験 i       O

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

225時間

(5単位 )

開講区分

曜日・時限

通 年

火曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状
態、情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなけ
ればなりません。実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有してい
きます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
O佐方祐貴 :救急隊・救急激命士として津久見市消防本部にて2年勤務・熊本市消防局にて11年勤務
【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

|■ |―   ―坪奉■申1中―谷■|||■ ||■|■■i■■■―||■■■|
61回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (■体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコールが実施できる)

62回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた患者 (生体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコールが実施できる)

63回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応 じた忠者 (41体 )の救急活動を行 う。 (JPTECプ ロトコールが実施できる)

64回 目 (外傷)救 急瞭として外傷想定内容に応じた患者 (■体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコールが実施できる)

65回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (■体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコールが実施できる)

66回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (生体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコールが実施できる)

67回 目 (外傷)救急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (■体)の救急活動を行う。 (丁PTECプロトコールが実施できる)

68回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた患者 (生体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコールが実施できる)

69回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応 じた忠者 (■体)の救急活動を行 う。 (JPTECプ ロト郵―ル・静脈路確保が実施できる)

70回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応 じた忠苫 (■体)の救急活動を行 う。 (丁PTECプロトコール・静脈路確保が実施できる)

71回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (生体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・静脈路確保が実施できる)

72回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (`L体 )の救急活動を行う。 (IPTECプ ロトコール・静脈路確保が実施できる)

73回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた患者 (生体)の救急活動を行う。 (JPTCCプ ロトコール・静脈路確保が実施できる)

74回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じたは者 (生体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・静脈μ各確保が実施できる)

75回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (生体)(ア)救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・静脈路確保が実施できる)

準備学習
時間外学習

準備学習:12年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情幸Rを共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 実技認定試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

3年間の集大成を発揮する為に最後まで努力しましょう。救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりませ
ん。12年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実なスキルになるように頑張りましょう。そして一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急
救命士を目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅲ(総合手技 )

Emergencソ Care Pracdcal Tra n ng(Comprchcns vc Sk‖ ,s)

必修

選 択
必修 年次 3年次

岡 優作 /佐方 祐貴担当教員 :

実務経験 : O

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

225時間

(5単位 )

開講区分 1       通年
曜日・時限:   火曜、Ⅲ 2・ 3・ 4時限目コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価 (発症機序)や傷病者 (患者)の状
態、情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の精度を高め、傷病者 (患者)の対応力を身につけなけ
ればなりません。実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有してい
きます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
○岡優作 ;救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
○佐方祐貴 :救急隊,救急救命士として津久見市消防本部にて2年勤務・熊本市消防局にて11年勤務

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

業計画1内

76回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (■体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・静μR路確保が実施できる)

77回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (生体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・静脈路確保が実施できる)

78回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (■体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・静脈路確保が実施できる)

79回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (Bi体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・静l〕く路確保が実施できる)

80回 目 (外傷)救 急隊として外傷想定内容に応じた忠者 (生体)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・静脈路確保が実施できる)

81回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた忠者 (■体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除和‖
=力

・静脈路確保・薬斉1投与を使用し、実施できる)

82回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた忠者 (■体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除和‖動・柿 F、路 T,と保・英剤投与をlコ 用し、実施できる)

83回 目 (俗合)救 急隊として想定内容に応じたな者 (4i体～人形)の l(急活と力を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除細r力 ・詢 llF、 μ各碇保・薬剤投与を使用し、実施できる)

84回 目 (総 合)救 急隊として想定内容に応 じた忠著 (生体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除和1動 ・静脈路確保・来剤投与をイl用 し、実施できる)

85回 目 (総合)救 急隊とし́て想定内容に応 した忠者 (ノl体～人形)の救急活 lナlを行 う。 (ラ リングアルチューブ `除細f)J 静琢μ春確保・英剤投与を使用し、実施できる)

86回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応じた感落 にL体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リングアルチューブ・除和動・静脈T各確保・爽斉1投 与を使用し、実施できる)

87回 目 (総 合)救 急隊として想定内容に応 じた忠者 (4L体～人形)の技急活
=)を
行 う。 (ラ リンゲアルチューブ '除細Ill・ 柳 ll「、路確保・薬剤投与を使用し、実施できる)

88回 目 (総合)枚 急隊として想定内容に応 した忠者 (■ 体～人形)の l(急活 ll力 を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除細動 静lF(路確保・薬剤投与を使用し、実施できる)

89回 目 (総合)枚 急隊として想定内容に応 じた忠者 (生体～人形)の救急活下llを行 う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細動・古
'脈

μ4れ l:保・薬剤投与を使用し、実施できる)

90回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 した8者 (生体～人形)の救急活動を行う。 (ラ リンゲアルチューブ・除細ⅢIJ・ 静脈路m:保 ・薬剤投与を使用し、実力とできる)

準備学習 :12年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。
準備学習
時間外学習 時間外学習:隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。

個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 実技認定試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

3年間の集大成を発揮する為に最後まで努力しましょう。救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりませ
ん。12年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実なスキルになるように頑B長りましょう。そして一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急
救命士を目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅲ(総合手技 )

Emcrgcncy Carc Practical Tra ning(Oomprehensive Sk‖ s)

必修
選択

必修 年次 3年次
担当教員 岡 優作 /佐方 祐貴
実務経験 O

授業
形態

実 習
総時間
(単位 )

225時間

(5単位 )

開講区分 1       通年
曜日・時限:   火曜、Ⅲ 2・ 3・ 4時 限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価(発症機序)や傷病者(患者)の状
態、情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の精度を高め、傷病者(患者)の対応力を身につけなけ
ればなりません。実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有してい
きます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
○岡優作 :救急隊・救急救命士として福岡市消防局にて10年勤務
O佐方祐貴 :救急隊・救急救命士として津久見市消防本部にて2年勤務・熊本市消防局にて11年勤務
【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

91回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 じた忠者 (■体～人形)の救急活F)lを行 う。 (ラ リングアルチューブ・除細助・静lJく路確保・英剤投与を使用し、実施できる)

92回 目 (総合)救 急隊として想定内容に応 した忠者 (■体～人形)の救急活動を行 う。 (ラ リングアルチューブ・除れ11カ・静υ(路確保・共斉J投与を使用し、実施できる)

93回 目 (外傷)歓 急隊として外傷想 ,こ内本にlし、じた恩考 (生体～人形)の教急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・除和‖動・ラリングアルチューブ・ ll脈路確保が実方⊂できる)

94回 目 (外傷)枚 急隊として外傷想′ヒ内容に応じた忠者 (生体～人形)の教急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・除細動・ラリングアルチューブ・古F脈路確保が実施できる)

95回 目 (外傷)枚 急隊として外傷想定内本に応じた患者 (生体～人形)の救急活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・除細ご)l・ ラリングアルチューブ 市Ⅲ月l(路確保が実施できる)

96回 目 (外傷)枚 急隊としてタト傷想定内容に応じた忠者 (生体～人形)の教急活Tw力 を行う。 (JPTECプ ロトコール 除細助・ラツングアルチョーブ・静脈路確保が実施できる)

97回 目 (外傷)技 急l卜 として外傷恕定内容に,さ じた患者 (4i休 ～人形)の救芯活動を行う。 (JPTECプ ロトコール・除れH:rカ  ラリングアルチューブ 静脈路lに lオ が実施できる)

98回 目 (′
アト傷)1文急隊として外傷想ケど内容に応じた8者 (生体～人形)の救急括壺ちを行う。 (JPTECブ ロトコール 除和‖動・ラリングアルチューブ・古Ⅲ脈ザ′tll保 が実施できる)

99回 目 (外傷)1文急隊として外傷想 ,ど内容に応した恩者 (4i休 ～人形)の枚急活動を行う。 (∫ PTECブ ロトコール・除和‖rll ラリングアルチューブ 古れ脈路ftliが 実施できる)

100回 目 (外傷)lt志卜kと して外傷想定内容に応じた8者 (生休～人形)の救急l卜F動 を行う。 (1'TECプ ロトコール・除ネ‖動・ラリシグアルチューブ 士れ脈路航l十が丈施できる)

101回 目 (外傷)歓 急 ,(と して外傷想ケと内容に応した忠者 (生休～人形)の 1文急活Ⅲ力を行う。 (IPTECフ ロトコール・除和‖動 ラリングアルチューブ・古れ脈路確l十が実施できる)

102回 目 (外傷)1文急隊として外傷想定内容に応した恩
`(4i体

～人形)の救急活巨力を行う。 (〕 PTECブ ロトコール・除れlr)l・ ラリシゲアルチューブ とⅢ脈路rt保が実施できる)

103回 目 (外傷)Jt急隊として外傷想定内容に応じた患者 (4i体 ～人形)の救急活動を行う。 (IP「 ECブ ロトコール 除対‖動・ラリングアルチューブ ll l、路確保が実施できる)

104回 目 (タト傷)救 急隊として外傷想定内′′卜に応した想士 (生 l小～人形)の救急活動を行う。 (IPTECブ ロトコール 除¬側動・ラリンゲアルチューブ 静ll(路おtl【が実施できる)

105回 目 (総合)救急隊として内因・外傷想定内容に応じた忠者 (生体～人形)の救急活動を行う。 (⌒プロトコールが実施できる)

準備学習:12年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。
準備学習
時間外学習 時間外学習:隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。

個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 実技認定試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

3年間の集大成を発揮する為に最後まで努力しましょう。救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりませ
ん。12年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実なスキルになるように頑張りましょう。そして一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急
救命士を目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅲ(総合手技 )

Emcrgcncy Carc Pracuca Trahing(Comprchcns vc Sk‖ ,s)

必修
必修

選 択
年 次 3年次

担当教員 岡 優作 /佐方 祐貴
実務経験 O

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

225時間

(5単位 )

開講区分 :       通年
曜日・時限:   火曜、Ⅲ2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有ずる教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防官及び救急救命士として現場で活動する内容を理解し把握することが重要です。実際の救急活動で必要となる状況評価(発症機序)や傷病者(患者)の状
態、情報、適切な対応、処置、適切な医療機関選定等を理解することが必要となります。また、救急救命処置の精度を高め、傷病者(患者)の対応力を身につけなけ
ればなりません。実際の救急現場を想定した活動を模擬救急隊として訓練し、実施した活動をフィードバックし、隊としてそれぞれの役割を理解し、情報を共有してい
きます。
本授業修了時には実際の救急現場を想定した活動を救急救命士として実施できるようになる。

実務経験
O岡優作 :救急隊・激急激命士として福岡市消防局にて10年勤務
O佐方祐貴 :救急隊・救急救命士として津久見市消防本部にて2年勤務・熊本市消防局にて11年勤務

【到達目標】

実習室内外におけるシミュレーション実習により、即戦力となる知識・技術を身に付け、実際の救急現場での対応が出来るようになる。

授業計画'内容 |― ■

106回 目 (総合)救 急隊として内因・外傷想定内容に応じた患者 (4i体～人形)の救急活動を行う。 (各プロトコールが実施できる)

¬07回 目 (総合)救 急隊として内因・外傷想定内容に応じた忠者 (生体～人形)の救急活動を行う。 (各プロトコールが実施できる)

108回 目 (総合)救 急隊として内因・外傷想定内容に応じた患者 (/lt体～人形)の救急活動を行う。 (/ゼ争プロトコールが実施できる)

刊09回 目 (総合)救 急隊として内因・外傷想定内容に応じた忠者 (Ji体～人形)の救急活ヨil方を行う。 (各プロトコールが実施できる)

呵司O回 目 (総合)救 急隊として内因・外傷想定内容に応じた忠者 (生体～人形)の救急活動を行う。 (各プロトコールが実施できる)

刊可¬回目 (総合)救 急隊として内因・外傷想定内容に応 じた忠者 (生体～人形)の救急活動を行 う。 (各プロトコールが実施できる)

刊12回 目 (総合)救 急隊として内因・外傷想定内容に応じた忠者 (生体～人形)の救急活動を行う。 (各プロトコールが実施できる)

刊可3回 目 (総合)救 急隊として内因・外傷想定内容に応 じた忠者 (■体～人形)の救急活動を行 う。 (各プロトコールが実施できる)

準備学習
時間外学習

準備学習 :12年次で習つた手技を復習すること。また、隊で情報を共有し連携を高める。

時間外学習 :隊活動の練習を反復して練習する。隊活動の練習については基本想定を実施し、フィードバックまで行うこと。
個人練習できる手技については復習すること。

評価方法 実技認定試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

3年間の集大成を発揮する為に最後まで努力しましょう。救急現場で実際の傷病者に対して適切な対応や処置が出来るようにならなければなりませ
ん。12年次で身につけたスキルを再確認し、より正確で確実なスキルになるように頑張りましょう。そして一人でもでも多くの傷病者、患者を救える救急
救命士を目指しましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

救急救命士標準テキスト 改訂11版 (へるす出版 )



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救命 員科

必修
選択

選択 年次 3年次
O

灘辺 正信担当教員 :

実務経験 i

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接 )

Pub c SeⅣ ant Lecture(Advanccd・ Apphca`on)

ヨース

業
態
授

形
演習

345時間

(23単位 )

総時間
(単位 ) 水曜、3・ 4時限目

前期開詰区分

曜日・時限

防士になるためには、1次試験 (教養試験)突破をし、2次試験 (面機試験)に合格する必要がある。2次試験は人物を重視した画接試験であるが、何度もいろいろ

宗像地区消防本部にて42年勤務 放助隊・枚急隊■旨揮隊を経て幹部戦員である消防長となる。

見 のような授業を実施するのか、具体的に記載する)

と練習をする必要がある。

【授業の学習内容】 (※実務経験のあ

目標の消防の情報収集をしながら、自己分析をし、何か強みなのかなど基礎を固めた上で面接練習に臨み、公務員2次試験(面接試験)で最終合格を勝ち取る。
<具体的な目標>
目標①講話や情報収集又は説明会を通して、公務員の現状を知ることができる
目標②自己分析をし、自分の強みを知ることができる
目標③自己分析を元に受け答えができる
目標④模擬面接会や集団討論などいろいろなことを実施し、最終的に2次試験に合格できる

【到達目標】

135回 目 就職についての講話

136回 目 目標①消防士になるためには〈救急教員)の講話 公務員試験情報収集の仕方などがわかる

137回 目 目標①公務員情報を元に就職受験先を決めることができる。

138回 目 目標①就職受験先について情報収集をするができる。

139回 目 目標①履歴書作成に必要な情報をまとめることができる

140回 目 目標②自己分析ができ、自己分析シーHこ書くことができる

141回 目 目標②自己分析ができ、長所短所が書くことができる

142回 目 目標②自己分析ができ、志望動機が書くことができる

143回 目 目標②履歴書を完成し、自分の強みがわかる

144回 目 目標③履歴書を元に、いろいろな質問でも受け答えができる

145回 目 目標③履歴書を元に、少し圧迫ぎみな質問でも受け答えができる

146回 目 目標③集団画接 2テームに分け、受け答えができる

147回 目 目標①消防試験に合格するため(救急教員)の講話やどのようなことをしておかないといけないかがわかる

148回 目 目標④集団討論1回 目 題を与え、2チームに分け、その題について討論をし、フィードバックする

149回 目 目標④集団討論2回 目 題を与え、3テームに分け、その題について討論をし、フィードバックする

準備学習
時間外学習

自己分析は、きちんと自分自身を振り返り、画接ノートを作成するのをおすすめします。そのノートを元に面接練習を繰り返し、その度ごとにノートを書き
かえることで自分だけのノートが出来上がります。それから、目標とする消防の情報収集が不可欠になります。時間を見つけては、消防のホームページ
や消防年草Rを見て、画接で言うことを整理した方が、よリスムーズに本番の画接に臨むことができます。

評価方法

消防試験最終合格に目標に立て、面接練習 (集団画接・個別画接)や集回討論などの演習を交えながら、総合的に評価する。
●提出物 (200/。 )
●面接練習(200/0)
●模擬面接会(60。/。 )
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

面接練習は、いろいろな先生にしてもらうのがベストです。一人で乗り越えるのではなく、たくさんの先生の力を借りながら、アドバイスをもらいながら、繰
り返し繰り返し面接練習をして下さい。努力あるのみです。努力した人は、必ず最終合格が勝ち取ることができます。頑3長って下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

教材 i自 己分析シート、直近3年間の復元シート(消防ごと)1次試験用・2次試験用



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接 )

Pubhc Servant Lecture(Advanced・ App cation)

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員 灘辺 正信

実務経験 O

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位)

開講区分 i       前期
曜日・時限:    水曜、3・ 4時限目]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

消防士になるためには、1次試験 (教養試験)突破をし、2次試験 (面接試験)に合格する必要がある。2次試験は人物を重視した面接試験であるが、何度もいろいる
な先生と練習をする必要がある。

実務経験 :宗像地区,肖防本部にて42年勤務 救助隊・欺急隊・指揮隊を経て幹部競員である消防長となる。

【到達目標】

目標の消防の情報ll又集をしながら、自己分析をし、何か強みなのかなど基礎を固めた上で面接練習に臨み、公務員2次試験 (面接試験)で最終合格を勝ち取る。
<具体的な目標>
目標①講話や情報収集又は説明会を通して、公務員の現状を知ることができる
目標②自己分析をし、自分の強みを知ることができる
目標③自己分析を元に受け答えができる
目標④模擬面接会や集団討論などいろいろなことを実施し、最終的に2次試験に合格できる
目標⑥病院実習に提出する履歴書を完成することができる。

150回 目 目標⑤病院実習先の情報をより多く集めることができる。

151回 目 目標⑤病院実習先の情報を元に履歴書を作成することができる。

152回 目 目標⑤履歴書を完成させ、いつでも志望動機を答えることができる。

153回 目 終講試験対策 【履歴書】

154回 目 終講試験対策 【模擬面接】

準備学習
時間外学習

自己分析は、きちんと自分自身を振り返り、面接ノートを作成するのをおすすめします。そのノートを元に面接練習を繰り返し、その度ごとにノートを書
きかえることで自分だけのノートが出来上がります。それから、目標とする消防の情報収集が不可欠になります。時間を見つけては、消防のホーム
ページや消防年報を見て、面接で言うことを整理した方が、よリスムーズに本番の面接に臨むことができます。

評価方法

消防試験最終合格に日標に立て、面接練習 (集団面接・個別面接)や集団討論などの演習を交えながら、総合的に評価する。
●提出物 (20。/。 )
●面接練習 (200/o)
●模擬面接会 (600/o)
割合で成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

画接練習は、いろいろな先生にしてもらうのがベストです。一人で乗り越えるのではなく、たくさんの先生の力を借りながら、アドバイスをもらいながら
線り返し線り返し面接練習をして下さい。努力あるのみです。努力した人は、必ず最終合格が勝ち取ることができます。頑張って下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

教材 :自 己分析シート、直近3年間の復元シート(消防ごと)1次試験用・2次試験用



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

情報科学

Information Science

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 :

実務経験 :

山園 陽介

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30時間

(2単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

木曜、2時限目]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

Power Point、 Excel、 Wordの基本操作をマスターすることはもちろんであるが、ネット社会を今後生き抜くために必要なスキル・知識を身に付けさせる。
(例 )パソコン、スマホ、USBメモリ、スマートウォッチの持ち込み事情
パソコンを買う前に押さえておきたいOS、 オフィスソフト
Web全般、SNS界隈の大人の事情

【到達目標】

目標①Powe「 Pointの基本操作を理解し、資料作成ができる。
目標②Excelの基本操作を理解し、資料作成ができる。
目標③Wordの基本操作を理解し、資料作成ができる。
目標④Youtubeの サムネイルやインスタグラムの投稿画像を編集、制作することができる。

1回 目 目標① 自己紹介をするこができる。

2回 目 目標① クラスメイトを紹介することができる。

3回 目 目標② タイピングテストの結果を記録してグラフにすることができる。

4回 目 目標① PC室の利用ルールをプレゼンテーションすることができる。

5回 目 目標② 出張旅費精算などのフォーマットを崩さずに編集することができる。

6回 目 目標② 学校のフォーマットを活用して履歴書を作成することができる。

7回 目 目標③ 研修や食事会の案内を作ることができる。

8回 目 特別目標 オンライン共同編集について体験することができる。

9回 目 目標④ 制作や投稿をするにあたっての注意事項などを聞き、理解を深めることができる。

10回 目 目標④ テンプレートを自ら探り、同等のものを制作することができる。

11回 目 目標④ 文字の装飾や画像の取り込み方、配置になれることができる。

12回 目 目標④ 【学ぶはマネぶ】お手本となる動画を探し、その通りに制作をすることができる。①

13回 目 目標④ 【学ぶはマネぶ】お手本となる動画を探し、その通りに制作をすることができる。②

14回 目 目標④ お題を考えて独自の動画を制作することができる。①

15回 目 目標④ お題を考えて独自の動画を制作することができる。②

準備学習
時間外学習

復習は不可欠である !

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

「学ぶ」の語源は「マネぶ」である。今後は学生という鎧をぬぐため、もう守ってもらえない !社会に出たら全員が平等に扱ってくれないし、やり直しが出
来ない環境になる |そのためにも人の良い部分をマネて成果を出していく必要性がある。また、一度覚えても復習しなかったら、長期記憶として定着す
るのは250/O程度しかない !必ず復習をするようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

滋慶学園指定テキスト使用

【COMPUTER BASIC Powerpont・ Exce・ Ⅵrord】



2025年度 授業概要
弓占 禾斗  ! 求t急救命公務員科

科目名
(英 )

英会話・医学英語

English Conversation・ Medical English

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員 ILC

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

30時間
(2単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

木曜、1時限目]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

グローバル化している現代社会において、患者の多様化に対し、医療従事者として適切な対応を行う為、一般的な医学英語を習得する必要がある。
一般的かつ日常的医療英語習得の為、リスニングやコミュニケーション、プリント等を使用した授業により単語や文法を理解し、本授業終了時には日常的・一般的な
英会話を用いてコミュニケーシヨンや対応が出来るようになる。

【到達目標】

医療従事者として必要とされる日常英会話の基礎を学び、グローバル化している現代社会において順応な対応ができる。

<具体的な目標>
目標①日常英会話の基礎を学び、一般的なコミュニケーションをとることが出来る。
目標②日常英会話の基礎を学び、医療従事者として一般的な医療英語を用いて患者に適切な対応が出来る。

授業計画・内容
―

1回 目 onentajon,&Chapter l 受付で使用する重要単語を理解できる。

2回 目 Chapter l受付で対象者と基本的な英語対応ができる。

3回 目 Chapte「 2病院案内において英語で対応できるよう整形外科や小児科、眼科などを英語で表現でき、また案内もできる。

4回 目 Chapter 2病院案内において英語で対応できるよう整形外科や小児科、眼科などを英語で表現でき、また案内もできる。

5回 目 Chapter 3基本的な体の部位の名称を英語で理解し、患者の症状や痛みなどを英語で正確に聴取しI情報を収集できる。

6回 目 Chapter 3基本的な体の部位の名称を英語で理解し、息者の症状や痛みなどを英語で正確に聴取し1青報を収集できる。

7回 目 Chapter 4様 々な患者の症状や痛みなどを英語で正確に聴取し情報を収集できる。

8回 目 ChapteL 4様 々な患者の症状や痛みなどを英語で正確に聴取し情報を収集できる。

9回 目 Chapter 5問診 (既往歴・家族歴)に関する基本的な英語対応ができる。

10回 目 Chapter 5問診 (既往歴・家族歴)に関する様々な英語対応がスムーズにできる。

11回 目 Chapter 6問診 (アレルギー・生活習慣)に関する基本的な英語対応ができる。

12回 目 Chapter 6問診 (アレルギー・生活習慣)に関する様々な英語対応がスムーズにできる。

13回 目 Ch9pter 7内科1(身体測定・診察時の表現)に関する英語対応ができる。

14回 目
Chapter 8 V tal signsl students w illearn hOw to describe vital sign nieasurements to patients

内科2(バイタルサインの測定)に関する基本的な英語対応ができる。

15回 目 総復習

準備学習
時間外学習

必要に応じて、事前にテキストに目を通して単語を確認しておく、授業後に分からなかった箇所を再確認しておいて下さい。

評価方法

定期試験にて知識・技能の到達評価を行う。
●定期試験 (100%)
上記にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

受身の姿勢ではなく、自分から発信し、積極的な姿勢で授業に参加してください。
医療英語を楽しく学びましょう。分からない時は遠慮せずに先生に質問してください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 IILC国 際語学センター :医療英語コミュニケーション 特定非営利活動法人 医療・福祉英語検定協会



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救 員科

科目名
(英 )

生命・医学倫理

Life・ Medicine Theory

必修
選択

必修 年次 ¬年次
担当教員

実務経験

漬崎 大稀

授業
形態

講 義
総時間
(単位 )

15時間

(1単位)

開講区分

曜日・時限

前期

木 、3時限目ヨース  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士がかかわる対象は、ヒト、すなわち「人間」である。そしてすべての人間が日々営んでいる生活については、自分自身の体験や、家族や友人、あるいは学
校や職場といつた地域社会で出会う人々との人間関係を通じて、自ずと理解できているが、その多くの部分を、常識化した社会通念として、他者と共有しているもと
考えることが必要である。
また、独急救命士の業務遂行には、救急医学を中心とした医学全般にわたる知識や、救急医療制度に関する理解、さらには、鬱病者の救護や搬送に必要な種々の
技術を身につけることが必要であり、これらを科学的アプローチと科学的思考とに基づいて行うことにより、救急救命士の業務の質が担保され、救急医療の進捗がも
たらされる。
さらに、救急救命士に許されている医行為は、現状において限定的であり、基本的に医師の指示の下で行われるが、医療を行う医療従事者であることについては同
列であるため、医学的に、かつ、倫理的に正しい医療を行う基本原則を理解する必要がある。集回ディスカッションやグループワーク等の授業により医療の基本概
念を理解し、本授業終了時には救急救命士として医療従事者として適切な対応ができるようになる。

【到達目標】

生命の専さを認識し、人の誕生から死までの間に起こりうる出来事を学び、倫理的基盤を身につけ、医療人として対応することができるようになる。
<具体的な目標>
目標①人間と人間生活についてが説明できる
日標②生命倫理と医の倫理について説明できる、

1回 目 (目標①)人間の身体と心、人間の生活と暮らしについて説明できる

2回 目 (目 標①)「科学的思考」をもって業務を遂行するための知識を習得し、自然科学の基盤となる「客観性」について説明できる

3回 目 (目標①)「仮説」とその「実証」から「事実」を導く手法を学び、自然科学における「再現性」と「普遍性」の重要性について説明できる

4回 目 (目標②)救急隊員としての社会的な具体的責務や日常的な業務について倫理的な意義について列挙できる

5回 目 (目 標②)傷病者が自ら判断する能力を評価し、判断できないときに支援できる

6回 目 (目 標②)業務の内容について傷病者・家族らにわかりやすい説明ができ、同意を得ることができる

7回 目 (目 標②)傷病者が搬送の業務などを拒否した場合の対応方法を説明でき、傷病者が終末期にある場合に、対応策を選択できる

8回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

特に事前学習は必要ありません。しかし、講義内容の復習はしっかり行いましょう。
●復習・見直し

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

医療人として救急救命士を志す者として必要な原則的知識となります。基本的原則を理解した上で医療人として患者を対応してください。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救 員科

科目名
(英 )

病理学

Pathology

必修
選択

必 修 年次 1年次
担当教員 :

実務経験 i

漬崎 大稀

授業
形態

講義
総時間
(単位)

30時間

(2単位 )

開講区分 i       後期
曜日・時限i     木曜、4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

病理学では、疾患についての基礎的な知識から疾患や病態における所見、医療で用いる用語、細胞レベルでの変化や損傷の種類、また死についてまで
幅の広い内容を学ぷ。資料やスライドを用いて各分野の理解度を高めていく。病理学を修了するときには各分野の内容を説明できるようになる。

【到達目標】

疾病の病因病理学や微生物と感染・免疫との相互関係について基礎的内容を理解することができるようになる
<具体的な目標>
目標①疾患について説明できる。
日標②炎症と感染について説明できる。
目標③循環障害について説明できる。
目標④退行性病変と進行性病変について説明できる。
目標⑤腫瘍について説明できる。
目標⑥先天異常について説明できる。
日標⑦損傷について説明できる。
目標③死について説明できる。

―
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1回 目 (目標①)原因、発症と経過について説明できる。

2回 目 (目標①)回復に必要な要素、疾患の予防について説明できる。

3回 目 (目標②)炎症について説明できる。

4回 目 (目標②)感染症について説明できる。

5回 目 (目標③)虚血、うっ血について説明できる。

6回 目 (目標③)出血、血栓と塞栓について説明できる。

7回 目 (目 標③)梗塞、浮腫について説明できる。

8回 目 (目 標④)退行性病変、進行性病変の違いや種類について説明できる。

9回 目 (目標⑤)1重瘍について説明できる。

10回 目 (目標⑤)良性腫うと悪性腫瘍の違いや特徴について説明できる。

11回 目 (目 標⑥)内因性先天異常、外因性先天異常について説明できる。

12回 目 (目 標②)損傷、創傷治癒について説明できる。

13回 目 (目標⑧)死の概念、死体現象について説明できる。

14回 目 (目標③)死にかかわる手続きと検査、死体の尊厳について説明できる。

15回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

(目 標①～⑥)について予習として使用教科書を熟読し、解剖学・生理学の復習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う

受講生への
メッセージ

解剖学・生理学の内容を理解していることが前提となる科目で、病理学を修了するころには医療従事者として必要な基礎知識を網羅していなければな
らない。授業を終えた後も身につけた知言哉を失わないように、継続的に復習をするようにしてください。
また国家試験に出題される範囲としても多い分野となります。真剣に授業に取り組んでください。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂11版 救急救命士 標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

公衆衛生学

Public Health

必修
選択

必修 年次 1年次
担当教員

実務経験

演崎 大稀

授業

形態
講 義

総時間
(単位)

15時間

(1単位 )

開講区分

曜日・時限

後期

月曜、1時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

「日本国憲法」第25条には「すべて国民は、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を有する。国は、すべての生活部面について、社会福祉、社会保障及び公衆
衛生の向上及び増進に努めなければならない」と言Eわれている。この憲法に基づいて法律の規定や各種施設が実施される。救急医療体制、救急救命士制度も健康
の維持・増進のための1つである。また、医師、歯科医師、薬剤師、看護師などの保健医療従事者は疾病の予防、治療、リハビリテーションを通じて国民の健康を維
持・増進する職種であり、救急救命士は病院前医療を通じて国民の健康の維持・増進に寄与する保健従事者である。「公衆衛生」とは「環境衛生、感染症の対策、
個々人の衛生教育、疾病の早期発見・早期治療のための保健医療サービスやすべての人が健康の保持に適した生活を送れるような社会機構の形成に対する組織
的な地域の取り組みを通じて疾病の予防・長寿を目指し、精神と身体の保持・増進を図る科学技術である」と定義されている。この内容を「整合性がとれる」ように線
り返し改善・向上しながら「効果」「効率」「魅力」を高めるインストラクショナルデザインの実践を行い本授業終了時には各々の説明ができるようになる。

【到達目標】

近年の少子高齢化や保健所の役割、学校・母子保健、精神保健福祉等について学び、保健医療制度の仕組みと現状ついて説明できる。
<具体的な目標>
目標①公衆衛生の仕組みを説明できる
目標②医療を取り巻く環境を説明できる
目標③環境保健を説明できる
目標④公衆衛生を支える仕組みを説明できる

1回 目 (目 標①)公衆衛生の仕組みを説明できる 1健康とは 2公衆衛生の定義 3健康指標 4公衆衛生に関係する行政組織

2回 目 (目標②)医療を取り巻く環境を説明できる 1人 口構造の変化 2疾病構造の変化 3受療状況の変化

3回 目 (目 標②)医療供給体制を説明できる   1保 健医療従事者 2医療機関 3「医療法」と医療計画4在宅医療と地域包括ケア

4回 目 (目標③)環境保健を説明できる 可食品衛生 2公害と環境

5回 目
(目 標④)公衆衛生を支える仕組みを説明できる 労1動衛生を支える仕組み 1「労働者災害補償保険法」と労働災害 2労働衛生 3作業関連疾患

4トータルヘルスプロモーションプラン 5産業医

6回 目
(目 標④)学校・母子保健・地域保健を支える仕組みを説明できる
地域保険を支える仕組みを説明できる

1母子保健指標 2母子保健
1「地域保健法」と保健所(市町村保健センター)2健康増進

7回 目
(目 標④)高齢者を支える仕組みを説明できる
精神保健福祉を支える仕組みを説明できる 精神保健福祉を支える仕組み 1入院形態 2人権擁護 3関連施設

8回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

(目標①)公衆衛生の仕組みを知り保健指標を学ふ事で組織的社会活動の重要性を深める事ができるので復習が必要です。
(目標②)医療を取り巻く環境を知る事で人口構造・疾病構造の変化を学び保健医療従事者の役害1に対する理解が深まるため復習が必要です。
(目標③)環境保健を知る事で、食中毒・環境汚染・産業廃棄物について理解でき適切な傷病者対応ができるので復習が必要です。
(目 標④)これから労働者となるため「労働者の疾病」や保障制度を知る。児童・母子・高齢者・精神保健施設について学ぷ事で傷病者に寄り添った対応
ができるため復習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力 :人口減少・少子高齢化が進展している現在、2035年には4人に1人が高齢者となる事が推測されます。医療技術の進歩により平均寿命は延びる
一方、支援や 介護を必要とする期間も長くなります。加えて病院受療率も高くなり病院医療体制は圧迫され傷病者の医療は傷病者の自宅や介護施設
で行うのが主となります。さらに精神疾患傷病者も増加しており救急搬送件数も増加していることから救急医療体制の整備がこれまで以上に必要になり
ます。このような保健医療制度につて知っておく事が今度の現場活動に活かされます。
授業計画 :看護師として今まで経験した事をみなさんにお話ししながら授業を進めていきたいと思います。
講義終盤には終講試験対策で国家試験過去問題 (選択問題)を行い国家試験に備え少しずつ慣れていきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書〕

教科書 i改訂第11版救急救命士テキスト ヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急症候学

Emer「ency Symptomatology

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 :

実務経験 :

漬崎 大稀

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

45時間

(3単位 )

開講区分 後期

曜日・ 水曜、1・ 2時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

枚急病態生理学 Iで習得した内容からさらに各症候・病態生理を深める事で救命の連鎖である「二次救命処置と自己心拍再開後の集中治療」について説明できる
ようになる。救急救命士は一次救命処置 (BLS)と平行して「救急救命処置」の「特定行為」である薬剤投与や気道確保器具などを利用した二次救命処置を行う事でよ
り多くの傷病者の救命率の向上と予後の改善に繁がります。最終的にAHA―ACLSプ ロバイゲー受講取得をする事で本授業修了時には各々の説明ができるようにな
る。

②腹痛について説明できる
③吐血・下血について説明できる
③腰痛・背部痛について説明できる
⑩体温上昇について説明できる

【到達日標】

循環系、呼吸系、消化系、泌尿器系に関わる疾患の症候・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・言平価・救急処置ができるようになる。
その他各種疾患の症候・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるようになる。
<具体的な目標>
目標①めまいについて説明できる
目標②呼吸困難について説明できる
目標③喀血について説明できる
目標④失神について説明できる
目標⑤胸痛について説明できる
目標⑥動悸について説明できる

1回 目
(目標①)めまいについて説明できる
・定義、概念・発症機序

2回 目
(目標①)めまいについて説明できる
'分類1末梢性2中枢性3失神性

3回 目
(目標①)めまいについて説明できる
・原因疾患末梢性、中枢性、失神性の鑑別

4回 目
(目標①)めまいについて説明できる
。随伴症状・緊急度、重症度の判別・現場活動

5回 目
(目標②)呼吸困難について説明できる
・定義、概念・分類可 吸気性呼吸困難2呼気性呼吸困難3混合性呼吸困難

6回 目
(目標②)呼吸困難について説明できる
。原因疾患1呼吸系2循環系3外因系、随伴症状・緊急度、重症度の判断・現場活動

7回 目
(目標③)喀血について説明できる
,定義・分類・喀血による影響

8回 目
(目標③)喀血について説明できる
・原因疾患・半1別を要する病態・緊急度、重症度の判断。現場活動

9回 目
(目標④)失神について説明できる
,定義、概念・原因疾患

10回 目
(目標④)失神について説明できる
・判別を要する病態・緊急度、重症度の判別・現場活動

11回 目
(目標⑤)胸痛について説明できる
・定義、概念・発症機序

12回 目
(目

・原
標⑤)胸痛について説明できる
因疾患・緊急度、重症度の判断・現場活動

13回 目
(目標⑥)動悸について説明できる
・定義、概念・発症機序

14回 目
(目標⑥)動悸について説明できる
。原因疾患・随伴症状・緊急度、重症度の判断・現場活動

15回 目
(目標⑦)腹痛について説明できる
・発生機序コ 内臓痛2体性痛3関連痛、原因疾患1 内臓痛2体性痛3関連痛

準備学習
時間外学習

前提:この授業を受けるには、臨床医学脳神経・呼吸器・循環器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、脳神経・循環器・呼吸器・血液生理学、運動
学について予習が必要です。
(目標①～⑥)各症候の振り返りと復習が必要です
最終的にAHA―BLSプロバイダー受講するので事前学習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力:二次救命処置は「特定行為」であり医師との連携が必須で特定行為指示要請が必要となります。傷病者の状態を迅速に的確に伝えるためには各
症候に関する知識が必要です。また具体的な指示を得るためには日常から自己研鑽が必要です。AHA―ACLSプロバイダー受講する事で実際に活動内
容を体験・学ぶ事で理解が深まり今後の現場活動に活かされます。
授業計画:最終的にAHA― ACLSプロバイダー受講します。その必要な理論(知識)は、前半の授業で行いますので体調管理には、気をつけて欠席をしな
い様にしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :改訂第11版救急救命士テキスト ヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急症候学

Emerrency Symptomatology

必修
選択

必修 年次 2年次
演崎 大稀担当教員 :

実務経験 i

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

45時間

(3単位 )

i        後期
:     水曜、卜2時限目

開講区分

曜日・時限ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急病態生理学 Iで習得した内容からさらに各症候・病態生理を深める事で救命の連鎖である「二次救命処置と自己心拍再開後の集中治療」について説明できるよ
うになる。救急救命士は一次救命処置 (BLS)と 平行して「救急救命処置」の「特定行為」である薬剤投与や気道確保器具などを利用した二次救命処置を行う事でより
多くの傷病者の救命率の向上と予後の改善に繋がります。最終的にAHA― ACLSプロバイダー受講取得をする事で本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

【到達目標】

循環系、呼吸系、消化系、泌尿器系に関わ
その他各種疾患の症l兵・病態生理を学び、
<具体的な目標>
目標①めまいについて説明できる
目標②呼吸困難について説明できる
日標③喀血について説明できる
目標④失神について説明できる
目標⑤胸痛について説明できる
日標⑥動悸について説明できる

る疾患の症伝・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるようになる。
救急現場において適切な観察・言平価・救急処置ができるようになる。

②腹痛について説明できる
・下血について説明できる
・背部痛について説明できる
上昇について説明できる

③吐血
⑨腰痛
⑩体温

16回 目
(目標⑦)腹痛について説明できる
,部位から診断する疾患・既往歴から診断する疾患、随伴症候・緊急度、重症度の判断・現場活動

17回 目
(目標⑥)吐血・下血について説明できる
・定義、概念・原因疾患1 吐血疾患2下血疾患、判別を要する病態・緊急度、重症度の判断・現場活動

18回 目
(目標③)吐血・下血について説明できる
・吐血の性状から診断する疾患・下血の性状から診断する疾患・判別を要する病態・緊急度、重症度の判断・現場活動

19回 目
(目標⑨)腰痛・背部痛について説明できる
。定義、概念・原因疾患1 内臓疾患 3筋・骨格系疾患2血管疾患

20回 目
(目標③)腰痛・背部痛について説明できる
・緊急度、重症度の判断・現場活動

21回 目
(目標⑩)体温上昇について説明できる
・定義、概念・発症機序・病態、発熱の種類・原因疾患・緊急度、重症度の判別・現場活動

22回 目 終講試験対策①

23回 目 終講試験対策②

準備学習
時間外学習

前提 :この授業を受けるには、臨床医学脳神経・呼吸器・循環器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、脳神経・循環器・Π乎吸器・血液生理学、運動学
について予習が必要です。
(目標①～⑥)各症憬の振り返りと復習が必要です
最終的にAHA― BLSプロバイダー受講するので事前学習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力 :二次救命処置は「牛寺定行為」であり医師との連携が必須で特定行為指示要請が必要となります。傷病者の状態を迅速に的確に伝えるためには各
症憬に関する知識が必要です。また具体的な指示を得るためには日常から自己研鑽が必要です。AHA― ACLSプロバイダー受講する事で実際に活動内
容を体験・学ぶ事で理解が深まり今後の現場活動に活かされます。
授業計画 :最終的にAHA―ACLSプロバイダー受講します。その必要な理論(矢日識)は、前半の授業で行いますので体調管理には、気をつけて欠席をしな
い様にしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :改訂第11版救急救命士テキスト ヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 !救魚救命 員科

科目名
(英 )

疾病救急医学 Ⅱ

Emergency Medicine Ⅱ

修

択

必
選

必修 年次 2年次
担当教員 |

実務経験
:

漬崎 大稀

授業  :
形態  : 講 義

総時間
(単位 )

45時間

(3単位 )

開講区分 前期

日・時限 水曜、1・ 2時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ナるのか、具体的に記載ずる)

平成25年に急病で救急搬送された傷病者の疾病分類別で消化器疾患は103%を占め呼吸系・心疾患など脳疾患を抑えて首位である。
急性腹症とは「急激な発症で激しい腹痛を主とし、緊急に治療を要する腹部疾患群」である。そのため迅速で的確な判断と治療が可能である医療機関への搬送が必
要となる。また、内分泌疾患は呼吸・循環と併せて生命維持のための代謝に関する知識は救急救命士に必要である。さらに血液疾患や骨格・皮膚・感覚疾患は緊急
度・重症度の判断は難しくそれぞれの基礎知識は必要とされます。 これらの内容に関する理解を深め本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

【到達目標】

消化・泌尿・内分泌・血液・骨格・皮膚・感覚系の主な疾患の発生機序や症状を学び、救急現場において必要な救急処置や適切な対応ができるようになる。

<具体的な目標>
目標①消化器疾患について、主な発生機序や症状、対応を説明できる
目標②泌尿器疾患について、主な発生機序や症状、対応を膏党明できる
目標③内分泌疾患について、主な発生機序や症状、対応を説明できる
目標④血液疾患について、主な発生機序や症状、対応を説明できる
目標⑤骨格・皮膚・感覚(眼・耳・鼻)疾患について、主な発生機序や症状、対応を説明できる

1回 目 (目標①)総論(疫学と救急医療における意義 ,肖化系疾患の主要症似 基本的対応)

2回 目 (目標①)歯・口腔の疾患 食道疾患(食道静脈瘤破裂 マロリー・ワイス症候群 特発性食道破裂)

3回 目 (目 標①)胃・十二指腸疾患(胃・十二指腸潰瘍 AGML急性胃腸炎 アニサキス症 胃癌)

4回 目 (目標①)腸疾患(イレウス 上腸間膜動脈閉塞症 ヘルニア嵌頓 急性虫垂炎)

5回 目 (目標①)腸疾患(大腸穿孔大腸憩室炎 虚血性大腸炎 大腸癌 炎症性腸疾患 痔核 急性腹膜炎)

6回 目 (目標①)肝臓、胆道、膵臓の疾患(急性肝炎 肝硬変 肝不全 肝癌 胆石症 急性胆道感染症 急性膵炎)

7回 目 (目標②)総論(疫学と救急医療における意義 泌尿・生殖系疾患の主要症候 基本的対応)

8回 目 (目 標②)腎臓疾患(急性腎不全 急性腎障害 慢性腎不全 慢性腎臓病 糸球体腎炎 ネフローゼ症帳群)

9回 目 (目標②)尿路疾患(尿路結石症 急性腎孟腎炎 急性細菌性前立腺炎 急性膀脱炎 前立腺肥大 神経因性膀脱)

10回 目 (目標②)女性生殖器疾患(骨盤内感染症 リロ巣嚢腫茎捻転 子宮筋腫 子宮内膜症 りF巣出血)

11回 目 (目標②)男性生殖器疾患(精索捻転症 精巣上体炎 精巣炎)

12回 目 (目 標③)総論(救急医療における意義 代謝・内分泌・栄養系疾患の主要症候 基本的対応)

13回 目 (目標③)糖尿病と合併症(糖尿病 低血糖 糖尿病性ケトアシドーシス 高浸透圧高血糖症候群)

14回 目 (目標③)その他の代謝異常(脱水 水電解質異常)栄養疾患(肥満 るいそう ビタミン欠乏症)

15回 目 (目標③)内分泌疾患(甲状腺機能克進症 甲状腺機能低下症 冨1腎機能異常)

準備学習
時間外学習

前提 :この授業を受けるには、臨床医消化器・泌尿器・内分泌・血液・骨格・皮膚・感覚系疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、呼吸・血液生理学
運動学について予習が必要です。
目標①②消化器・泌尿器系疾患の知識を深める事で迅速で適切な重症度・緊急度の判断ができるため復習が必要です。
目標③内分泌疾患の理解を深める事が代謝に関する知識に繁がるため復習が必要です。
日標④血液疾患は病態不明な場合が多く観察や処置を実施するためには基本的な理解が必要であるため復習が必要です。
目標⑤骨格・皮膚・感覚 (眼・耳・鼻)疾患は緊急度は比較的低い場合が多いが歩行困難な場合は救急搬送頻度は多いため復習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力 :「急性腹症」は救急搬送件数が多く、緊急度が高い場合は呼吸・循環系疾患に並ぶ病態を呈する場合があります。その他生命維持に関する代謝
や血液疾患に対する知識も救急救命士は必須であり、感覚器の疾患である骨格・皮膚・感覚 (目艮・耳・鼻)疾患では疾患の知識と併せて柔軟な対応やコ
ミュニケーションが必要です。これらのスキルを身につける事で迅速・適切な緊急度・重症度を判断する事に繋がり今後の現場活動に活かされます。授
業計画 :授業内容が多く授業で身に付ける能力として言式験を随時行います。必要な理論(知識)は、前半の授業で行いますので体調管理には、気をつけ
て欠席をしない様にしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :改訂第11版救急救命士テキスト ヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命 員科

科日名
(英 )

疾病救急医学 Ⅱ

Emergency Med cine Ⅱ

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員

:

実務経験 :

渡崎 大稀

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

45時間

(3単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

水曜、1・ 2時コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

平成25年に急病で救急搬送された傷病者の疾病分類別で消化器疾患は1030/Oを占め呼吸系・心疾患など脳疾患を抑えて首位である。
急性腹症とは「急激な発症で激しい腹痛を主とし、緊急に治療を要する腹部疾患群」である。そのため迅速で的確な判断と治療が可能である医療機関への搬送が必要
となる。また、内分泌疾患は呼吸・循環と併せて生命維持のための代謝に関する知識は救急救命士に必要である。さらに血液疾患や骨格・皮膚・感覚疾患は緊急度・
重症度の判断は難しくそれぞれの基礎知識は必要とされます。これらの内容に関する理解を深め本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

【到達目標】

消化・泌尿・内分泌・血液・骨格・皮膚・感覚系の主な疾患の発生機序や症状を学び、救急現場において必要な救急処置や適切な対応ができるようになる。

<具体的な目標>
目標①消化器疾患について、主な発生機序や症状、対応を説明できる
目標②泌尿器疾患について、主な発生機序や症状、対応を説明できる
目標③内分泌疾患について、主な発生機序や症状、対応を説明できる
目標④血液疾患について、主な発生機序や症状、対応を説明できる
目標⑤骨格・皮膚・感覚(眼・耳・鼻)疾患について、主な発生機序や症状、対応を説明できる

16回 目 (目標④)総論(救急医療における意義 血液・免疫系疾患の主要症候 基本的対応)

17回 目 (目標④)血液疾患(貧血 血小板減少症 白血病 血友病 紫斑病 播種性血管内凝固症似群(DIC)顆粒球減少症 止血に影響を与える薬剤)

18回 目 (目標⑤)総論 救急医療における意義 骨格・皮膚・感覚系(眼・耳・鼻)系疾患の主要症候 基本的対応

19回 目
(目標⑤)筋・骨格系疾患 脊椎(急性腰痛症 椎問板ヘルニア 後縦革刃帯硬化症 脊柱管狭窄)・問師(化膿性関節炎 結晶誘発性関節炎 肘内障 肩関
師周囲炎 肩腱板損傷 変形性関節症 関節リウマチ)・ 筋疾患(進行性筋ジストリフィー 重症筋無力症 同期性四肢麻痺 横紋筋融解症)

20回 目 (目標⑤)皮膚・軟部組織の感染症(壊死性筋膜炎 蜂巣炎(蜂宙織炎)伝染性膿茄疹 ブドウ球菌性熱傷様皮膚症候群(SSSS)丹 毒)

21回 目 (目標⑤)アレルギー性疾患(幸麻疹 スティーブンス・ジョンソン症候群(粘膜皮膚目艮症候群)中毒性表皮壊死融解症(TEN)アトピー性皮膚炎)

22回 目
(目

耳 (
標⑤)日長・耳・鼻疾患 眼(急性緑内障発作 網膜中心動脈閉塞症 網膜剥離 結膜炎 白内障)
良性頭位めまい症 メニエール病 前庭神経炎 突発性難聴)耳 (中耳炎 鼓膜穿孔)鼻 (鼻出血 急性副鼻腔炎)

23回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

前提:この授業を受けるには、臨床医消化器・泌尿器・内分泌・血液・骨格・皮膚・感覚系疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、呼吸・血液生理学、運
動学について予習が必要です。
日標①②消化器・泌尿器系疾患の知識を深める事で迅速で適切な重症度・緊急度の判断ができるため復習が必要です。
日標③内分泌疾患の理解を深める事が代謝に関する知識に繋がるため復習が必要です。
目標④血液疾患は病態不明な場合が多く観察や処置を実施するためには基本的な理解が必要であるため復習が必要です。
目標⑤骨格・皮膚・感覚 (日艮・耳・鼻)疾患は緊急度は比較的低い場合が多いが歩行困難な場合は救急搬送頻度は多いため復習が必要です。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

魅力 :「急性腹症」は救急搬送件数が多く、緊急度が高い場合は呼吸・循環系疾患に並ぶ病態を呈する場合があります。その他生命維持に関する代謝や
血液疾患に対する知識も救急救命士は必須であり、感覚器の疾患である骨格・皮膚・感覚 (日艮・耳・鼻)疾患では疾患の知識と併せて柔軟な対応やコミュ
ニケーションが必要です。これらのスキルを身につける事で迅速・適切な緊急度・重症度を判断する事に繋がり今後の現場活動に活かされます。授業計
画:授業内容が多く授業で身に付ける能力として試験を随時行います。必要な理論(知識)は、前半の授業で行いますので体調管理には、気をつけて欠席
をしない様にしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :改訂第 11版救急救命士テキスト ヘるす出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

外傷各論

Trauma

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員

i

実務経験 i

漬崎 大稀

授業
形態

講義
総時間
(単位 )

60時間

(4単位 )

開講区分 :        前期

曜日`時限:      金曜、3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

交通事故などによる外傷傷病者は、近年減少傾向にあるが、若年者における死亡原因の上位を占めている事実は変わりません。防ぎえた外傷死(PTD)を減らすことは
外傷診療の大きな目的です。最近では、消防と医療の連携が注目されているが、高エネルギー外傷による傷病者の救命には搬送と医療の連携が大切です。この連携が上
手〈機能するためには、搬送途上での適切な処置が重要であり、そのためには的確な判断ができる各外傷の知識が必要です。病院前における外傷初期診療には
「JPTEC」 にて標準化されたプロトコールを理解し、各外傷や特殊な外傷について標準テキストにてしっかりとした知識を構築し、本講義終了時には病院前における外傷初
期診療が実践でき、各外傷や特殊な外傷について説明できるようになる。

【到達目標】

各部位における外傷の受傷機転、発生機序、病態、症状、所見及び予後等を学び、外傷時の現場活動において必要な救急処置や適切な対応ができるようになる。

1回 目 外傷に伴う生体の反応 (循環動態・炎症性メディエータ)、 生体反応の破綻と「致死的外傷 3イ数候」について説明できる。

2回 目 外傷に伴う出血性ショックの病態とショックに対する輸液効果を説明でき、その他の外傷性ショックについて列挙できる。

3回 目 状況評価で行うべきことを列挙でき、初期評価・全身観察の目的、評価項目及びそれぞれの評価時の段階で行う処置を説明できる。

4回 目 重点観察を行うべき状況を説明でき、ロードアンドゴーか否かを適切に判定し、傷病者の緊急度・重症度に応じて適切な搬送先医療機関を選定できる。

5回 目 搬送中の体位管理と体温管理の注意点が説明でき、外傷によるショックに対する静脈路確保と輸液の考え方を説明できる。

6回 目 詳細観察や継続観察の目的を説明し、観察項目を列挙できる。

7回 目 外傷全体及び外傷死亡における頭部外傷の位置づけ、頭部外傷の特徴的な受傷機転について説明できる。

8回 目 開放性損傷と閉鎖性損傷の違い、一次性l凶損傷と二次性脳損傷の違い、頭蓋外及び頭蓋内の主な損傷の病態について説明できる。

9回 目 頭部外傷の続発性・後遺症について説明でき、受傷機転、生理学的評価、解剖学的評価の概要を説明できる。

10回 目 意言哉状態と重症度の関係を説明でき、重症度を高めに見積もるべき特殊な状況を列挙できる。

11回 目 顔画外傷と頸部外傷の発生状況、特殊な事情、主な損傷形態とその問題点、バイタルサインの評価と処置概要を説明できる。

12回 目 外傷に占める頚椎損傷の割合、好発部位、頭部・顔面外傷との関連性と、主な受傷機転による損傷形態について説明できる。

13回 目 脊髄損傷の分類と代表的な損傷形態、脊髄ショックと神経原性ショック、損傷レベルと主な徴伝、バイタルサイン評価と処置概要について説明できる。

14回 目 外傷全体及び外伊死亡における胸部外傷の位置づけ、主な受う状況と損傷しやすい臓器、胸部の典型的損傷及び外傷性窒息の病態を説明できる。

15回 目 受傷機転、生理学的評価、解剖学的評価の概要、主な胸部外傷に対する処置、気胸に対する陽圧換気と輸液、緊急度が高い胸部外傷を説明できる。

準備学習
時間外学習

準備学習として各解剖学的部位の場所、機能をしつかり把握したうえで授業に参加することで、より理解が深まる。また、観察におけるバイタルサインの正常
値をしつかり理解した上で異常値か正常値を判別できる。また、講義の範囲をしつかり復習することが必要となります。講義で利用した資料やノート、講義内確
認小テストの見直しが必要になります。
●解剖生理学復習
●バイタルサイン正常値復習
●講義振り返り

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う

受講生への
メッセージ

救急救命士として外傷傷病者、外傷対応については必ず遭遇する事案であり、適確かつ迅速に対応が求められます。また、大規模災害等では多数傷病者
が発生する可能性があり、複数の対応者や傷病者がいるなかで連携して活動することも考えられます。傷病者を「防ぎ得た外傷死」から一人でも多く救い、適
切な判断の下、医療機関選定を行える救急救命士として現場で活躍して頂きたいです。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務 科

科目名
(英 )

外傷各論

Trauma

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 漬崎 大稀

実務経験

授業

形 態
講義

総時間
(単位 )

60時間

(4単位)

開講区分

曜日・時限

前期

金曜、3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

交通事故などによる外傷傷病者は、近年減少傾向にあるが、若年者における死亡原因の上位を占めている事実は変わりません。防ぎえた外傷死(PTD)を減らすことは
外傷診療の大きな目的です。最近では、消防と医療の連携が注目されているが、高エネルギー外傷による傷病者の救命には搬送と医療の連携が大切です。この連携が上
手〈機能するためには、搬送途上での適切な処置が重要であり、そのためには的確な判断ができる各外傷の知識が必要です。病院前における外傷初期診療には
「JPTEC」 にて標準化されたプロトコールを理解し、各外傷や特殊な外傷について標準テキスHこてしっかりとした知識を構築し、本講義終了時には病院前における外傷初
期診療が実践でき、各外傷や特殊な外傷について説明できるようになる。

【到達目標】

各部位における外傷の受傷機転、発生機序、病態、症状、所見及び予後等を学び、外傷時の現場活動において必要な救急処置や適切な対応ができるようになる。

16回 目 外傷に占める腹部外傷の割合と損傷しやすい臓器、鋭的損傷及び鈍的損傷の主な受傷機転とそれぞれ損傷しやすい臓器について説明できる。

7ヽ回 目 腹部外傷で問題となる重要な病態、腹部臓器の損傷形態、受傷機転、生理学的評価、解剖学的評価の概要を説明できる。

18回 目 腹膜刺激徴保や腹部膨満の意義、主な処置の概要、ダメージコントロール手術、外傷死の三徴、コンパートメント症候群について説明できる。

19回 目 外傷に占める骨盤骨折の割合、死因、分類、受傷機転、生理学的評価、解剖学的評価の要点、触診法の意義と注意点、固定について説明できる。

20回 目 四肢外傷の発生状況と外傷死亡における位置づけ、筋肉・腱・捻挫・脱臼について、病的・疲労骨折、開放性と閉鎖性の違いについて説明できる。

21回 目 骨折の合併症、筋区画症似群、阻血の5P、 大腿骨と各関節の損傷形態、四肢外傷の評価と適切な処置について説明できる。

22回 目 皮膚・軟部組織損傷の分類と損傷形態の違い、デゲロービング損傷とデコルマン損傷、圧座症候群、主な外傷に対する処置について説明できる。

23回 目 小児の特徴、乳幼児揺さぶられ症候群、特徴的外傷、外傷時の観察 (コミュニケーション)と各評価について説明できる。

24回 目 高齢者の特徴、主な外傷、外傷時の観察 (コミュニケーションと注意点)と各評価について説明できる。

25回 目 妊婦の特徴、妊娠外傷の評価・処置の注意点について説明できる。

26回 目 熱傷の病態、初期評価と全身観察の要点、合併しやすい病態、気道熱傷、熱傷面積、熱惨指数・熱傷予後指数・アルツの基準について説明できる。

27回 目 化学損傷の特徴、症状、フッ化水素酸による化学損傷の特徴、化学性肺炎を引き起こす原因化学物質、観察と処置の要点について説明できる。

28回 目 電撃症と雷撃症の定義、症状・病態・観察と処置、雷撃症におけるトリアージ(多数傷病者)の特徴を説明できる。

29回 目 総頸と絞頸、IF巳頸の違い、発生機序、観察と処置の要点を説明できる。それぞれの咬傷による特徴と観察、処置の要点について説明できる。

30回 目 終講試験対策

準備学習として各解剖学的部位の場所、機能をしっかり把握したうえで授業に参加することで、より理解が深まる。また、観察におけるバイタルサインの正常
値をしつかり理解した上で異常値か正常値を判別できる。また、講義の範囲をしつかり復習することが必要となります。講義で利用した資料やノート、講義内確
認小テストの見直しが必要になります。
●解剖生理学復習
●バイタルサイン正常値復習
●講義振り返り

準備学習
時間外学習

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

救急救命士として外傷傷病者、外傷対応については必ず遭遇する事案であり、適確かつ迅速に対応が求められます。また、大規模災害等では多数傷病者
が発生する可能性があり、複数の対応者や傷病者がいるなかで連携して活動することも考えられます。傷病者を「防ぎ得た外傷死」から一人でも多く救い、適
切な判断の下、医療機関選定を行える救急救命士として現場で活躍して頂きたいです。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

環境障害

Environmental insults

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 漬崎 大稀

実務経験

授業
形態

請義
総時間
(単位 )

15時間

(1単位 )

開講区分

曜日・時限

後期

火曜、3時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

気候の変化 (温暖化)による熱中症患者の増加や高齢化社会による高齢者の異物による窒息、レジャー等による環境因子が生体に与える障害について講義を通
じて理解する必要があります。また、環境因子による患者の対応では様々な関係者と関わる事例が多い為、連携の手法としてどのような情報が必要かをディスカッ
ションします。本講義終了後、環境因子による障害についての概要、発症原因・分類、症状、処置等が説明できるようになる。

【到達目標】

環境因子による障害について発生機序、病態、症状、予後などを学び、環境因子が原因となる救急活動において観察1評価,処置及び搬送方法について適切な対
応ができるようになる。

1回 目 気道異物の種類と特徴、気道の不完全閉塞と完全閉塞の症状と処置について説明できる。

2回 目 消化管異物・鼻・耳・眼・性器異物の種類と症状、瘍水の危険因子・過程・予後、賜水傷病者の観察と処置について説明できる。

3回 目 熱中症の疫学・原因と発生の特徴。発生機序・分類と症状、熱中症傷病者に対する観察と処置について説明できる。

4回 目 偶発性低体温の発生機序と病態生理、偶発性低体温傷病者に対する観察、処置の要点についてを説明できる。

5回 目 放射線の概要、放射線による急性障害と晩発障害、確定的影響と確率的影響、急性放射線症候群について説明できる。

6回 目 放射線被ばく防護法、区域管理とスクリーニング及び除染、傷病者の観察と処置の要点、被ばく医療体制について説明できる。

7回 目 急性高山病の判断基準と観察・処置の要点、減圧障害・酸素欠乏症の症状と観察・処置の要点について説明できる。

8回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

環境障害を学習するにあたり、解剖生理学の復習が必要です。
さらに、熱中症については近年、気温の上昇に伴い患者数も増えていることから、環境による救急患者も増えていることを認識する必要がある。
また、環境障害についてそれぞれの特徴についてまとめると理解ができやすいと思います。
●解剖学
●ノート振り返り

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

気候の変化に伴い熱中症の増加、小児の海や川でのレジャー中の羽水事故、東日本大震災での放射線物質による障害、その他環境障害による概
要や原因、症状をしつかり理解することが重要です。また、傷病者に対する対応や他の機関と連携して対応する活動も含めて理解が必要です。救急救
命士としと傷病者を適切に観察し、医療機関に判定できるようになつてい頂きたいです。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅳ
(病院内実習 )

Energency Care Prac● ca Tra ning(Hosptta CIn caI P ace■ 9n0

必修

選択
必修 年次 2年次

医療機関担当者 (指導医)担当教員 i

実務経験 |

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

180時 間

(4単位 )

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

病院内実習で実際の患者様に対しての対応や接遇が必要です。また、バイタル測定についても実際の数値が患者様の状態を左右します。救急対応では迅速か
つ的確な対応をしなければなりません。病院内実習で実際の患者様を対応し、バイタル測定や観察をすることで臨床的な経験や学内で経験できないものを得ること
が出来ます。実際の現場を経験する機会として、学内での実技スキルを実践できる場として積極的に行うことで、救急救命士として必要な知識やスキルを身につけ
ることができる。

【到達目標】

実際の医療現場を通じて実践的な知識・技術・接遇を学ぶことにより、救急医療機関に救急救命士として対応することができるようになる。

1回 目 臨‖木実習要綱に基づき、医療機関担当者 (指導医)に一任したもの

2回 目

3回 目

4回 目

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

15回 目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2025年度 授業概要
具科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅳ

(病院内実習 )

Emergency Carc PracSca Tra n ng(Hospha cin ca P,acenent)

必修

選択
必修 年次 2年次

担当教員 医療機関担当者 (指導医)

実務経験

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

180時間

(4単位 )

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載ずる)

病院内実習で実際の患者様に対しての対応や接遇が必要です。また、バイタル測定についても実際の数値が患者様の状態を左右します。救急対応では迅速か
つ的確な対応をしなければなりません。病院内実習で実際の患者様を対応し、バイタル測定や観察をすることで臨床的な経験や学内で経験できないものを得ること
が出来ます。実際の現場を経験する機会として、学内での実技スキルを実践できる場として積極的に行うことで、救急救命士として必要な知識やスキルを身につけ
ることができる。

【到達目標】

実際の医療現場を通じて実践的な知識・技術・接遇を学ぶことにより、救急医療機関に救急救命士として対応することができるようになる。

16回 目

17回 目

18回 目

19回 目

20回 目

21回 目

22回 目

23回 目

24回 目

25回 目

26回 目

27回 目

28回 目

29回 目

30回 目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅳ

(病院内実習)

Emergency Care Pracdcat Training(Hospitai CIinicaI PIacement)

必修
選択

必修 年次 2年次
担当教員 医療機関担当者 (指導医)

実務経験

授業
形態

実習
総時間
(単位)

180時間

(4単位)

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

病院内実習で実際の患者様に対しての対応や接遇が必要です。また、バイタル測定についても実際の数値が患者様の状態を左右します。救急対応では迅速か
つ的確な対応をしなければなりません。病院内実習で実際の患者様を対応し、バイタル測定や観察をすることで臨床的な経験や学内で経験できないものを得ること
が出来ます。実際の現場を経験する機会として、学内での実技スキルを実践できる場として積極的に行うことで、救急救命士として必要な知識やスキルを身につけ
ることができる。

【到達目標】

実際の医療現場を通じて実践的な知識・技術・接遇を学ぶことにより、救急医療機関に救急救命士として対応することができるよう1こなる。

31回 目

32回 目

33回 目

34回 目

35回 目

36回 目

37回 目

38回 目

39回 目

40回 目

41回 目

42回 目

43回 目

44回 目

45回 目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅳ
(病院内実習 )

Emergensy Care PracScal Train ng(Hosphal CIn ca P acenent)

必修
必修
選択

年次 3年次
担当教員 :

実務経験 :

医療機関担当者 (指導医)

授業
形態

実習
総時間
(単位 )

180時間

(4単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

]―ス  |

【授業の学習内容】(※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

病院内実習で実際の患者様に対しての対応や接遇が必要です。また、バイタル測定についても実際の数値が患者様の状態を左右します。救急対応では迅速か
つ的確な対応をしなければなりません。病院内実習で実際の患者様を対応し、バイタル測定や観察をすることで臨床的な経験や学内で経験できないものを得ること
が出来ます。実際の現場を経験する機会として、学内での実技スキルを実践できる場として積極的に行うことで、救急救命士として必要な知識やスキルを身につけ
ることができる。

【到達目標】

実際の医療現場を通じて実践的な知識・技術・接遇を学ぶことにより、救急医療機関に救急救命士として対応することができるようになる。

46回 目

47回 目

48回 目

49回 目

50回 目

51回 目

52回 目

53回 目

54回 目

55回 目

56回 目

57回 目

58回 目

59回 目

60回 目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅳ

(病院内実習)

Emergency Care Practical Train ng(Hospha CInica PIacement)

必修
選択

必修 年次 3年次
担当教員

実務経験

医療機関担当者 (指導医)

授業

形 態
実習

総時間
(単位 )

1 180時間

:(4単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する )

病院内実習で実際の患者様に対しての対応や接遇が必要です。また、バイタル測定についても実際の数値が患者様の状態を左右します。救急対応では迅速か
つ的確な対応をしなければなりません。病院内実習で実際の患者様を対応し、バイタル測定や観察をすることで臨床的な経験や学内で経験できないものを得ること
が出来ます。実際の現場を経験する機会として、学内での実技スキルを実践できる場として積極的に行うことで、救急救命士として必要な知識やスキルを身につけ
ることができる。

【到達目標】

実際の医療現場を通じて実践的な知識・技術・接遇を学ぶことにより、救急医療機関に救急救命士として対応することができるようになる。

61回 目

62回 目

63回 目

64回 目

65回 目

66回 目

67回 目

68回 目

69回 目

70回 目

71回 目

72回 目

73回 目

74回 目

75回 目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2025年度 授業概要
命公務員科

科目名
(英 )

救急処置実習Ⅳ
(病院内実習 )

Emergency Care PracOca Tra n,lg(HoGphai Chnica P acemcnt)

必修
選択

必修 年次 3年次
医療機関担当者 (指導医)担当教員

|

実務経験
:

授業
形態

実習
総時間
(単位)

180時間

(4単位)

開講区分 :

曜日・時限 :

前期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

病院内実習で実際の患者様に対しての対応や接遇が必要です。また、バイタル測定についても実際の数値が患者様の状態を左右します。救急対応では迅速か
つ的確な対応をしなければなりません。病院内実習で実際の患者様を対応し、バイタル測定や観察をすることで臨床的な経験や学内で経験できないものを得ること
が出来ます。実際の現場を経験する機会として、学内での実技スキルを実践できる場として積極的に行うことで、救急救命士として必要な知識やスキルを身につけ
ることができる。

【到達目標】

実際の医療現場を通じて実践的な知識・技術・接遇を学ぶことにより、救急医療機関に救急救命士として対応することができるようになる。

76回 目

77回 目

78回 目

79回 目

80回 目

81回 目

82回 目

83回 目

84回 目

85回 目

86回 目

87回 目

88回 目

89回 目

90回 目

準備学習
時間外学習

評価方法

受講生への
メッセージ

【使用教科書・教材・参考書】



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科 _

科目名
(英 )

総合救急医療

Comprehensive Emergency Medicine

必修

選択
必修 年 次 3年次

担当教員 専任教員

実務経験

授業

形態
演習

総時間
(単位 )

150時 間

(10単位)

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 水・木'金・土曜、卜2・ 3・ 4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士国家試験を合格するためには、専門的な医学基礎知識の知識が不可欠となります。また、病院前医療体制や救急救命処置概論、救急病態生理、救
急症候、疾病救急医学、外傷救急医学、急性中毒・環境障害の救急救命士として必要な総合的知識が必要となります。
救急救命士標準テキスHこよる請義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アウトプットを行う
ことでより正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるよ〕こなる。

【到達目標】

散急救命士国家試験に必要な知識を総合的に学び、救急救命士国家試験に必要な合格基準を突破できるようになる。
<具体的な目標>
目標①人体の構造と機能が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
日標②疾患の成り立ちと回復の過程が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
日標③薬物と検査の基礎知識が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
日標④病院前医療概論が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
日標⑤救急救命処置概論が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。

1回 目 (目標①)人体を構成する要素が説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。【人体の作りとその役割・体液】

2回 目
(目標①)体表からみる人体の構造が説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【人体の位置、方向、運動に関する用語・体表からみた構造と名称・体表から見える解剖学的指標・体腔内臓器の体表からの位置関係】

3回 目
(目標①)神経系の解割について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【神経系の構成と役割・中枢神経系・末梢神経系・伝導路・自律神経系・脳循環・意識・反射】

4回 目
(目標①)感覚系の解割について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【感覚系の構成と役割・視覚・平衡感覚、聴覚器・嗅覚器・味覚器・皮膚感覚器】

5回 目
(目標①)呼吸系の解剖について説明できる。 国~ス試験問題が解けるよ〕こなる。
【呼吸系の構成と役割・呼吸・気道・胸郭・肺・Л市胞でのガス交換・体内での酸素の働き'呼吸の調整】

6回 目
(目標①)循環系の解剖について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【循環系の構成と役割・心臓・脈管・循環の制御〕

7回 目
(目標①)消化系の解剖について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる
【消化器・口腔、咽頭・消化管・月干臓、胆道系・膵1載・腹1莫、腹腔】

8回 目
(目標①)泌尿系の解剖について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【泌尿系の構造・腎臓・尿路】

9回 目
(目標①)生殖系の解剖について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【生殖系の構造と役害1・ 男性生殖器・女性生殖器】

10回 目
(目標①)内分泌系の解剖について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【内分泌・内分泌器官】

11回 目
(目標①)血液・免疫系の解剖について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【血液・血球・血漿・骨髄の構造と機能・月卑臓・止血と,疑回・免疫】

12回 目
(目標①)筋・骨格系、皮膚系の解吉1について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【筋、骨格・筋肉・骨、関雲

'・

靭帯、腱・脊柱の構造・皮膚の構造・皮膚の役割・乳房】

13回 目
(目標①)生命の維持について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【栄養と代謝・タトロ平吸・循環(酸素運搬と臓器血流)・組織酸素代謝・内部環境】

14回 目
(目 標②)疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【疾患の原因・発症と経過・回復に必要な要素・疾患の予防】

15回 目
(目標②)炎症と感染、循環障害について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【炎症・感染症・虚血・うっ血・出血・血栓と塞栓・梗

~基・浮腫】

準備学習
時間外学習

1・ 2年沢で字んた尋門科日を再F又復習すること。暗記するのではなく理解する。振り返りや見直しを行う。また、時間外に自己学習をすることを心が
ける。また、教科書やノート、プリントを使った勉強だけなく、救急救命士模擬試験や過去問を線り返し解くことで問題の傾向や出題方法、勉強する内容
を抽出する。
●復習・振り返り
●時間外自己学習・見直し
●救急救命士国家試験模擬試験・過去問を解く・やり直し

評価方法

救急救命士国家試験模擬試験を3回実施し、(再試験・再々試験含め4回 )救急救命士国家試験合格基準を用いて判定試験を行う。
(模擬試験については」ESC統 一模擬試験・JESA統一模擬試験・ELSTA模擬試験を使用する)
0出席率 (670ノ6)以上出席
●救急救命士国家試験合格基準
上記にて単位認定及び成績評価判定を行う。

受講生への
メッセージ

救急救命士国家試験は合格基準に到達すれば合格となります。なので目標が提示されている状況なので努力し継続すれば達成できます。また、救
急救命士国家試験模擬試験や過去問を繰り返し解くことで、問題の傾向や出題方法、自分の苦手な分野や項目が判断できると思います。さらに問題
によつて正答率が高い問題と低い問題に別れます。高い問題は受験者にとって解きやすい問題となるため、間違えないようにしなければなりません。
低い正答率の問題はしつかりと勉強出来た人が解ける問題となります。確実に取れる問題を間違えないようにすることも大事です。3年間の集大成とし
て救急救命士国家試験を合格できるように最後まで諦めずに一緒に頑張りましょう。

【使用教科書・教材 ,参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救命公務員科

科目名
(英 )

総合救急医療

Comprehensive Emergency Med cine

必修
選択

必修 年次 3年次
担当教

実務経験

専任教員

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

150時 間

(10単位 )

開請区分

曜 日

後期

金・土曜、1・ 2・ 3'4時限目コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士国家試験を合格するためには、専門的な医学基礎知識の知識が不可欠となります。また、病院前医療体制や救急救命処置概論、救急病態生理、救急症候、
疾病救急医学、外傷救急医学、急性中毒・環境障害の救急救命士として必要な総合的知識が必要となります。
枚急救命士標準テキスト1こよる請義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アゥトプットを行うことでよ
り正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到建目標】

救急救命士国家試験に必要な知識を総合的に学び、救急救命士国家試験に必要な合格基準を突破できるよ〕こなる。
<具体的な目標>
目標①人体の構造と機能が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標②疾患の成り立ちと回復の過程が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標⑤薬物と検査の基礎知識が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標④病院前医療概論が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標⑤救急救命処置概論が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。

(目標②)代謝障害について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【糖質の代謝障害・脂質の代謝障害・蛋白質の代謝障害・ビタミンの異常・体液と電解質異常・酸塩基平衡異常・内分泌異常】

17回 目
(目 標②)退行性病変と進行性病変、腫瘍について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる
【退行性病変・進行性病変・腫瘍とは・良性腫瘍・悪性腫煽】

18回 目
(目 標②)先天異常、損傷、死について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【内因性先天異常・外因性先天異常・損傷・創傷治癒・死の概念・死体現象・死にかかわる手続きと検査・死体の尊厳】

19回 目
(目標③)医薬品の基礎、重要な医薬品について説明できる。 国家試験問題が解
【薬物総論・薬物の有害作用・救急救命処置に用いられる薬剤・使用頻度の高い薬

けるようになる。
・輸液、輸血製剤・保存と保守管理】

20回 目
(目 標③)
【薬物総論

医薬品の基礎、
,菓物の有害作

重要な医薬品について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
用・救急救命処置に用いられる案剤・使用頻度の高い菓・輸液、輸血製剤・保存と保守管理】

21回 目
(目 標③)検査について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【検査の目的・基準値、カットオフ値、パニック値・検査の種類・緊急検査】

22回 目
(目 標④)救急医療体制、災害医療体制について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【病院前医療・救急医療システム・救急医療情報・災害の概念・多数傷病者対応・トリアージ,大規模災害・特殊災害(CBRNE)】

23回 目
(目 標④)救急医療体制、災害医療体制について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【病院前医療・救急医療システム・救急医療情報,災害の概念・多数傷病者対応・トリアージ・大規模災害・特殊災害(C8RNE)】

24回 目
(目 標④)病院前医療体制について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【救命の連鎖・市民による一次救命処置・市民教育・メディカルコントロール】

25回 目

(目 標④)消防機関における救急活動の流れ、救急救命士の役割と責任について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【119番受信と通信体制・出動・現場活動・医療機関選定と搬送・通信体制・救急活動の記録・他の関係機関との連携・病院前救護において果たすべき役割
医療関係職種としての責任】

26回 目

(目 標④)救急救命士と傷病者の関係、救急救命士に関する法令について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【接遇とコミュニケーションの種類・対象に応じたコミュニケーション・救急活動でのインフォームドコンセント・法令の基本・救急救命士法・医師法・保健師助産師
看護師法・消防法・医療法。その他の法令】

27回 目
(日標④)
【安全管理

安全管理と事故対応について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
・リスクマネージメント・傷病者の事故・救急救命士等の事故・医療事故と医療過誤・救急活動における事故の報告と対応】

28回 目
(目 標④)感染対策について説明できる。 国家試験問題が解けるよう1こなる。
【感染予防策と感染防御・救急活動での感染防御 洗浄と消毒・感染事故と事故後の対応】

29回 目
(目標①)ストレスに対するマネージメントについて説明できる。 国~ス試験問題が解けるよ〕こなる。
【救急活動でのストレス・救急活動でのストレスヘの対応】

30回 目
(目 標(「o)観察、現場活動の基本について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【観察の目的と意義・バイタルサイン・観察の方法・状況評価・初期評価・全身観察と重点観察・緊急度、重症度判断と医療機関選定・搬送と車内活動】

準備学習
時間外学習

1'2年次で学んだ専門科目を再度復習すること。暗記するのではなく理解する。振り返りや見直しを行う。また、時間外に自己学習をすることを心がける。ま
た、教科書やノート、プリントを使った勉強だけなく、救急救命士模擬試験や過去問を繰り返し解くことで問題の傾向や出題方法、勉強する内容を抽出する。
●復習・振り返り
0時間外自己学習・見直し
●救急救命士国家試験模擬試験・過去問を解く・やり直し

評価方法

枚急救命士国家試験模擬試験を3回実施し、(再試験・再々試験含め4回 )救急救命士国家試験合格基準を用いて判定試験を行う
(模擬試験については」ESC統一模擬試験・JESA統 一模擬試験・ELSTA模擬試験を使用する)
0出席率 (67。/。 )以上出席
●救急枚命士国家試験合格基準
上記にて単位認定及び成績評価判定を行う。

受講生への
メッセージ

救急救命士国家試験は合格基準に至Ⅲ達すれば合格となります。なので目標が提示されている状況なので努力し継続すれば達成できます。また、救急救命
士国家試験模擬試験や過去問を繰り返し解くことで、問題の傾向や出題方法、自分の苦手な分野や項目が判断できると思います。さらに問題によって正答率
が高い問題と低い問題に別れます。高い問題は受験者にとって解きやすい問題となるため、間違えないようにしなければなりません。低い正答率の問題はしっ
かりと勉強出来た人が解ける問題となります。確実に取れる問題を間違えないようにすることも大事です。3年間の集大成として救急枚命士国家試験を合格で
きるように最後まで諦めずに一緒に頑張りましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 枚急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

総合救急医療

Comprehensive Emergency Medicine

必 修

選択
必修 年 次 3年次

担当教員 専任教員

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

150時間

(10単位 )

開講区分

曜日・時限

後期

ヨース 水・木・金・土曜、1・ 2'3・ 4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士国家試験を合格するためには、専門的な医学基礎知識の知識が不可欠となります。また、病院前医療体制や救急救命処置概論、救急病態生理、救急症
候、疾病救急医学、外傷救急医学、急性中毒・環境障害の救急救命士として必要な総合的知識が必要となります。
救急救命士標準テキストによる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解〈力を身につけ、グループ学習を通じてインプットアウトプットを行うことで
より正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到達目標】

救急救命士国家試験に必要な知識を総合的に学び、救急救命士国家試験に必要な合格基準を突破できるようになる。
<具体的な目標>
目標③案物と検査の基礎知識が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
日標④病院前医療概論が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
日標⑤救急救命処置概論が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標⑥救急病態生理学が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標⑦救急症候学が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。

31回 目
(目 標⑤)全身状態の観察について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【外見の観察・気道に関する観察・「平吸に関する観察・循環に関する観察・神経に関する観察】

32回 目
(目 標⑤)局所の観察について説明できる。 国家試験問題が解けるよ〕こなる。
【皮膚・頭部、顔面、頸部・胸部・腹部・鼠径部、会陰部・骨盤・四肢・手指、足趾、爪】

33回 目
(目標⑤)緊急度・重症度判断、資器材による観察について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【緊急度と重症度・半1断の基準・パルスオキシメータ・カプノメータ・聴診器・血圧計・心電図モニター・体温計・血糖測定器】

34回 目
(目標⑤)緊急度・重症度判断、資器材による観察について説明できる。 国家試験問題が解けるよ〕こなる。
【緊急度と重症度・半1断の基準・パルスオキシメータ・カプノメータ・聴診器・血圧計・心電図モニター・体温計・血糖測定器】

35回 目

(目標⑥)救急救命士が行う処置について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【気道確保・気道異物除去・口腔内の吸引・声門上気道デバイスを用いた気道確保・気管挿管・気管吸引・酸素投与・人工呼吸・胸骨圧迫・除細動・静脈路確
保と輸液、アドレナリン投与・自己注射用アドレナリンの投与ブドウ糖投与・体位管理・体温管理・止血・創傷処置・固定・産婦人科領域の処置】

36回 目

(目標⑤)救急救命士が行う処置について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【気道確保・気道異物除去・口腔内の吸引・声門上気道デバイスを用いた気道確保・気管挿管・気管吸引・酸素投与・人工呼吸・胸骨圧迫・除細動・静脈路確
保と輸液、アドレナリン投与・自己注射用アドレナリンの投与ブドウ糖投与・体位管理・体温管理・止血・創傷処置・固定・産婦人科領域の処置】

37回 目
(目標⑤)救急蘇生法について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【成人の救急蘇生法・小児の救急蘇生法・乳児の救急蘇生法】

38回 目
(目標⑤)在宅療養継続中の傷病者の処置、傷病者搬送について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【在宅療養とは・在宅療養への対応・搬送総論・搬送方法・搬送手‖員・ヘリコプターヘの搬入と搬出・事故車両からの救出方法】

39回 目
(目標⑥)呼吸不全について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・呼吸運動の障害・気道の障害・Л市胞の障害・月市問質の障害】

40回 目
(目標⑥)心不全について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・病態生理・症候・種類・慢性心不全の急性増悪。現場活動】

41回 目
(目標⑥)ショックについて説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・循環血液量減少性ショック・心原性ショック・心外閉塞・拘束性ショック・血液分布異常性ショック】

42回 目
(目標⑥)重症脳障害について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・発症機序・一次性脳病変と二次性脳病変・頭蓋内圧克進・脳ヘルニア・特殊な意識障害】

43回 目
(目標⑥)心肺停止について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・心肺停止に至る病態と原因・心電図分類・心肺蘇生中の循環・心拍再開後の病態】

44回 目
(目標②)意識障害、頭痛について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【原因・随伴症候・判別を要する病態・現場活動・発症機序・分類・原因疾患・発症の状況・性状・随伴症状・緊急度・重症度の判別・現場活動】

45回 目
(目 標②)痙攣について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【定義・概念・病態・種類・原因疾患・随伴症候・判別を要する病態・緊急度・重症度の判断・現場活動】

準備学習
時間外学習

:‐ 乙十′ハ (十 ′ヽノに,I】 ↑■に」τ母サ三1え 白ワ0吐こ。ロロ員E,O〔アツぐIよ′よヽ |工周年
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ツ速ワ甲兄日し空1■つ。Jミに、呵同グト1、 日已子 E巽コ万5覇qコびガ門嘱万
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また、教科書やノート、プリントを使った勉強だけなく、救急救命士模擬試験や過去間を繰り返し解くことで問題の傾向や出題方法、勉強する内容を抽出す
る。
●復習・振り返り
0時間外自己学習・見直し
0本在負求生命土国家江式蛋全本草憾試重弯・禍芸 Fロヨ弁躍 (・ やし,盲 i´

評1両方法

救急救命士国家試験模擬試験を3回実施し、(再試験・再々試験含め4回 )救急救命士国家試験合格基準を用いて判定試験を行う。
(模擬試験については」ESC統一模擬試験・JESA統一模擬試験・ELSTA模擬試験を使用する)
●出席率 (670/o)以上出席
●救急救命士国家試験合格基準
上記にて単位認定及び成績評価判定を行う。

受講生への
メッセージ

秋忌小収師主国ス証,寺笑ほ奮袷墨キに■り達丁れは含千街となりま丁。なので日程が提不されている状洸なので努力し継続すれは達成できます。また、救急救命
士国家試験模擬試験や過去間を繰り返し解くことで、問題の傾向や出題方法、自分の苦手な分野や項目が判断できると思います。さらに問題によって正答
率が高い問題と低い問題に別れます。高い問題は受験者にとって解きやすい問題となるため、間違えないようにしなければなりません。低い正答率の問題
はしっかりと勉強出来た人が解ける問題となります。確実に取れる問題を間違えないようにすることも大事です。3年間の集大成として救急救命士国家試験
弁合格できるように最後まで諦めずに一辛者に瀬 1鳥り交tフたう̂

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
務員科

科目名
(英 )

総合救急医療

Comprehensive Emergency Medic ne

必修
選択

必修 年 次 3年次
担当教員 専任教員

実務経験

授業
形態

演 習
総時間
(単位 )

150時 間

(10単位 )

開講区分

曜日・時限

後期

コース 水 ,木 '金・土曜、卜2・ 3'4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士国家試験を合格するためには、専門的な医学基礎知識の知識が不可欠となります。また、病院前医療体制や救急枚命処置概論、救急病態生理、救急
症候、疾病救急医学、外傷救急医学、急性中毒 ,環境障害の救急救命士として必要な総合的知識が必要となリモkす 。
枚急枚命士標準テキストによる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アウトプットを行う
ことでより正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【コl達 目標】

救急救命士国家試験に必要な知識を総合的に学び、救急救命士国家試験に必要な合格基準を突破できるよう1こなる。
<具体的な目標>
目標④病院前医療概論が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標⑤救急救命処置概論が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標⑥救急病態生理学が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標⑦救急症候学が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標⑥疾病救急医学が説明でき、救急枚命士国家試験問題が解けるよ〕こなる。

46回 目

(目標②)運動麻痺、めまいについて説明できる。 国家試験問題が解けるよう1こなる。
【定義・概念・発症機序・分類・原因疾患・随伴症帳・半1男1を要する病態・緊急度・重症度の判断・現場活動・定義・概念・発症機序・分類・原因疾患・随伴
症憬…緊急度・重症度の判断・現場活動】

47回 目

(目標⑦)呼吸困難、喀血について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【定義・概念・分類・原因疾患・随伴症候・緊急度・重症度の判断・現場活動・定義・分類・喀血による影響・原因疾患・半1別を要する病態・緊急度・重症度
の判別現場活動】

48回 目
(目標②)失神、胸痛について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【定義・概念・原因疾患・判別を要する病態・緊急度・重症度の判断・現場活動・定義・概念・発症機序・原因疾患・緊急度・重症度の判断・現場活動】

49回 目

(日粽∪ り 割拌 、l限踊 についK口′q明できる。 国家岳■嵌 間退が解 げるよつになる。
【定義・概念・発症機 序・原 因疾患・随伴症候 緊急度・重症度 の判断・現場活動・発症機序 ,原因疾患・部位・既往歴・随伴症帳・緊急度・重症度の判 断

現場活動】

50回 目
(目 標②)吐血・下血、腰痛・背部痛について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【定義・概念・原因疾患・病態・判別に必要な病態・緊急度・重症度の判断・現場活動・定義・概念・原因疾患・緊急度・重症度の判断・現場活動」

51回 目
(目 標②)体温上昇について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【定義・概念・発症機序・病態・発熱の分類と種類・原因疾患・緊急度・重症度の判断・現場活動】

52回 目
(目 標⑥)神経系疾
【総論・1凶血管障害・

息について説明できる。 国家試験問題が解けるよ〕こなる。
中枢神経系の感染症・末梢神経疾患・その他の中枢神経疾患】

53回 目
(目標③)神経系疾
【総論・Л凶血管障害・

患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
中枢神経系の感染症・末梢神経疾患・その他の中枢神経疾患】

54回 目
(目標⑥)呼吸系疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・呼吸不全・上気道の疾患・下気道と肺胞の疾患・感染症・胸膜疾患。その他の呼吸系疾患】

55回 目
(目 標③)呼吸系疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・「乎吸不全・上気道の疾患・下気道と肺胞の疾患・感染症・胸Я莫疾患 その他の呼吸系疾患】

56回 目
(目標③)循環系疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・動脈硬化'うつ血性心不全・虚血性心疾患・心筋疾患・心Л莫疾患・不整脈 その他の心疾患・血管疾患・高血圧・心電図の解読】

57回 目
(目標③)循環系疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・動脈硬化・うっ血性心不全・虚血性心疾患・心筋疾患・心膜疾患・不整脈,その他の心疾患・血管疾患・高血圧・心電図の解読】

58回 目
(目 標③)消化系疾患について説明
【総論・歯、日月空疾患・食道疾患・胃、

できる。 国家試験問題が解けるようになる。
十二指腸疾患・腸疾患・肝臓、胆道、膵臓の疾患】

59回 目
(目標⑤)消化系疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるよう1こなる。
【総論・歯、口腔疾患・食道疾患・胃、十二指腸疾患 腸疾患・肝臓、胆遭、1率臓の疾患】

60回 目
(目標⑥)泌尿・生殖系疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論 腎臓の疾患・尿路の疾患・女性生殖器の疾患・男性生殖器の疾患】

準備学習
時間外学習

1・ 2年沢で軍んた専門科日を再度恨吉丁ること。世言記丁るのでIまなく理解する。JFく り返りや見百Lしを行う。また、時間外に自己学習をすることを心がけ
る。また、教科書やノート、プリントを使つた勉強だけなく、救急救命士模擬試験や過去問を繰り返し解くことで問題の傾向や出題方法、勉強する内容を
抽出する。
●復習・振り返り
0時間タト自己学習・見直し
●救急救命士国家試験模擬試験・過去問を解くやり直し

評価方法

救急救命士国家試験模擬試験を3回実施し、(再試験。再々試験含め4回 )救急救命士国家試験合格基準を用いて判定試験を行う。
(模凝試験については」ESC統一模擬試験・JESA統 一模擬試験・ELSTA模擬試験を使用する)
●出席卒(67%)以上出席
●救急救命士国家試験合格基準
上記にて単位認定及び成績評価判定を行う。

受講生への
メッセージ

救急救命士国家試験は合格基準に到達すれば合格となります。なので目標が提示されている状況なので努力し継続すれば達成できます。また、救急
救命士国家試験模擬試験や過去問を繰り返し解くことで、問題の傾向や出題方法、自分の苦手な分野や項目が判断できると思います。さらに問題に
よつて正答率が高い問題と低い問題に別れます。高い問題は受験者にとって解きやすい問題となるため、間違えないようにしなければなりません。低い
正答率の問題はしっかりと勉強出来た人が解ける問題となります。確実に取れる問題を間違えないようにすることも大事です。3年間の集大成として救
急救命士国家試験を合格できるように最後まで諦めずに一緒に頑張りましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :知魚救命公 落 科

科目名
(英 )

総合救急医療

Comprehensive Emergency Medicine

必修

選択
必修 年 次 3年 次

担当教員 :

実務経験
:

専任教員

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

150時間

(10単位 )

開請区分 後期

曜日・時 水・木・金・土曜、1・ 2・ 3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士国家試験を合格するためには、専門的な医学基礎知識の知識が不可欠となります。また、病院前医療体制や救急救命処置概論、救急病態生理、救急症伝、
疾病救急医学、外傷救急医学、急性中毒・環境障害の救急救命士として必要な総合的知識が必要となります。
救急救命士標準テキストによる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アウトプットを行うことでより
正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到連目標】

救急救命士国家言式験に必要な知識を総合的に学び、救急救命士国家試験に必要な合格基準を突破できるようになる。
<具体的な目標>
目標⑤救急救命処置概論が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標⑥救急病態生理学が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標⑦救急症候学が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標③疾病救急医学が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。
目標③急性中毒学・環境障害が説明でき、救急救命士国家試験問題が解けるようになる。

61回 目
(目標⑥)代謝・内分泌・栄養系疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・糖尿病の合併症・その他の代謝異常・内分泌疾患・栄養疾患】

62回 目
(目標③)血液・免疫系、筋・骨格系疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論,血液疾患・免疫疾患・総論・脊椎疾患・関節疾患・筋疾患】

63回 目
(目 標③)皮膚系、眼・耳・鼻の疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・皮膚、軟部組織の感染症・アレルギー性疾患・総論・眼の疾患・耳の疾患・鼻の疾患】

64回 目
(目 標③)感染症の疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・敗血症・結核・インフルエンザ・食中毒・輸入感染症。発疹性感染症・性感染症・その他の感染症】

65回 目
(目 標⑥)Jヽ児に特有な疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・観察と判断・主な疾患】

66回 目
(目 標③)高齢者に特有な疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・主な疾患】

67回 目
(目標③)妊娠・分娩と救急疾患について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【正常妊娠・異常妊娠・正常分娩・異常分娩・観察と処置】

68回 目
(目標③)精神障害について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【総論・統合失調症・気分障害・器質性精神障害・中毒性障害,その他の精神障害・向精神薬の主な副作用】

69回 目
(目標③)中毒総論について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【中毒とは'中毒物質・病態生理・観察と処置・医療機関での診療・医療機関選定と搬送中の注意・中毒情報】

70回 目
(目標③)中毒各論について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【医薬品中毒・農薬中毒・工業用品中毒,ガス中毒・アルコール中毒・自然毒中毒・家庭用品中毒・乱用案物】

71回 目
(目標⑨)中毒各論について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【医薬品中毒・農薬中毒・工業用品中毒・ガス中毒・アルコール中毒,自然毒中毒・家庭用品中毒・乱用薬物】

72回 日
(目標③)異物、羽水について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【気道異物・消化管異物・具、耳、眼、性器の異物・病態生理・観察と処置】

73回 目
(目標③)熱中症、偶発性低体温症について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【疫学・病態生理・観察・処置・搬送時の注意,発生機序と病態生理・観察・処置】

74回 目
(目標⑨)放射線障害について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【放射線の概要・人体の影響・放射線への対応・観察と処置】

75回 目
(目標③)その他の環境障害について説明できる。 国家試験問題が解けるようになる。
【高山病・減圧障害・酸素欠乏症・凍傷・紫外線による障害】

準備学習
時間外学習

¬・2年次で学んだ専門科目を再度復習すること。暗記するのではなく理解する。振り返りや見直しを行う。また、時間外に自己学習をすることを心がける。ま
た、教科書やノート、プリントを使つた勉強だけなく、救急救命士模擬試験や過去問を繰り返し解くことで問題の傾向や出題方法、勉強する内容を抽出する。
●復習・振り返り
0時間外自己学習・見直し
●救急救命士国家試験模擬試岳父・過去間を解ぐやり直し

評価方法

救急救命士国家試験模擬試験を3回実施し、(再試験・再々試験含め4回 )救急救命士国家試験合格基準を用いて判定試験を行う。
(模擬試験については」ESC統一模擬試験・JESA統一模擬試験・ELSTA模擬試験を使用する)
0出席卒 (670/O)以 上出席
●救急救命士国家試験合格基準
上記にて単位認定及び成績評価判定を行う。

受講生への
メッセージ

救急救命士国家試験は合格基準に到達すれば合格となります。なので目標が提示されている状況なので努力し継続すれば達成できます。また、救急救命士
国家試験模擬試験や過去間を繰り返し解くことで、問題の傾向や出題方法、自分の苦手な分野や項目が判断できると思います。さらに問題によって正答率が高
い問題と低い問題に別れます。高い問題は受験者にとって解きやすい問題となるため、間違えないようにしなければなりません。低い正答率の問題はしっかりと
勉強出来た人が解ける問題となります。確実に取れる問題を間違えないようにすることも大事です。3年間の集大成として救急救命士国家試験を合格できるよう
に最後まで諦めずに一緒に頑 S長りましょっ。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接)

Pub‖ c Servant Lecture(A3vanced Apphcation)

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員 :

実務経験 |

東 ―也

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

木・金・土曜、1・ 2時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

当科目は公務員試B父の中で主要な晴記科目であり、また出題問題数も多い科目のため、苦手科目にはできません。2年次までに人文科学 (地理・日本史・世界史)に
ついては、最終的に履修すべき範囲・内容の8割以上を、社会科学については政治分野を済ませていますが、これからの3年次では、大文科学の残り2割弱の範囲・
内容と、社会科学の残りである経済分野と社会分野のほば全範囲を学ぶことになりますが、この進み具合は例年よりも早いです。その分、今年度は問題演習の時間
を多くとれますから、実践的な問題に触れながら、理解度を各自で把握しやすくなると思われます。授業進行については、これまでどおり指定テキストを使い、丁寧な
板書(暗記の際の優先順位についてはカラー分けする)を行つて、公務員受験者として必要な知識事項を示します。特に、社会科学については、例年苦手意識を抱く
学生が多いので、関心が向くような時事的な事項も織り交ぜながら、わかりやすい授業環境を整えます。なお、思想、文芸分野につきましては、補習の時間で取り上
げます。
※実務経験はありません。

【到達目標】

公務員試験に合格するためには、当然ですが6～ 7割以上の正答率が要求されます。人文科学は地理・日本史・世界史の3分野、社会科学は政治・経済・社会の3
分野がありますが、それぞれこのうちの2分野は得意分野として、人文科学、社会科学の分野を大きな得点源にできる学生に育て上げます。
<具体的な目標>
目標①人文科学の地理分野については、白地図や統計資料を使った問題に対し、思考力をもって正解できる。
目標②大文科学の歴史分野については、主要な歴史的事実について、関係する人物や社会的背景、後の時代への影響等をきちんと説明できる。
目標③社会科学分野については、頻出の単元(例えば基本的人権)には、補習を含めて十分な時間をかけて教えることにより理解を深めさせ、本試験時に正解でき
る。

1回 目 経済/日 本の財政について、特に一般会計予算、財政投融資、国債の累積債務に関する知識を習得して、説明ができる。

2回 目 経済/財政政策と金融政策について、特に増減税、公共事業、日本銀行の役割に関する知識を習得して、説明ができる

3回 目 世界史/産業革命について、関連する知識を習得して、説明ができる。

4回 目 世界史/19世紀のヨーロッパについて学ぷことにより、世界が近代から現代へ移行する過渡期に関する知識を深めることができる。

5回 目 地理/日本地理について、主な工業地域等、主に工業・産業に関する知識を習得して、説明ができる。

6回 目
春季講座の内容の小テスト(1回 日)を行うことで、春季で学んだ中国工朝史について到達度を把握し、改めて当該単元について理解を深めることができ
る。

7回 目
(国際)経済/戦後の国際金融体制、貿易体制について、特にブレトンウッズ体制の確立と崩壊、GA可「とWTOに関する知識を習得して、説明ができ
る。

8回 目 経済/経済学に関する基本用語 (公務員試験でよく出題される主な学説・人物や用語、経済理論)に関する知識を習得して、説明ができる。

9回 目 日本史/昭和戦前史について、満州事変からアジア太平洋戦争に関する知識を習得して、説明ができる。

10回 目 世界史/第一次世界大戦と国際協調について、帝国主義、3B・ 3C政策に関する知識を習得して、説明ができる。

11回 目 世界史/第一次世界大戦と国際協調について、大戦後の世界の動きに関する知識を習得して、説明ができる。

12回 目
春季講座の内容の小テスト(2回 日)を行うことで、春季で学んだ明治・大正期について到達度を把握し、改めて当該単元について理解を深めることがで
きる。

13回 目 日本史/昭和戦後史について、GHQによる民主化政策、戦後復興に関する知識を習得して、説明ができる。

14回 目 日本史/昭和戦後史について、主な戦後の内閣の政治実績に関する知識を習得して、説明ができる。

15回 目 地理/人口、時差、地図の図法等の、いわゆる地理の小 (マイナー)単元についての知識までも習得して、説明ができる。

準備学習
時間タト学習

目標①2年時から伝えていたことですが、暗記中心という科目の特性に加え、学習(暗記)効果が上がるという面から、授業前にテキストの読み込みを行
うなどの予習と、授業後の復習(覚え直し)を繰り返し行うことを望みます。
日標②得意分野を伸ばすことも大事ですが、公務員試験で全体の6～ 7割の正答率を得るためには、苦手分野の底上げもまた必要です。苦手科目につ
いても、授業後の復習(覚え直し)を地道に続けることで、党服する意欲を持ってください。
目標③模擬試験が実施されるたびに、必ず解説にも目を通して、弱点克服に役立てることも求めます。

評価方法
基本的には、終講試験の結果を重視しますが、授業中の態度、出席率、小テスト(確認テスト)も加味して、総合的に評価します。
③定期(期末)テスト80。/。  ②授業態度・出席率100/o ③小テスト(確認テスト)100/o

受講生への
メッセージ

ついに公務員言式験受験の年となりました。みなさんの多くは、公務員 (消防官)試験に合格しなければ、本検入学時に抱いていた夢 (志望)は叶わないこ
とになります。受験の世界は、どこでも合格するかしないのかがはっきり分かれる厳しい世界です。だからこそ、今年の授業は、2年時以上に勤勉な姿勢
で受講し、そして予習・復習に励みましょう。私が担当する大文科学と社会科学は、暗記科目ゆえに、努力次第で伸びる科目です。最後の最後まで、自
分の可能性を信じて努力を続ける皆さんを応援します。

【使用教科書・数材・参考書】

『オープンセサミシリーズ 公務員 国家公務員・地方初級 日本史・世界史・地理・思想」東京アカデミー
『同シリーズ 政治・経済・社会』東京アカデミー編



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科  _

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接 )

Pubヽ c Servant Lecture(Advanced・ Apphcation)

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員 東 ―也

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

345時間

(23単位 )

開詰区分

曜日・時限

前期

木・金 1・ 2時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

当科目は公務員試験の中で主要な暗記科日であり、また出題問題数も多い科目のため、昔手科目にはできません。2年次までに人文科学 (地理・日本史・世界史)に
ついては、最終的に履修すべき範囲・内容の8割以上を、社会科学については政治分野を済ませていますが、これからの3年次では、人文科学の残り2割弱の範囲・
内容と、社会科学の残りである経済分野と社会分野のほぼ全範囲を学ぷことになりますが、この進み具合は例年よりも早いです。その分、今年度は問題演習の時間
を多くとれますから、実践的な問題に触れながら、理解度を各自で把握しやすくなると思われます。授業進行については、これまでどおり指定テキストを使い、T寧な
板書(晴記の際の優先順位についてはカラー分けする)を行つて、公務員受験者として必要な知識事項を示します。特に、社会科学については、例年苦手意識を抱く
学生が多いので、関心が向〈ような時事的な事項も織り交ぜながら、わかりやすい授業環境を整えます。なお、思想、文芸分野につきましては、補習の時間で取り上
げます。
※実務経験はありません。

【到達目標】

公務員言式験に合格するためには、当然ですが6～ 7割以上の正答率が要求されます。大文科学は地理 ,日本史・世界史の3分野、社会科学は政治・経済,社会の3
分野がありますが、それぞれこのうちの2分野は得意分野として、大文科学、社会科学の分野を大きな得点源にできる学生に育て上げます。
<具体的な目標>
目標①人文科学の地理分野については、白地図や統計資料を使つた問題に対し、思考力をもって正解できる。
目標②大文科学の歴史分野については、主要な歴史的事実について、関係する人物や社会的背景、後の時代への影響等をきちんと説明できる。
日標③社会科学分野については、頻出の単元(例えば基本的人権)には、補習を含めて十分な時間をかけて教えることにより理解を深めさせ、本試験時に正解でき
る。

16回 目 社会/社会保障制度、少子高齢社会について、社会保障制度の4つの柱、少子化対策等に関する知識を習得して、説明ができる。

17回 目 社会/現代における社会問題 (労働問題、環境問題、経済格差、人権、治安)に関する知識を習得して、説明ができる。

18回 目 小テスト(3回 日)を行うことで、今時点(1～ 11回 )での到達度を把握し、改めてこれまでの履修範囲について理解を深めることができる。

19回 目 世界史/第二次世界大戦について、特にドイツの再軍備とヒトラー政権、ファシズムの合頭に関する知識を習得して、説明ができる。

20回 目 世界史/戦後冷戦史について、鉄のカーテン、ドイツの分割統治、雪解け、デタント、核軍縮、マルタ会談に関する知識を習得して、説明ができる。

21回 目 世界史/戦後史について、中華人民共和国の成立、ベトナム戦争、第三世界、地域統合等に関する知識を習得して、説明ができる。

22回 目 時事問題対策/日本国内の政治、経済、社会画の時事に関する知識を習得して、説明ができる。

23回 目 時事問題対策/国際社会画の時事に関する知識を習得して、説明ができる。

24回 目 小テスト(4回 目)を行うことで、今時点 (13～ 21回 )での到達度を把握し、改めてこれまでの履修範囲について理解を深めることができる。

25回 目 地理/統計資料について、主に農林水産業に関する数値データ等の知識を習得して、時事を絡めた統計問題に対して対応ができる。

26回 目 地理/統計資料について、主に鉱工業に関する数値データ等の知識を習得して、時事を絡めた統計問題に対して対応ができる。

27回 目 【問題演習】日本史/古代(日石器時代～平安時代)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

28回 目 【問題演習】日本史/中世(鎌倉時代)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

29回 目 【問題演習】世界史/古代 (四大文明、古代ギリシア、古代ローマ)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

30回 目 【問題演習】世界史/中世(十字軍、宗教改革等)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

準備学習
時間外学習

目標①2年時から伝えていたことですが、皓記中心という科目の特性に加え、学習 (Π音記)効果が上がるという面から、授業前にテキストの読み込みを行
うなどの予習と、授業後の復習(覚え直し)を線り返し行うことを望みます。
目標②得意分野を伸ばすことも大事ですが、公務員試験で全体の6～ 7割の正答率を得るためには、苦手分野の底上げもまた必要です。苦手科目につ
いても、授業後の復習 (覚え直し)を地道に続けることで、克服する意欲を持ってください。
目標③模擬試験が実施されるたびに、必ず解説にも目を通して、弱点克服に役立てることも求めます。

評価方法
基本的には、終講試験の結果を重視しますが、授業中の態度、出席率、小テスト(確認テスト)も加味して、総合的に評価します。
③定期(期末)テスト80。/o ②授業態度・出席率100/o ③小テスト(確認テスト)100/o

受講生への
メッセージ

ついに公務員試験受験の年となりました。みなさんの多くは、公務員 (消防官)言式験に合格しなければ、本検入学時に抱いていた夢 (志望)は叶わないこ
とになります。受験の世鼻は、どこでも合格するかしないのかがはつきり分かれる厳しい世界です。だからこそ、今年の授業は、2年時以上に勤勉な姿勢
で受講し、そして予習・復習に励みましょう。私が担当する大文科学と社会科学は、皓記科目ゆえに、努力次第で伸びる科目です。最後の最後まで、自
分の可能性を信じて努力を続ける皆さんを応援します。

【使用教科書・教材・参考書】

『オープンセサミシリーズ 公務員 国家公務員・地方初級 日本史・世界史・地理・思想」東京アカデミー
『同シリーズ 政治・経済・社会』東京アカデミー編



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接 )

Pub‖ c Servant Lccture(Advanced・ App‖ cat on)

選択
必修
選択

年次 3年次
東 ―也担当教員 :

実務経験 :

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

前期

木・金・土曜、1・ 2時限目

開請区分

日・時限]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

当科目は公務員試験の中で主要な暗記科目であり、また出題問題数も多い科目のため、苦手科目にはできません。2年次までに人文科学(地理・日本史・世界史)に
ついては、最終的に履修すべき範囲・内容の8割以上を、社会科学については政治分野を済ませていますが、これからの3年次では、人文科学の残り2割弱の範囲・
内容と、社会科学の残りである経済分野と社会分野のほぼ全範囲を学ぶことになりますが、この進み具合は例年よりも早いです。その分、今年度は問題演習の時間
を多くとれますから、実践的な問題に触れながら、理解度を各自で把握しやすくなると思われます。授業進行については、これまでどおり指定テキストを使い、丁寧な
板書(暗記の際の優先順位についてはカラー分けする)を行つて、公務員受験者として必要な知識事項を示します。特に、社会科学については、例年苦手意識を抱〈
学生が多いので、関心が向くような時事的な事項も織り交ぜながら、わかりやすい授業環境を整えます。なお、思想、文芸分野につきましては、補習の時間で取り上
げます。
※実務経験はありません。

【到達目標】

公務員試験に合格するためには、当然ですが6～7割以上の正答率が要求されます。大文科学は地理・日本史・世界史の3分野、社会科学は政治・経済・社会の3
分野がありますが、それぞれこのうちの2分野は得意分野として、大文科学、社会科学の分野を大きな得点源にできる学生に育て上げます。
<具体的な目標>
目標①人文科学の地理分野については、白地図や統計資料を使つた問題に対し、思考力をもつて正解できる。
目標②人文科学の歴史分野については、主要な歴史的事実について、関係する人物や社会的背景、後の時代への影響等をきちんと説明できる。
日標③社会科学分野については、頻出の単元(例えば基本的人権)には、補習を含めて十分な時間をかけて教えることにより理解を深めさせ、本試験時に正解でき
る。

31回 目 【問題演習】地理/地形(大地形、侵食、堆積、火山、海岸等)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

32回 目 【問題演習】地理/世界の気候(各気候帯の特色、農林業との関連等)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

33回 目 【問題演習】政治/民主政治(法の支配政治思想、各国の政治制度等)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力身にを付ける。

34回 目 【問題演習】政治/日本国憲法(特色、重要な条文内容等)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力身にを付ける。

35回 目 【問題演習】日本史/中世(室町時代～安土・BL山 時代)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

36回 目 【問題演習】日本史/近世(江戸時代初期)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

37回 目 【問題演習】世界史/近代(主に絶対主義)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

38回 目 【問題演習】世界史/近代(主に市民革命)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

39回 目 【問題演習】地理/世界の産業(主に農業、鉱物資源)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

40回 目 【問題演習】地理/世界の産業(主に工業)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

41回 目 【問題演習】政治/基本的人権の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力身にを付ける。

42回 目 【問題演習】政治/立法権の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力身にを付ける。

43回 目 【問題演習】日本史/近世(江戸三大改革等の政策)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

44回 目 【問題演習】日本史/近世(江戸末期・滅亡)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

45回 目 【問題演習】世界史/中国工朝史の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

準備学習
時間外学習

日標①2年時から伝えていたことですが、晴記中心という科日の特性に加え、学習 (Π音記)効果が上がるという面から、授業前にテキストの読み込みを行
うなどの予習と、授業後の復習(覚え直し)を繰り返し行うことを望みます。
目標②得意分野を伸ばすことも大事ですが、公務員試験で全体の6～ 7割の正答率を得るためには、苦手分野の底上げもまた必要です。苦手科目につ
いても、授業後の復習(覚え直し)を地道に続けることで、克服する意欲を持ってください。
目標③模擬試験が実施されるたびに、必ず解説にも目を通して、弱点克服に役立てることも求めます。

評価方法
基本的には、終講試験の結果を重視しますが、授業中の態度、出席率、小テスト(確認テスト)も加味して、総合的に評価します。
③定期 (期末)テスト800/o ②授業態度・出席率100/。  ③小テスト(確認テスト)100/o

受講生への
メッセージ

ついに公務員試験受験の年となりました。みなさんの多くは、公務員 (消 防官)試験に合格しなければ、本校入学時に抱いていた夢 (志望)は叶わないこ
とになります。受験の世界は、どこでも合格するかしないのかがはつきり分かれる厳しい世界です。だからこそ、今年の授業は、2年時以上に勤勉な姿勢
で受講し、そして予習・復習に励みましょう。私が担当する人文科学と社会科学は、暗記科目ゆえに、努力次第で伸びる科目です。最後の最後まで、自
分の可能性を信じて努力を続ける皆さんを応援します。

【使用教科書・教材・参考書】

『オープンセサミシリーズ 公務員 国家公務員・地方初級 日本史・世界史,地理・思想」東京アカデミー
『同シリーズ 政治・経済・社会』東京アカデミー編



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命 員科

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接)

Pubhc Servっnt Lecture(Advanced・ Apphcation)

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員 東 ―也

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

木・金・土曜、1・ 2時ヨース  :

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

当科目は公務員言式験の中で主要な暗記科目であり、また出題問題数も多い科日のため、苦手科目にはできません。2年次までに人文科学(地理,日本史・世界史)に
ついては、最終的に履修すべき範囲・内容の8割以上を、社会科学については政治分野を済ませていますが、これからの3年次では、大文科学の残り2割弱の範囲・
内容と、社会科学の残りである経済分野と社会分野のほぼ全範囲を学ぶことになりますが、この進み具合は例年よりも早いです。その分、今年度は問題演習の時間
を多くとれますから、実践的な問題に触れながら、理解度を各自で把握しやすくなると思われます。授業進行については、これまでどおり指定テキストを使い、T寧な
板書(晴記の際の優先順位についてはカラー分けする)を行つて、公務員受験者として必要な知識事項を示します。特に、社会科学については、例年苦手意識を抱く
学生が多いので、関心が向〈ような時事的な事項も繊り交ぜながら、わかりやすい授業環境を整えます。なお、思想、文芸分野につきましては、補習の時間で取り上
げます。
※実務経験はありません。

【到達目標】

公務員試験に合格するためには、当然ですが6～ 7割以上の正答率が要求されます。人文科学は地理・日本史・世界史の3分野、社会科学は政治・経済・社会の3
分野がありますが、それぞれこのうちの2分野は得意分野として、人文科学、社会科学の分野を大きな得点源にできる学生に育て上げます。
<具体的な目標>
目標①人文科学の地理分野については、白地図や統計資料を使った問題に対し、思考力をもつて正解できる。
目標②人文科学の歴史分野については、主要な歴史的事実について、関係する人物や社会的背景、後の時代への影響等をきちんと説明できる。
日標⑥社会科学分野については、頻出の単元(例えば基本的人権)Iヨよ、補習を含めて十分な時間をかけて教えることにより理解を深めさせ、本試験時に正解でき
る。

46回 目 【問題演習】世界史/中国王朝史の続き、および周辺アジア諸国の歴史の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

47回 目 【問題演習引地理/地誌(世界総合、アジア諸国等)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

48回 目 【問題演習】地理/地誌 (アフリカ、ヨーロッパ、北米、南米等)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

49回 目 【問題演習〕政治/行政権、司法権の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力身にを付ける。

50回 目 【問題演習】政治/地方自治の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力身にを付ける。

61回 目 【問題演習】日本史/近現代(主に明治から大正時代)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

52回 目 【問題演習】日本史/近現代 (主に昭和時代)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

53回 目 【問題演習】世界史/現代(主に第一次世界大戦と第二次世界大戦)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力を身に付ける。

54回 目 【問題演習】政治/国際社会(主に国際連合とその専門機関等)の問題演習を行うことで、当履修内容について得点力身にを付ける。

55回 目 終講試験対策

56回 目 終講試験対策

57回 目 終講試験対策

準備学習
時間外学習

目標①2年時から伝えていたことですが、晴記中心という科目の特性に加え、学習 (日音記)効果が上がるという面から、授業前にテキストの読み込みを行
うなどの予習と、授業後の復習(覚え直し)を繰り返し行うことを望みます。
日標②得意分野を伸ばすことも大事ですが、公務員試験で全体の6～ 7割の正答率を得るためには、昔手分野の底上げもまた必要です。苦手科目につ
いても、授業後の復習(覚え直し)を地道に続けることで、克服する意欲を持ってください。
目標③模擬試験が実施されるたびに、必ず解説にも目を通して、弱点克服に役立てることも求めます。

評価方法
基本的には、終講試験の結果を重視しますが、授業中の態度、出席卒、小テスト(確認テスト)も加味して、総合的に評価します。
①定期 (期末)テスト800/o ②授業態度・出席率100/o ③小テスト(確認テスト)100/o

受講生への
メッセージ

ついに公務員試験受験の年となりました。みなさんの多くは、公務員 (消防官)言式験に合格しなければ、本校入学時に抱いていた夢 (志望)は叶わないこ
とになります。受験の世界は、どこでも合格するかしないのかがはつきり分かれる厳しい世界です。だからこそ、今年の授業は、2年時以上に勤勉な姿勢
で受講し、そして予習・復習に励みましょう。私が担当する人文科学と社会科学は、暗記科目ゆえに、努力次第で伸びる科目です。最後の最後まで、自
分の可能性を信じて努力を続ける皆さんを応援します。

【使用教科書 教材・参考書】

『オープンセサミシリーズ 公務員 国家公務員・地方初級 日本史。世界史・地理・思想」東京アカデミー
『同シリーズ 政治・経済・社会』東京アカデミー編



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接)

Pubrc servant Lecturc(Advanced・ Apprcation)

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員 馬場 留美

実務経験

授業

形態
演習

総時間
(単位)

345時間

(23単位 )

開講区分 前期

日 木・金・土曜、3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

公務員試験において、数的処理は重要なウエイトを占めます。1 2年次で学習したことを踏まえ、練習問題を繰り返すことで応用力がつきます。

【到達目標】

本番の公務員試験で数的処理の問題が解けるようになる。
<具体的な目標>
目標①数的推理の問題が解ける
目標②判断推理の問題が解ける
目標③空間把握の問題が解ける
目標④資料解釈の問題が解ける

58回 目 目標① 比と害Ⅲ合ができる

59回 目 目標③ 立体の投影図ができる

60回 目 目標③ サイコロの問題が解ける

61回 目 目標① 過不足算ができる

62回 目 目標③ 平面計量ができる

63回 目 目標② 対応関係ができる

64回 目 目標② ‖贋列・位置ができる

65回 目 目標① 速さの比ができる

66回 目 目標① 条件付き推率ができる

67回 目 目標① 公倍数・公約数ができる

68回 目 目標② リーグ戦・道順ができる

69回 目 目標④ 資料解釈ができる

70回 目 目標② 証言、時計のずれができる

71回 目 目標③ 立体の切断ができる

72回 目 目標② 位置関係ができる

準備学習
時間外学習

復習は不可欠です。復習用のプリントを西己布しますので各自活用して下さい。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

授業では、教科書に載つていない解法も伝授します。まじめに授業に臨み、復習を怠らなければ本番試験で高得点が取れます。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :「一般知能」東京アカデミー編 七賢出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接 )

Pub‖ c Scrvant Lecture(Advanced・ Apphcat on)

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員 馬場 留美

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位)

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

木・金・土曜、3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

公務員試験において、数的処理は重要なウエイトを占めます。1 2年次で学習したことを踏まえ、練習問題を繰り返すことで応用力がつきます

【到達目標】

本番の公務員試験で数的処理の問題が解けるようになる。
<具体的な目標>
目標①数的推理の問題が解ける
目標②判断推理の問題が解ける
日標③空間把握の問題が解ける
目標④資料解釈の問題が解ける

73回 目 目標③ 歯車、軌跡ができる

74回 目 目標① 通過算・ニュートン算ができる

75回 目 目標② 暗号、集合ができる

76回 目 目標④ 増加率のグラフができる

77回 目 目標① 確率、割合ができる

78回 目 目標② 家系図、ジャンケン確率ができる

79回 目 目標① 平均、表面積と体積ができる

80回 目 目標① 濃度、増減ができる

81回 目 目標③ 立体の経路ができる

82回 目 目標② 順序、対応ができる

83回 目 目標① N進法ができる

84回 目 目標① 関数とグラフができる

85回 目 目標② 証言、部屋割ができる

86回 目 目標① 言己数法ができる

87回 目 目標④ 資料解釈ができる

準備学習
時間外学習

復習は不可欠です。復習用のプリントを配布しますので各自活用して下さい。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

授業では、教科書に載つていない解法も伝授します。まじめに授業に臨み、復習を怠らなければ本番試験で高得点が取れます。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :「一舟豊知能」東京アカデミー編 七賢出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接)

PuЬ‖c Servant Lecture(Advanced・ Apprcat on)

必修
選択

選択
年次 3年次

担当教員

実務経験

馬場 留美

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

木・金。土曜、3・ 4時限目]―ス

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

公務員試験において、数的処理は重要なウエイトを占めます。1 2年次で学習したことを踏まえ、練習問題を繰り返すことで応用力がつきます。

【到達目標】

本番の公務員試験で数的処理の問題が解けるようになる。
<具体的な目標>
目標①数的推理の問題が解ける
目標②判断推理の問題が解ける
日標③空間把握の問題が解ける
目標④資料解釈の問題が解ける

88回 目 目標②判断推理の総合問題を解く

89回 目 目標②判断推理の総合問題を解く

90回 目 目標③空間把握の総合問題を解く

91回 目 目標④資料解釈の総合問題を解く

92回 目 目標①数的推理の総合問題を解く

93回 目 目標①数的推理の総合問題を解く

94回 目 目標②判断推理の総合問題を解く

95回 目 目標②判断推理の総合問題を解く

96回 目 目標③空間把握の総合問題を解く

97回 目 目標①数的推理の総合問題を解く

98回 目 目標①数的推理の総合問題を解く

99回 目 目標①数的推理の総合問題を解〈

100回 目 目標②判断推理の総合問題を解く

101回 目 目標②判断推理の総合問題を解く

102回 目 目標③空間把握の総合問題を解く

準備学習
時間外学習

復習は不可欠です。復習用のプリントを配布しますので各自活用して下さい。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

授業では、教科書に載っていない解法も伝授します。まじめに授業に臨み、復習を怠らなければ本番試験で高得点が取れます。

【使用教科書,教材・参考書】

教科書 :「一般知能J東京アカデミー編 七賢出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

公務員講座 (総合・面接 )

Pubhc Servant Lecture(A」 vanced・ ApphcatiOn)

科目名
(英 )

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員

実務経験

馬場 留美

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日。時限

前期

木・金・土曜、3・ 4時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

公務員試験において、数的処理は重要なウエイトを占めます。1 2年次で学習したことを踏まえ、練習問題を線り返すことで応用力がつきます。

【到達目標〕

本番の公務員試験で数的処理の問題が解けるよ〕こなる。
<具体的な目標>
目標①数的推理の問題が解ける
目標②判断推理の問題が解ける
目標③空間把握の問題が解ける
目標④資料解釈の問題が解ける

103回 目 目標①②過去問及び類題を解く

104回 目 目標③④過去問及び類題を解く

105回 目 目標①②過去問及び類題を解く

106回 目 目標③④過去問及び類題を解く

107回 目 目標①②過去問及び類題を解く

108回 目 目標③④過去問及び類題を解く

109回 目 目標①②過去問及び類題を解〈

110回 目 目標③④過去問及び類題を解く

11ヽ 回目 目標①②過去問及び類題を解く

112回 目 目標③④過去問及び類題を解く

113回 目 まとめ・復習

114回 目 まとめ・復習

準備学習
時間外学習

予習より復習が大切です。復習用のプリントを配布しますので、各自活用して下さい。

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

授業では教科書に載っていない解法も伝授します。まじめに授業を受け、復習を怠らなければ本番試験で高得点が取れます。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書「一n貴知能」東京アカデミー編 七賢出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接)

Pub‖ c Servant Lecture(A」 vanced・ Apphcation)

必修

選択
選択 年次 3年次

担当教員 岩崎 靖

実務経験

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限

前期

水曜、1・ 2時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

2年次までの知識をもとに公務員試験の問題を演習することにより、自然科学分野の問題が解ける、より深い知識を身につけることができる。

【到達目標】

昨年までの知識をもとに演習を行うことで公務員初級・東京消防庁I類・東京消防庁Ⅲ類の問題が解けるようになる。
<具体的な目標>
目標①化学の問題が解ける
目標②物理の問題が解ける
目標③生物の問題が解ける
目標④地学の問題が解ける

115回 目 目標O化学 物質の構成をより深く理解し、知識を身につけることができる。

116回 目 目標① 化学 金属,Jに金属をより深く理解し、知識を身につけることができる。

117回 目 目標① 化学 酸・塩基、酸化・還元をより深く理解し、知識を身につけることができる。

118回 目 目標① 化学 化学反応と量をより深く理解し、知識を身につけることができる。

119回 目 目標② 物理 速度と距離をより深く理解し、知識を身につけることができる。

120回 目 目標② 物理 力をより深く理解し、知識を身につけることができる。

121回 目 目標② 物理 力(エネルギー)をより深く理解し、知識を身につけることができる。

122回 目 目標② 物理 波動をより深く理解し、知識を身につけることができる。

123回 目 目標② 物理 電気をより深〈理解し、知識を身につけることができる。

124回 目 目標③ 生物 生命の連続をより深く理解し、知識を身につけることができる。

125回 日 目標③ 生物 同化・異化をより深く理解し、知識を身につけることができる

126回 目 目標③ 生物 体内環境をより深〈理解し、知識を身につけることができる。①

127回 目 目標③ 生物 体内環境をより深く理解し、知識を身につけることができる。②

128回 目 目標③ 生物 生物の集団をより深く理解し、知識を身につけることができる。

129回 目 目標④ 地学 団体地球をより深く理解し、知識を身につけることができる。①

準備学習
時間外学習

事前に伝えられた範囲を、参考書などで学習して来ること。講義中で間違えた問題を解き直すこと。週に4～ 6時間の学習が必要になる。

評価方法 終請試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

昨年まで身につけた知識をアウトプットすることで、さらに理解を深めていきましょう。昨年の作成したノードを持参して講義に参加して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書「数学・理科」東京アカデミー編 七賢出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接)

Pub‖ c Servant Lecture(Advanced・ ApplcatiOn)

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員 岩崎 靖

実務経験

授業
形態

演 習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分 前期

曜日・時 水曜、1・ 2時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

2年次までの知識をもとに公務員言式験の問題を演習することにより、自然科学分野の問題が解ける、より深い知識を身につけることができる。

【到達目標】

昨年までの知識をもとに演習を行うことで公務員初級・東京消防庁Ⅱ類・東京消防庁Ⅲ類の問題が解けるようになる。
<具体的な目標>
目標①化学の問題が解ける
目標②物理の問題が解ける
目標③生物の問題が解ける
目標④地学の問題が解ける

130回 目 目標④ 地学 回体地球をより深く理解し、知識を身につけることができる。②

131回 目 目標④ 地学 天体をより深く理解し、知識を身につけることができる。①

132回 目 目標④ 地学 天体をより深く理解し、知識を身につけることができる。②

133回 目 目標④ 地学 気象をより深く理解し、知識を身につけることができる。①

134回 目 目標④ 地学 気象をより深く理解し、知識を身につけることができる。②

準備学習
時間外学習

事前に伝えられた範囲を、参考書などで学習して来ること。講義中で間違えた問題を解き直すこと。週に4～ 5時間の学習が必要になる。

評価方法 終詰試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

昨年まで身につけた知識をアウトプットすることで、さらに理解を深めていきましょう。昨年の作成したノードを持参して講義に参加して下さい。

【使用教科書・教材・参考書】

教科書 :「数学・理科」東京アカデミー編 七賢出版



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

担当教員必修
選択

選 択 年次 3年次
実務経験

森田 道稔
科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接)

PubHc Servant Lecturc(Advanced・ Appヽ cation) 前期

ヨース

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限 月曜、4時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

SP13

①言語問題 (同意語・反意語、二語の関係、語句、空欄補充、用法、文章整序、長文読解)の授業を実施する。
②非言語問題 (モノの値段と個数、定価・原価・利益、割合と値段、濃度算、速度算、集合、場合の数、確率、各種推論)の授業を実施する
SCOA
数理 (四則計算 )、 論理 (推論)、 言語 (漢字の読み)、 常識 (社会、理科)の授業を実施する。

I知育ヒ模査」の要素が大きく、SCOAと 比畷すると難易反が高くなり、時間との勝負となります。段栗で果中して問題を解き、徐々にスビードを上げ、かつ正確

「学力検査」の傾向が大きくSCOAで高得点をとるためには、中学 ,高校での基礎知識が大切となります。授業で問題を解き、基礎知識を身につけていきま

く具体的目標〉
l  SP13

①言語問題 (同意語・反意語、二語の関係、語句、空欄補充、用法、文章整序、長文読解)の内容が説明できるとともに確実に正解が出せる。
②非言語問題 (モノの値段と個数、定価・原価・利益、割合と値段、濃度算、速度算、集合、場合の数、確率、各種推論)の計算が出来るとともに確実に正解が
出せる。

目

に角子けるようにしていく。

■授業計画・内容 |

155回 目
言語問題 (同義語、反意語),ド言語問題 (モノの値段と個数、定価・原価・利益)の出題傾向・解法を理解させ、言語問題、非言語問題の説

明ができる。

156回 目
SP13③  言語問題(語句、空欄補充、用法)〕 F言語問題(割合と値段、濃度算)の出題傾向・解法を理解させ、言語問題、非言語問題の説明ができ
る。

157回 目 SP13⑤  言語問題(文章序列、長文読解)〕 F言語問題(速度算1、 速度算2)の出題傾向・n写法を理解させ、言語問題、非言語問題の説明ができる。

158回 目 SP13②  言語問題(総合編1),F言語問題(集合、場合の数)の出題傾向・解法を理解させ、言語問題、非言語問題の説明ができる。

159回 目 SP13⑨  言語問題(総合編3)〕卜言語問題(確率推論:順位関係・勝敗関係)の出題傾向・解法を理解させ、言語問題、非言語問題の説明ができる。

160回 目
SP13⑫  言語問題(総合編6)夢に言語問題(四則計算、推論:位置関係・対応関係)の出題傾向・解法を理解させ、言語問題、非言語問題の説明が
できる。

161回 目 SP13①  言語問題、非言語問題(模擬問題1)

162回 目 SCOA① 数理(四則計算)、 論理(推論)の出題傾向・解法を理解させ説明ができる。

163回 目 SCOA② 言語(漢字の読み)、 常識(社会、理科)の出題傾向・解,去を理解させ説明ができる。

164回 目 SCOA③ SCOA(模 擬問題 1)

準備学習
時間外学習

復習中心の学習を行つて下さい。
授業では各回の内容のポイントを解説し、それに対応する問題を解くことで、理解力が身につきます。次の授業では復習テストを実施しますので、苦手
な問題や間違つた問題、うる覚えの問題の復習をして下さい。

評価方法 終講言式験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

SP13
「知能検査」の要素が大きく、SCOAと 比較すると難易度が高くなり、時間との勝負となります。スビードと正確性を養いましょう。
SCOA
「学力検査」の傾向が大きくSCOAで高得点をとるためには、中学・高校での基礎知識が大切となります。しっかりと問題を解き、基礎知識を身につけま
しょう。

【使用教科書・教材.参考書】



2025年度 授業概要
学 科 :救魚触 命 公務 科

科目名
(英 )

公務員講座 (総合・面接 )

Pub‖ c Servant Lecture(Advanced・ Apphcat on)

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員 坂井 桃子

実務経験

授業

形 育ヒ
演習

総時間
(単位 )

345時間

(23単位)

開講区分

曜日・時限 月曜、3時限目

前期

ヨース

【授業の学習内容】 (※実務イと又験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

公務員言式験における「文章理解」の分野では、速読力・要点把握力・論理的思考力が求められる。これらの力を、過去問演習を通して養う。
・過去の地方初級・採用試験などの国語問題を用いた演習と解説。
・選択肢問題における「設間の意図」や「選択肢の引つかけ」に対する見抜き方の指導。
・誤字・脱字、文法の違いを見抜〈トレーニング (言語知言競問題の対策)。

【到達目標】

【文章理解における到達目標】
1 文章の主旨や要点を正確に把握できる読解力を身につける。
2設間に対して論理的に正しい選択肢を選べる判断力を養う。
3語彙力と文法知識を強化し、公務員試験レベルの国語問題に対応できる。
【小論文における到達目標】
1 指定されたテーマに対して、課題を的確に把l屋し、自分の意見を論理的に展開できる。
2救急救命士として、医療・災害対応・公共の福祉などに関するテーマに対して、自らの専門性と倫理観を踏まえて記述できる。
3文法・句読点・表現に注意を払い、わかりやす(読みやすい文章が書ける。

165回 目 オリエンテーション/試験概要と出題傾向 :公務員試験で求められる読解力・小論文の位置づけを確認する

166回 目 読解の基礎 (要旨・主3長の読み取り):文章を的確に把l屋する方法を学ぷ

167回 目 読解の応用 (論理展開・構造把握):対比・因果関係・筆者の立場に注目した読解力を磨く

168回 目 文章整序問題の攻略①(基本パターン):文の順番を入れ替える問題へのアプローチを学ぶ

169回 目 空襴補充問題の攻略②(語彙・論理):適切な語や表現を選ぷ問題への対応練習を行う

170回 目 小論文の基本 (構成・表現・論点の作り方):論理的に文章を組み立てる「型」を習得する

171回 目 テーマ①:救急車の適正利用と住民意識:社会問題の背景と自分の意見をまとめる

172回 目 テーマ②:枚急救命士の業務拡大と専門性の向上:業務の変化にどう向き合うか、考える

173回 目 テーマ③:大規模災害における救急救命士の役割:災害時の初動対応・地域連携について論じる

174回 目 テスト対策 (頻出テーマ・設問パターン整理):読解・整序・補充・小論文の総復習を行う

準備学習
時間外学習

毎回出す「今日の語彙力(熟語・慣用句・ことわざ)」のプリントを復習し、出た語彙を覚える
小論文の頻出テーマについて調べ、自分の意見を持つ練習をする

評価方法 終講試験における点数にて成績評価を行う。

受講生への
メッセージ

「語彙力」や「文章理解力」は、毎日積み重ねの努力が必要です。コツコツと一緒に頑張りましょう。

【使用教科書・教材・参考書】

参考書 :第 4版 地方初級・国家一般職 (高卒者 )国語・文章理解、公務員試験小論文 頻出テーマ完全攻略



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

総合基礎

Comprehensive Basics

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員

実務経験

専任教員

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

水・木・金曜、Ⅲ2 目コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士国家試験を合格するためには、専門的な医学基礎知識の知識が不可欠となります。また、病院前医療体制や救急救命処置概論、救急病態生理、救
急症l兵、疾病救急医学、外傷救急医学、急性中毒・環境障害の救急救命士として必要な総合的知識が必要となります。
救急救命士標準テキス日こよる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アゥトプットを行う
ことでより正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到連目標】

人体を構成する要素や人体の各器官の構造と、その機能について系統的に理解できるようになる。
<具体的な目標>
目標①人体の構造、機能、部位を理解し説明できるようになる。

1回 目 (目 標①)人体を構成する要素について説明できる。

2回 目 (目 標①)人体を構成する要素について説明できる。

3回 目 (目 標①)体表からみる人体の構造

4回 目 (目標①)体表からみる人体の構造

5回 目 (目標①)体表からみる人体の構造

6回 目 人体構成・体表確認試験

7回 目 (目標①)呼吸系について説明ができる。

8回 目 (目標①)呼吸系について説明ができる。

9回 目 (目標①)呼吸系について説明ができる。

10回 目 (目標①)呼吸系について説明ができる。

11回 目 呼吸系確認試験

12回 目 (目標①)循環系について説明ができる。

13回 目 (目標①)循環系について説明ができる。

14回 目 (目標①)循環系について説明ができる。

15回 目 (目標①)循環系について説明ができる。

準備学習
時間外学習

(目標①)準備学習として、使用教科書である救急救命士標準テキストとからだの地図帳の熟読が必要です。
また、 ¬年次で学んだ専門科目を再度復習すること。暗記するのではなく理解する。振り返りや見直しを行う。時間外に自己学習
をすることを心がける。また、教科書やノート、プリントを使つた勉強だけなく、救急救命士模擬試験や過去問を繰り返し解くことで問題
の傾向や出題方法、勉強する内容を抽出する。

●復習・振り返り
0時間外自己学習・見直し
●救急救命士国家試験模擬試験・過去問を解く・やり直し

評価方法 随時、確認試験を行い理解度を図る。

受講生への
メッセージ

解剖学では難しい漢字を使用し、内容や範囲が広いため、理解をするまでに非常に時間を必要とする。医療従事者として共通する知識で、この分野を
理解しておけなければ救急救命士として人命に携わることができない。自分の目標を叶えるために挫折せずに、少しずつでも構わないので、予習・復習
をするようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

総合基礎

Comp「ehens ve Basics

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員 専任教員

実務経験

授業
形態

演 習
総時間
(単位 )

345時 間

(23単位 )

開講区分 通年

曜日,時 水・木・金曜、Ⅲ2・ 3時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士国家試験を合格するためには、専門的な医学基礎知識の知識が不可欠となります。また、病院前医療体制や救急救命処置概論、救急病態生理、救急
症伝、疾病救急医学、外傷救急医学、急性中毒・環境障害の救急救命士として必要な総合的知識が必要となります。
救急救命士標準テキストによる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプットアウトプットを行う
ことでより正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到達目標】

人体を構成する要素や人体の各器官の構造と、その機能について系統的に理解できるようになる。
<具体的な目標>
目標①人体の構造、機能、部位を理解し説明できるようになる。

16回 目 循環系確認試験

17回 目 (目標①)消化系について説明ができる。

18回 目 (目標①)消化系について説明ができる。

19回 目 (目標①)消化系について説明ができる。

20回 目 (目標①)消化系について説明ができる。

21回 目 消化系確認試験

22回 目 (目 標①)泌尿系について説明ができる。

23回 目 (目標①)生殖系について説明ができる。

24回 目 泌尿・生殖器系確認試験

25回 目 (目 標①)内分泌系について説明ができる。

26回 目 (目標①)内分泌系について説明ができる。

27回 目 (目標①)内分泌系について説明ができる。

28回 目 (目標①)内分泌系について説明ができる。

29回 目 内分泌系確認試験

30回 目 (目標①)血液,免疫系について説明ができる。

準備学習
時間外学習

(目 標①)準備学習として、使用教科書である救急救命士標準テキストとからだの地図帳の熟読が必要です。
また、 1年次で学んだ専門科目を再度復習すること。暗記するのではなく理解する。振り返りや見直しを行う。時間外に自己学習
をすることを心がける。また、教科書やノート、プリントを使った勉強だけなく、救急救命士模擬試験や過去問を繰り返し解くことで問題
の傾向や出題方法、勉強する内容を抽出する。

●復習・振り返り
0時間外自己学習・見直し
●救急救命士国家試験模擬試験・過去問を解く,やり直し

評価方法 随時、確認試験を行い理解度を図る。

受講生への
メッセージ

解吉中学では難しい漢字を使用し、内容や範囲が広いため、理解をするまでに非常に時間を必要とする。医療従事者として共通する知識で、この分野を
理解しておけなければ救急救命士として人命に携わることができない。自分の目標を叶えるために挫折せずに、少しずつでも構わないので、予習・復習
をするようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命 員科

科目名
(英 )

総合基礎

Comp「ehensive Basics

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員

実務経験

専任教員

授業
形態

演 習
総時間
(単位)

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

水・木・金曜、Ⅲ2・ 3時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士国家試験を合格するためには、専門的な医学基礎知識の知識が不可欠となります。また、病院前医療体制や救急救命処置概論、救急病態生理、救急
症候、疾病救急医学、外傷救急医学、急性中毒・環境障害の救急救命士として必要な総合的知識が必要となります。
救急救命士標準テキストによる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプットアウトプットを行う
ことでより正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家言式験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到達目標】

人体を構成する要素や人体の各器官の構造と、その機能について系統的に理解できるようになる。
<具体的な目標>
目標①人体の構造、機能、部位を理解し説明できるようになる。
日標②人体の構造における神経系の構造と機能が説明できるようになる。

31回 目 (目標①)血液・免疫系について説明ができる。

32回 目 (目標①)血液・免疫系について説明ができる。

33回 目 (目標①)血液・免疫系について説明ができる。

34回 目 血液・免疫系確認試験

35回 目 (目標①)筋・骨格系について説明ができる。

36回 目 (目標①)筋・骨格系について説明ができる。

37回 目 筋・骨格系確認試験

38回 目 (目標①)皮膚系について説明ができる。

39回 目 (目標①)皮膚系について説明ができる。

40回 目 皮膚系確認試験

41回 目 (目標①)生命の維持について説明ができる

42回 目 (目標①)生命の維持について説明ができる。

43回 目 生命の維持確認試験

44回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(神経系の構成、神経系の役割)

45回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(大脳、間脳、小脳)

準備学習
時間外学習

(目 標①②)準備学習として、使用教科書である救急救命士標準テキストとからだの地図帳の熟読が必要です。
また、 1年次で学んだ専門科目を再度復習すること。暗記するのではなく理解する。振り返りや見直しを行う。時間外に自己学習
をすることを心がける。また、教科書やノート、プリントを使った勉強だけなく、救急救命士模擬試験や過去問を繰り返し解くことで問題
の傾向や出題方法、勉強する内容を抽出する。

●復習・振り返り
0時間外自己学習・見直し
●救急救命士国家試験模擬試験・過去間を解く・やり直し

評価方法 随時、確認試験を行い理解度を図る。

受講生への
メッセージ

解剖学では難しい漢字を使用し、内容や範囲が広いため、理解をするまでに非常に時間を必要とする。医療従事者として共通する知言競で、この分野を
理解しておけなければ救急救命士として人命に携わることができない。自分の目標を叶えるために挫折せずに、少しずつでも構わないので、予習・復習
をするようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

総合基礎

Comprehensive Basics

必修
選択

選択 年次 3年次

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開請区分

曜日・時限

通年

水・木・金曜、1・ 2・ 3時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士国家試験を合格するためには、専門的な医学基礎知識の知識が不可欠となります。また、病院前医療体制や救急救命処置概論、救急病態生理、救急
症候、疾病救急医学、外傷救急医学、急性中毒・環境障害の救急救命士として必要な総合的知識が必要となります。
枚急救命士標準テキストによる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプットアウトプットを行うこ
とでより正確な知識を身につけます。
本請義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到達目標】

人体を構成する要素や人体の各器官の構造と、その機能について系統的に理解できるようになる。
<具体的な目標>
目標①人体の構造、機能、部位を理解し説明できるようになる。
日標②人体の構造における神経系の構造と機能が説明できるようになる。

46回 目 (目標②)神経について説明ができる。(脳幹、脊髄、脳室、脳脊髄液)

47回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(脳神経)

48回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(脳神経、脊髄神経【デルマトーム】)

49回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(運動の伝導路【錘体路・錐体外路 知覚の伝導路【脊髄視床路・後索】)

50回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(自律神経【交感神経,目1交感神経】)

51回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(脳循環【内頚動脈系・椎骨脳底動脈系・ウイリス動脈輪】)

52回 目 (目 標②)神経について説明ができる。(脳循環【代謝・頭蓋内圧・脳血流】)

53回 目 (目標②)神経について説明ができる。(意識【意識の意味・意識の中枢】)

54回 目 (目標②)神経について説明ができる。(反射【角Л莫反射,0因頭反射・1黍蓋腱反射】)

55回 目 神経系確認試験

56回 目 (目標①②)各種振り返り・復習

57回 目 (目 標①②)各種振り返り・復習

58回 目 (目標①②)各種振り返り,復習

59回 目 (目標①②)各種振り返り'復習

60回 目 まとめ試験

準備学習
時間外学習

(目 標①②)準備学習として、使用教科書である救急救命士標準テキストとからだの地図帳の熟読が必要です。
また、 1年次で学んだ専門科目を再度復習すること。暗記するのではなく理解する。振り返りや見直しを行う。時間外に自己学習
をすることを心がける。また、教科書やノート、プリントを使った勉強だけなく、救急救命士模擬試験や過去問を線り返し解くことで問題
の傾向や出題方法、勉強する内容を抽出する。

●復習・振り返り
0時間外自己学習・見直し
●救急救命士国家試験模擬試験・過去間を解く・やり直し

評価方法 随時、確認試験を行い理解度を図る。

受講生への
メッセージ

解剖学では難しい漢字を使用し、内容や範囲が広いため、理解をするまでに非常に時間を必要とする。医療従事者として共通する知識で、この分野を理
解しておけなければ救急救命士として人命に携わることができない。自分の目標を叶えるために挫折せずに、少しずつでも構わないので、予習・復習を
するようにしてください。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救命 員科

科目名

(英 )

総合基礎

Comprehensive Basics

必 修

選択
選択 年 次 3年次

担当教員

実務経験

専任教員

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位)

開講区分 通年

曜日・時 水・木・金曜、1・ 2・ 3時限ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

「救急救命処置」とは「その症状が著しく悪化する恐れがあり、又はその生命が危険な状態にある傷病者が病院又は診療所に搬送されるまでの間に、当該傷病者
に対して行われる気道の確保、心拍の回復その他の処置であつて、当該傷病者の症状の著しい悪化を防止し、又はその生命の危険を回避するために必要なものを
いう」と定義されている。救急救命士は「救急救命処置」を反復継続して行うことを業としている。国家資格を受けた医療職であり医事法制の全体の枠組みの中で他
の医療職との業務の整合性を保ちながらその業の範囲が定められている。その定められた範囲で行う「救急救命処置活動」や傷病者の適切な観察と迅速な緊急度
重症度の判断は救急救命士の必須のスキルとして「整合性がとれる」ように線り返し改善・向上しながら「効果」「効率」「魅力」を高めるインストラクシヨナルデザイン
の実践を行い本授業修了時には各々の説明ができるようになる。
救急救命士標準テキストによる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アウトプットを行う
ことでより正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到達目標】

病態・疾病によって全身や局所に認める特徴的な症状について学び、救急現場において傷病者の適切は観察と緊急度・重症度判別ができるようになる。
く具体的目標〉
①観察について説明できる。
②現場活動の基本について説明できる。
③全身状態の観察について説明できる。
④局所の観察について説明できる。

61回 目 46回救急救命士国家試験問題 解説

62回 目 46回救急救命士国家試験問題 角転見

63回 目 46回救急救命士国家試験問題 解説

64回 目 46回救急枚命士国家試験問題 解説

65回 目 46国救急救命士国家試験問題 解説

66回 目 46回救急枚命士国家試験問題 解説

67回 目 46回救急枚命士国家試験問題 角転見

68回 目 46回救急救命士国家試験問題 解説

69回 目 46回救急救命士国家試験問題 解説

70回 目 46回救急救命士国家試験問題 解説

71回 目 46日救急救命士国家試験問題 解説

72回 目 46回 救急救命士国家試験問題 角術見

73回 目 46回救急救命士国家試験問題 角粍党

74回 目 46回救急救命士国家試験問題 解説

75回 目 (目標①)観察について説明できる。 観察の目的と意義・バイタルサインの正常値・観察の方法 問診、視診、聴診、触診

準備学習

時間タト学習

(目 標①)観察の目的と意義について理解を深める事で傷病者の状況や病気に気付く事ができるので復習が必要です。
(目 標②)救急救命士の活動内容について予習が必要です。
救急救命士の専門性である「病院前救護活動」での適切な観察や重症度・緊急度判断の学びを深め、適切な迅速な病院搬送ができるため復習が必要
です。
(目標③)目 標②を達成させるために全身観察の重点をしつかり押さえるために復習が必要です。
(目標④)日標③を達成するために全身観察について復習・予習が必要です。目標③を踏まえ局所観察について理解を深めるため復習が必要です

評価方法

確認試験・筆記試験を行う。
●出席率
●確認テスト
上記を実施する。

受講生への
メッセージ

魅力:救急救命士として基礎的処置を習得することは救命率の向上に繁がります。
救急救命士は専門性で難しいイメージがあると思いますが授業の中で少しずつ過去の国家試験問題を解き学んでいきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第 11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

必 修

選択
選択 年 次 3年次

担当教員

実務経験

専任教員
科目名
(英 )

総合基礎

Comprehensive Basics 通年

ヨース

授業
形態

演 習
総時間
(単位)

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限 水・木・金曜、1・ 2・ 3時限目

「救急救命処置」とは「その症状が著しく悪化する恐れがあり、又はその生命が危険な状態にある傷病者が病院又は診療所に搬送されるまでの間に、当該傷病者
に対して行われる気道の確保、心拍の回復その他の処置であつて、当該傷病者の症状の著しい悪化を防止し、又はその生命の危険を回避するために必要なものを
いう」と定義されている。救急救命士は「救急救命処置」を反復継続して行うことを業としている。国家資格を受けた医療職であり医事法制の全体の枠組みの中で他
の医療職との業務の整合性を保ちながらその業の範囲が定められている。その定められた範囲で行う「救急救命処置活動」や傷病者の適切な観察と迅速な緊急度 ,

は数急救命士の必須のスキルとして「整合性がとれる」ように繰り返し改善・向上しながら「効果」「効率」「魅力」を高めるインストラクシヨナルデザイン

準テキストによる請義や救急救命士国家言式験槙擬言式験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アウトプットを行う

る )教員が の よ【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知 るの

の実践を行い本授業修了時には各々の説明ができるようになる。

ことでより正確な知識を身につけます。
に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。了後、

疾病によつて全身や局所に認める特徴的な症状について学び、救急現場において傷病者の適切は観察と緊急度・重症度判別ができるようになる。

【到達目標】

体的目標〉
ついて説明できる。
基本について説明できる。

身状態の観察について説明できる。
について説明できる。

授業計

76回 目 (目標②)現場活動の基本について説明できる。 状況評価・初期評価・全身観察と重点観察・緊急度、重症度、医療機関選定・搬送、車内活動

77回 目 (目 標②)現場活動の基本について説明できる。 全身観察と重点観察・緊急度、重症度、医療機関選定・搬送、車内活動

78回 目 目標①② 確認試験

79回 目 (目 標③)全身状態の観察について説明できる。 外見の観察体位、顔貌、顔色、表情、嘔吐、喀血、吐血、四肢の変形、外出血

80回 目 (目標③)全身状態の観察について説明できる。 外見の観察皮膚、失禁、痙筆、栄養会話、態度、歩行、行動

81回 目
(目 標③)全身状態の観察について説明できる。 気道に関する観察気道開通、気道閉塞呼吸の有無、性状 ・循環に関する観察脈拍の有無、性状、
株式、血圧

82回 目 (目標③)全身状態の観察について説明できる。 神経に関する観察」CS、 GCS、 特殊型、神経学的所見異常CPSS、 KPSS

83回 目 目標③ 確認試験

84回 目 (目標④)局所の観察について説明できる。   皮膚の観察色調、温度、乾燥、発汗、出血班、発疹、浮腫

85回 目
(目標④)局所の観察について説明できる。
偏位

頭部・顔面・頸部顔面左右差、瞳孔、眼位、眼球・眼瞼結膜、呼気臭、項部硬直、外頸静脈怒張、気管

86回 目 (目標④)局所の観察について説明できる。   頭部・顔面・頸部皮下気腫、腫月長、変形、髄腋漏、視覚、聴覚胸郭運動、呼吸音、心音

87回 目 (目 標④)局所の観察について説明できる。   腹部腹部膨隆、腹膜刺激徴候、腸婦動音、腹壁静脈怒張、腹部腫瘤腹部動脈拍動

88回 目 (目 標④)局所の観察について説明できる。   鼠頸部・会陰部・骨盤・四肢運動障害、知覚障害、浮腫、腫月長、変形、短縮、動脈拍動関節可動域

89回 目
(目 標④)局所の観察について説明できる。
基準

手指、足趾、爪変形、腫月長、色調、潰瘍、爪床圧迫テスト・各種アルゴリズム・緊急度と重症度・判別の

90回 目 目標④ 確認試験

準備学習
時間外学習

(日 襟①)靴祭の日的と意義についてI里解を深める事で傷病者の状況や病気に気付く事ができるので復習が必要です。
(目 標②)救急救命士の活動内容について予習が必要です。
救急救命士の専門性である「病院前救護活動」での適切な観察や重症度・緊急度判断の学びを深め、適切な迅速な病院搬送ができるため復習が必要
です。
(目 標③)目標②を達成させるために全身観察の重点をしつかり押さえるために復習が必要です。
(目 標④)目標③を達成するために全身観察について復習・予習が必要です。目標③を踏まえ局所観察について理解を深めるため復習が必要です

評価方法

確認試験・筆記試験を行う。
●出席率
●確認テスト
上記を実施する。

受講生への
メッセージ

魅力:救急救命士として基礎的処置をど得することは救命率の向上に繋がります。
救急救命士は専門性で難しいイメージがあると思いますが授業の中で少しずつ過去の国家試験問題を解き学んでいきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

総合基礎

Comprehensive Basics

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員

:

実務経験 :

専任教員

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時 間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

水・木・金曜、Ⅲ2・ 3時限目ヨース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載する)

救急救命処置概論は救急救命士と活動する上で基礎となる資機材・外傷処置・一時救命処置・在宅医療を網羅し適切かつ迅速に実施しなければなりません。救急
救命処置を実施するに当たり気管挿管や一時救命処置を実施し院内でどのような止血法など行つているかなど病院内での活動も学び本授業修了時には各々の説
明んヾできるようになる。
救急救命士標準テキスHこよる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アウトプットを行う
ことでより正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到達目標】

病院前救護活動における救急救命士の基礎となる資機材や外傷処置を学び、救急現場において適切な観察・言平価・救急処置ができるようになる。
<具体的な目標>
目標①資基材による観察、目的について説明できる。
日標②外傷処置に対する観察、目的について説明できる。
目標③呵次救命処置の目的について説明できる。
日標④在宅医療の目的について説明できる。

91回 目
【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。①観察の目的と意義・酸素投与方法とその意義・酸素投与時の注意点・SP02測定とその意

92回 目
【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。①観察の目的と意義・酸素投与方法とその意義・酸素投与時の注意点・SP02測 定とその意

93回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。②観察の目的と意義・血圧測定とその意義・血圧測定の注意点・聴診器の使い方とその意義

94回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。②観察の目的と意義・血圧測定とその意義・血圧測定の注意点・聴診器の使い方とその意義

95回 目 観察・血圧・聴診認試験

96回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。③・気管内挿管とは,気管内挿管の適応 気管内挿管の手順・気管内挿管の合併症

97回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。③・気管内挿管とは 気管内挿管の適応・気管内挿管の手順 気管内挿管の合併症

98回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。③・気管内挿管とは・気管内挿管の適応 気管内挿管の手順・気管内挿管の合併症

99回 目 【到達目標】資基材による観察、目的について説明できる。③・気管内挿管とは気管内挿管の適応・気管内挿管の手順 気管内挿管の合併症

100回 目
【到還目標】資基材による観零、目的について説明できる。④・閉鎖式エアウエイの気道確保器具について・ラリンゲザレマスク・アイジェル・ラリンケⅢレチュー
ブ'コンビチューブ

101回 目
【到這目標】貧墨材による観票、目的について説明できる。④・閉鎖式エアウエイの気道確保器具について'ラリンケコレマスク・アイジェル・ラリンケ〕レチュー
ブ コンビチューブ

102回 目 気管挿管・閉鎖式エアウエイの気道確保器具について・ラリンケⅢレマスク・アイジェル・ラリンケ|レチューブ コンビテューブ確認試験

103回 目
【到達目標】外傷処置に対する観察、目的について説明できる。① 止血方の目的と適応・止血点止血法 SBチューブ・永久止血法・内視鏡による止血
法

104回 目
【到達目標】外傷処置に対する観軍、目的について説明できる。(1)・止血方の目的と適応・止血点止血法・SBチューブ・永久止血法・内視鏡による止血
法

105回 目
【到達目標】外傷処置に対する観察、目的について説明できる。②・固定処置の目的とその意義・ネックカラー、バックボード・包帯、三角巾・シーネ・陰圧ギ
ブス

準備学習
時間外学習

(目標①)救急救命士としての資基材による観察、目的について復習が必要です。
(目標②)救急救命士として外傷処置に対する観察、目的について予習が必要です。
(目標③)救急救命士として1次救命処置の目的について復習が必要です。
(目標④)救急救命士として在宅医療の目的について復習が必要です。

評価方法

確認試験・筆記試験を行う。
●出席率
●確認テスト
上記を実施する。

受講生への
メッセージ

魅力 :救急救命士として基礎的処置を習得することは救命率の向上に繋がります。
救急救命士は専門性で難しいイメージがあると思いますが授業の中で少しずつ過去の国家試験問題を解き学んでいきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

総合基礎

Comprehensive Basics

必修
選択

選択 年次 3年次
実務経験

担当教員 専任教員

授業  :
形態  : 演習

総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限

通年

水・木・金曜、Ⅲ2・ 3時限目コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施ずるのか、具体的に記載ずる)

救急救命処置概論は救急救命士と活動する上で基礎となる資機材・外傷処置・一時救命処置・在宅医療を網羅し適切かつ迅速に実施しなければなりません。救急
救命処置を実施するに当たり気管挿管や一時救命処置を実施し院内でどのような止血法など行つているかなど病院内での活動も学び本授業修了時には各々の説
明ができるようになる。
救急救命士標準テキスHこよる講義や救急救命士国家試験模擬言式験及び過去間等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アゥトプットを行う
ことでより正確な知識を身につけます。
本講義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到達目標】

病院前救護活動における救急救命士の基礎となる資機材や外傷処置を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるようになる。
<具体的な目標>
目標①資基材による観察、目的について説明できる。
目標②外傷処置に対する観察、目的について説明できる。
目標③l次救命処置の目的について説明できる。
目標④在宅医療の目的について説明できる。

106回 目
【到達目標】外傷処置に対する観察、目的について説明できる。②・固定処置の目的とその意義・ネックカラー、バックボード・包帯、三角巾・シーネ・陰圧ギ
ブス

107回 目 止血・固定処置確認試験

108回 目 【到達目標】司次救命処置の目的について説明できる。・司次救命処置の目的とその意義・除細動器とその意義・除細動器使用時の合併症

109回 目 【到達目標】司次救命処置の目的について説明できる。・1次救命処置の目的とその意義・除細動器とその意義・除細動器使用時の合併症

110回 目 【到達目標】司次救命処置の目的について説明できる。・1次救命処置の目的とその意義・除細動器とその意義・除細動器使用時の合併症

111回 目 【到達目標】1次救命処置の目的について説明できる。・1次救命処置の目的とその意義・除細動器とその意義・除細動器使用時の合併症

112回 目 1次救命処置確認試験

113回 目 【到達目標】在宅医療の目的について説明できる。・在宅療養とは,在宅療法の種類・酸素療法、自己注射、経管栄養、気管切開、自己導尿など

114回 目 【到達目標】在宅医療の目的について説明できる。・在宅療養とは・在宅療法の種類・酸素療法、自己注射、経管栄養、気管切開、自己導尿など

115回 目 在宅療養・在宅療法確認試験

116回 目 (目標①②)各種振り返り・復習

117回 目 (目標①②)各種振り返り・復習

118回 目 (目標①②)各種振り返り。復習

119回 目 (目標①②)各種振り返り・復習

120回 目 まとめ試験

準備学習
時間外学習

(目標①)救急救命士としての資基材による観察、目的について復習が必要です。
(目標②)救急救命士として外傷処置に対する観察、目的について予習が必要です。
(目標③)救急救命士として1次救命処置の目的について復習が必要です。
(目標④)救急救命士として在宅医療の目的について復習が必要です。

評価方法

確認試験・筆記試験を行う。
●出席率
●確認テスト
上記を実施する。

受講生への
メッセージ

魅力 :救急救命士として基礎的処置を習得することは救命率の向上に繋がります。
救急救命士は専門性で難しいイメージがあると思いますが授業の中で少しずつ過去の国家試験問題を解き学んでいきたいと思います。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

科目名
(英 )

総合基礎

Comprehensive Basics

必修
選択

選択 年次 3年次
担当教員

実務経験

専任教員

授業
形態

演習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位)

開講区分

曜日・時限

通年

水・木・金曜、Ⅲ2・ 3時限目コース

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

教急救命士の専門職である「救急救命処置」の中でも「包括的指示」であるBLS(Basic Lre Supp。 止)は自己研鑽が必須であり、「教命の連鎖」として一般市民への
指導や普及活動を行う事で傷病者の予後に大きく左右する。「心停止の予防」や「心停止の早期認識」に関して迅速で的確な判断が必要とされる。そのため救急病態
生理学を学び病態に関する知識を深める事が重要である。本授業修了時には各々の説明ができるようになる。
救急救命士標準テキストによる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アウトプットを行うこ
とでより正確な知識を身につけます。
本語義終了後、救急救命士国家試験に必要な知識や読解力、解く力を身につけ、合格基準に到達できるようになる。

【到達目標】

呼吸不全・循環不全(心不全・ショック)。心肺停止の症候・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるようになる。
<具体的な目標>
目標①呼吸不全について説明できる
目標②心不全について説明できる
目標③ショックについて説明できる
目標④心肺停止について説明できる

121回 目
(目標④)心肺停止について説明できる
・定義と概念・疫学・ウツタイン様式

122回 目
目標④)心肺停止について説明できる
。心肺停止に至る病態と原因(不整脈、低心拍出量、呼吸不全、その他)

123回 目
目標④)心肺停止について説明できる
。主体酸素状況(不整脈、低心拍出量、呼吸不金、その他)

124回 目
(目標④)心肺停止について説明できる
。主な原因疾患(5H5T)・ 心電図分類

125回 目
(目標④)心肺停止について説明できる
・心肺蘇生中の生理学的動態・心拍再開後(ROSC)の 生理学的勁態

126回 目
(目標④)心肺停止について説明できる
.心肺停止についてまとめ・振り返り

127回 目 目標④ 確認試験

128回 目
(目標①)呼吸不全について説明できる
・定義と概念・基本的病態

129回 目
(目標①)呼吸不全について説明できる
・閉塞性、拘束性、混合性換気障害

130回 目
(目標①)呼吸不全について説明できる
低酸素血症、高二酸化炭素血症・緊急度、重症度判別

131回 目
(目標①)Π平吸不全について説明できる
・呼吸運動障害(発生機序・病態・対応)・気道の障害(発生機序・病態。対応)

132回 目
(目標①)「平吸不全について説明できる
。肺胞の障害(発生機序・病態・対応)・肺問質の障害(発生機序・病態・対応)

133回 目
(目標①)呼吸不全について説明できる
・呼吸不全についてのまとめ・振り返り

134回 目
(目標②)心不全について説明できる
,定義と概念・原因疾患・病態生理学(心機能曲線、神経・内分泌反応、循環の変化)

135回 目
(目 標③)ショックについて説明できる
・循環血液量減少性ショック・心原性ショック

準備学習
時間外学習

目標①呼吸不全について臨床医学呼吸器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、呼吸・血液生理学、運動学について予習が必要です。
日標②心不全について臨床医学循環器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、循環・血液生理学、運動学について予習が必要です
日標③ショックについて目標①②の復習が必要です。
日標④心肺停止について臨床医学循環器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、循環・血液生理学、運動学について予習が必要です。

評価方法

確認試験・筆記試験を行う。
●出席率
●確認テスト
上記を実施する。

受講生への
メッセージ

魅力:一般市民へ指導の立場でもある救急救命士は実際に活動内容を体験でき本授業の概要の理解が深まります。さらに自己研鑽する事で「包括的
指示」の中でも迅速に的確に判断・処置することができ今後の現場活動に活かされます。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救魚救命公務員科

修
択
必
選

選 択 年次 3年次
専任教員担当教員

実務経験
科目名
(英 )

総合基礎

Comprehens ve Bas cs

ヨース

業
態
授

形
演 習

総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

通 年

水・木・金曜、1・ 2

開請区分

曜日・時限

枚急救命士の専門職である「救急救命処置」の中でも「包括的指示」であるBLS(BaSc ttfe Suppon)は 自己研鎖が必須であり、「救命の運鎖」として一般市民へ

の指導や普及活動を行う事で傷病者の予後に大きく左右する。「心停止の予防」や「 救急救命士の専門職である「救急救命処置」の中でも「包括的指示」であるBLS
(BaSc Lre SuppoA)は 自己研鎖が必須であり、「救命の連鎖」として一般市民への指導や普及活動を行う事で傷病者の予後に大きく左右する。「′b停止の予防」や
「′b停止の早期認識」に関して迅速で的確な判断が必要とされる。そのため救急病態生理学を学び病態に関する知識を深める事が重要である。本授業修了時には
各々の説明ができるようになる。さらに、救急病態生理学 Iで習得した内容からさらに各症候・病態生理を深める事で救命の連鎖である「二次救命処置と自己心拍
開後の集中治療」について説明できるようになる。救急枚命士は一次救命処置 (BLS)と 平行して「救急救命処置」の「特定行為」である薬剤投与や気道確保器具
した二次救命処置を行う事でより多くの傷病者の救命率の向上と予後の改善に繋がります。

急救命士標準テキストによる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過ム問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプットアウトプットを行う

【授業の学習内容】 (※ 務経験のある教員、知見を有する教員 どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

ことでより正確な知識を身につけます。

吸不全・循環不全 (心不全・ショック)。 心肺停止の症候・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるようになる
系に関わる疾患の症伝・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるようになる
<具体的な目標>
目標①呼吸不全について説明できる
目標②心不全について説明できる
目標③ショックについて説明できる
目標④心肺停止について説明できる
目標⑤重症1凶障害について説明できる

目至1

目標⑥意識障害について説明できる
目標②頭痛について説明できる
目標③疸攣について説明できる
目標⑤運動麻痺について説明できる

|―

■|■ ■■授業計画1内容■■|■■■■■|||■ |■|||●■ |―  |―●|― ||||■

136回 目
(目標③)ショックについて説明できる
・心外閉塞・拘束性ショック・血液分布異常性ショック

137回 目
(目標③)ショックについて説明できる
。ショックについてのまとめ・振り返り

138回 目
(目標③)ショックについて説明できる
・定義と概念・ショックの判断と判別'種類と分類・緊急度、重症度判別・病態

139回 目 目標①③ 確認試験

140回 目
(目 標② )心不全について説明できる
・心不全についてのまとめ・振り返り

141回 目
(目 標②)心不全について説明できる
・慢性心不全の急性増悪・現場活動

142回 目
(目 標② )心不全について説明できる
・症候 (低心拍出量、肺うつ血、体循環うっ血、循環系)・ 種類 (急性・慢性 ,左心・右心・うっ血 )

143回 目
(目標⑤)重症1凶障害について説明できる
・概念・発生機序

144回 目
(目標⑤)豆症1図障害について説明できる
一次性脳病変、二次性脳病変

145回 目
(目標⑤)重症脳障害について説明できる
'頭蓋内圧克進・脳ヘルニア

146回 目
(目 標⑤)重症脳障害について説明できる
特殊な意識障害

147回 目
(目 標⑤)重症脳障害について説明できる
。Л凶障害まとめ・脳障害振り返り

148回 目 目標②⑤ 確認試験

149回 目
(目標⑥)意識障害につて説明できる
・原因1 -次性脳病変2二次性Л凶病変・随伴症状

150回 目
(目 標⑥)意識障害について説明できる
・随伴症状 H バイタル異常2-般症候3神経所見

準備学習
時間外学習

目標①呼吸不全について臨床医学呼吸器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、呼吸・血液生理学、運動学について予習が必要です。
目標C力 b不全について臨床医学循環器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、循環・血液生理学、運動学について予習が必要です
目標③ショックについて目標O(Dの 復習が必要です。
目標O心肺停止について臨床医学循環器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、循環・血液生理学、運動学について予習が必要です。
前提:この授業を受けるには、臨床医学脳神経疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、1画神経・血液生理学、運動学について予習が必要です。
(目標①～⑥)各症候のl「くり返りと復習が必要です

評価方法

確認試験・筆記試験を行う。
●出席率
●確認テスト
上記を実施する。

受講生への
メッセージ

魅力 :一般市民へ指導の立場でもある枚急本文命士は実際に活動内容を体験でき本授業の概要の理解が深まります。さらに自己研鑽する事で「包括的
指示」の中でも迅速に的確に判断・処置することができ今後の現場活動に活かされます。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第11版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 :救急救命公務員科

担当教員修
択
必
選 選択 年次 3年次

実務経験

専任教員
科目名
(英 )

総合基礎

Comprehensive Bas cs 通年

ヨース
演習

授業
形態

総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限 水。木・金曜、1・ 2・ 3時限目

【授業の学習内容】 (※実務経験のある教員、知見を有する教員が、どのような授業を実施するのか、具体的に記載する)

救急救命士の専門職である「枚急救命処置」の中でも「包括的指示」であるBLS(Badc ttfc Suppon)は 自己研鎖が必須であり、「救命の連鎖」として一般市民への
指導や普及活動を行う事で傷病者の予後に大きく左右する。「心停止の予防」や「 救急救命士の専門職である「救急救命処置」の中でも「包括的指示」であるBLS
(Basに Lre Suppon)は 自己研鑽が必須であり、「救命の連鎖」として一般市民への指導や普及活動を行う事で傷病者の予後に大きく左右する。「心停止の予防」や
「′い停止の早期認識」に関して迅速で的確な判断が必要とされる。そのため救急病態生理学を学び病態に関する知識を深める事が重要である。本授業修了時には
各々の説明ができるようになる。さらに、救急病態生理学 Iで習得した内容からさらに各症伝・病態生理を深める事で救命の連鎖である「二次救命処置と自己心拍再
開後の集中治療」について説明できるようになる。救急救命士は一次救命処置(BLS)と平行して「救急救命処置」の「4寺定行為」である薬剤投与や気道確保器具など
を利用した二次救命処置を行う事でより多くの傷病者の救命率の向上と予後の改善に繋がります。
救急救命士標準テキスHこよる講義や救急救命士国家試験模擬試験及び過去問等で知識や解く力を身につけ、グループ学習を通じてインプット・アゥトプットを行うこ
とでより正確な知識を身につけます。
太 議 義終 了イを卜末生魚求生命士 国家試 験 に抹喜な知識 や言ヽ 解 力 解〈力弁身 につ Iす _合オ各基と に至‖種できるよう1こ疫ム ^

【到達目標】

呼吸不全・循環不全(心不全・ショック)・心肺停上の症候・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・評価・救急処置ができるようになる。
神経系に関わる疾患の症俵・病態生理を学び、救急現場において適切な観察・評価・枚急処置ができるようになる。
<具体的な目標>
目標①呼吸不全について説明できる    目標⑥意識障害について説明できる
目標②心不全について説明できる     目標②頭痛について説明できる
目標③ショックについて説明できる     目標③痙撃について説明できる
目標④心肺停止について説明できる    目標◎運動麻痺について説明できる
目標⑤重症脳障害について説明できる

151回 目
(目標⑥)意識障害につて説明できる
・判別を要する病態

152回 目
(目標⑥)意識障害につて説明できる
・緊急度、重症度判別・現場活動

153回 目
(目標②)頭痛について説明できる
・発症機序・分類1 -次性頭痛2二次性頭痛

154回 目
(目 標⑦)頭痛について説明できる
・原因疾患

155回 目
(目 標②)頭痛について説明できる
。発症の状況・性状

156回 目
(目標⑦)頭痛について説明できる
・随伴症状・緊急度重症度の判断・現場活動

157回 目 目標⑥⑦ 確認試験

158回 目
(目標③)痙筆について説明できる
・定義、概念・病態

159回 目
(目標⑥)痙筆について説明できる
種類1 局所性2全身性

160回 目
(目 標③)痙摯について説明できる
。原因疾患・随伴症状

161回 目
(目標⑤)痙筆について説明できる
。判別を要する病態・緊急度、重症度の判断・現場活動

162回 目
(目標③)運動麻痺について説明できる
・定義、概念・発症機序

163回 目
(目標③)運動麻痺について説明できる
・分類1単庁本痺 2片 麻痺3対麻痺4四肢麻痺 5交叉性片庁ホ痺

164回 目
(目 標⑨)運動麻痺について説明できる
。原因疾患・随伴症状

165回 目
(目標③)運動麻痺について説明できる
・判別を要する病態・緊急度、重症度の判断・現場活動

準備学習

目標①呼吸不全について臨床医学呼吸器疾患の理解が不可欠です。さらに解告」学、呼吸・血液生理学、運動学について予習が必要です。
目標②心不全について臨床医学循環器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、循環 血液生理学、運動学について予習が必要です
目標③ショックについて目標①②の復習が必要です。
目標④心肺停止について臨床医学循環器疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、循環・血液生理学、運動学について予習が必要です。
前提:この授業を受けるには、臨床医学脳神経疾患の理解が不可欠です。さらに解剖学、脳神経・血液生理学、運動学について予習が必要です。
(目標①～⑤)各症俵の振り返りと復習が必要です

時間外学習

評価方法

確認試験・筆記試験を行う。
●出席率
●確認テスト
上記を実施する。

受講生への
メッセージ

魅力:一般市民へ指導の立場でもある救急救命士は実際に活動内容を体験でき本授業の概要の理解が深まります。さらに自己研鑽する事で「包括的指
示」の中でも迅速に的確に判断・処置することができ今後の現場活動に活かされます。

【使用教科書・教材・参考書】

改訂第H版 救急救命士標準テキスト



2025年度 授業概要
学 科 救急救命公務員科

必修

選 択
選 択 年次 3年次

担当教員

実務経験

専任教員科目名
(英 )

総合基礎

COmprehens ve Basics

ヨース

授業
形態

演 習
総時間
(単位 )

345時間

(23単位 )

開講区分

曜日・時限 水 金曜、1・ 2・ 3時限

通 年

う事で傷病者

こ大きく
に

らに、 こ各

した二次救命処置を行う事 改善に繋がりま
こよ こつ を通じ インプ

の業 学 習 容内【授 ※ の ある教貝 が見 貝を有する教 ど よの るうな授業を実施す かの 具体的| 記載する
不女 の急子文爺
=

である ネ文 釈 命 処 」の置 で も中尋 Fヨ戦 包 枯 子目示 」的 あるで (BasicBLS Life SuppOn) は り己研鎖 があ須でぁ の小文市 運 鎖 と てし 丹貨〒F へ の民
導キ旨 及や普 活動を行 の予後 三大きく左右する ′b停止の予 や「防 救急救命 門士の専 職である 救急救命処置 の 中 包でも「 括的指 る B LS」であ
Life(Basic On)Supp 自は 研鑽己 ん 必`須であ 命の連鎖」「救 として一般市 の民ヘ や指導 及活 を行う事動 病で傷 者の予後 左右する の心停止 予防」や心停止 早期認識」の し で的確な判断て迅速 が必要 のとされる。そ 台ヒため救急病 を学び病生理学 関する知識を深める事が 要重 あるで 本授業修 時には了

々 ができるの説明 ようにな さる。 救急病態生理学 で 得 し習 た内容からさら 理を深病態生 め症候 る事で救命の連鎖 る「であ 次救命処置と白己心十白再集の 中 つ し できてヽ説明 よる つ療」 になる。 は一救急救命士 処 置次救命 と平(BLS) て「行 し 処置 J救急救命 の 為特定行 剤投与」である薬 器具などや気道確保を利用 で より くの傷多 の病者の救命率 上 と向 後 の予 す
救急救命士標準テキスト る講義や救急救命士国家試験検擬試験及び過去間等で知識や解 力を身 け グ 習ループ学 て ット・ トアウ プットを行う
りとでよ 確な知正 :競を つ身 けます

目

になる
こおし

<具体的な
目標①呼吸

に

標⑥意識障害について説明できる
標②頭痛について説明できる
標③疸摯について説明できる

に

標③ショックに
標④心肺停止 につし

循環 全不 心不全吸不全 ンヨツク 病心肺停止の症候 学ぴ態生理を 救急現場におし 切てヽ適 な観察 評価 ができ救急処置 つるよ
る経系に関わ の症候疾患 生病 態 理を学び 救急現場 てヽ な観察適 切 救急処置ができる評 価 ようになる
標目 >

つ て説 でき明 る全 に不

標②心不全 つ目 てヽ説明できる 目

つ て岳見 でき明 る

つ できるてヽ言党明 標③運動麻痺目 て説明できる
標⑤重症脳障目 に つ できるて説 明

166回 目 目標③⑨ 確認試験

167回 目 各種振り返り・復習

168回 目 各種振り返り・復習

169回 目 各種振り返り・復習

170回 目 各種振り返り・復習

171回 目 各種振り返り・復習

172回 目 各種振り返り・復習

173回 目 まとめ試験

準備学習
時間外学習

:彊
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習が必要です。
が必要です

習が必要です。
いて予習が必要です。

評価方法

確認試験 筆記試験を行う。
●出席率
●確認テスト

記を実施する。

受講生への
メッセージ

魅力 :一般市民へ指導の立場でもある救急救命士

靱 篭 1島ζ:争S序套兵
業の概要の理解が深まります。さらに自己研鎖する事で「包括的指示」の中でも迅速に的確に判断・処置することがでi

【使用教科書 教材・参考書】

改言T第 11版 救急救命士標準テキスト


